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1DataExchange について

本製品とその機能について

このガイ ドには DataExchange に関する情報が含まれています。 これは、 レプリ ケーシ ョ ンを行うデータベースの

デザイン、 デザインの実装、 データのレプリ ケート、 レプ リ ケーシ ョ ンのスケジュールの監視と維持、 およびレ

プ リ ケーシ ョ ンの問題の ト ラブルシューテ ィ ングに役立つこ とを目的と しています。 DataExchange は、 壊れた

データのレプリ ケート、 ウイルスの感染拡大、 必要なデータの削除を回避するよ うに設計されています。 そのた

め、 システム障害、 ハード ウェア障害、 およびサイ トの災害時に、 データ損失およびダウンタイムを大幅に軽減

できます。

以下のト ピッ クでは、 DataExchange とそのエディシ ョ ン、 および含まれるコンポーネン トについて紹介します。

 「DataExchange の技術概要」

 「DataExchange のエディシ ョ ン」

 「DataExchange コンポーネン ト 」

 「DataExchange のインス トール場所」
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DataExchange の技術概要

DataExchange は、 Zen データベースのレプリ ケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンです。 2 つ以上の Zen データベース間で

データをコピーするこ とによ り、 ウォーム バッ クアップ システムを維持し、 データをレポーティング サーバー

に送ったり、 また、 リモート  データベースを同期させたり します。

DataExchange の技術によ り、DataExchange レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク内で、どれか 1 つの Zen データベース

の変更を捕捉し、 それをほかのデータベースと共有するこ とができます。 Zen エンジンは DataExchange によって

補強されます。 DataExchange は、 レプリ ケーシ ョ ン イベン ト  ハンド ラーおよびレプリ ケーシ ョ ン エンジンの 2
つのソフ ト ウェア コンポーネン ト を Zen データベースに追加します。

 レプリ ケーシ ョ ン イベン ト  ハンド ラー （REH） は、 直接 Zen データベース  エンジンに接続されます。 REH

はデータベース  エンジン内で動作する  DLL のセッ ト であるため、 データベースが実行中であればレプ リ

ケーシ ョ ン イベン ト  ハンド ラーも実行されます。 データベース  エンジンは、 変更のイベン ト （追加、 更新、

削除） が発生したと きに REH をアクティブにします。 REH は REH のプライベート制御テーブルの 1 つにそ

のイベン ト を書き込みます。

 レプリ ケーシ ョ ン エンジンは、実際のレプリ ケーシ ョ ン処理を行う別のプロセスです。 これは制御テーブル

を読み取って、最後のレプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ン以降にどのレコードが変更されたかを判断します。次に

これらの変更をパケッ トにま とめ、DataExchange レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークに参加しているほかのレプ

リ ケーシ ョ ン エンジンと共有します。 ほかのエンジンはこの変更をそれぞれのデータベースに適用します。

レプリ ケーシ ョ ン処理は、 継続的に、 スケジュールされた期間ごとに、 または要求に応じて行われます。 レ

プ リ ケーシ ョ ン エンジンはネッ ト ワークの常時接続を必要と しないので、 DataExchange はダイヤル アップ

接続のリモート  ユーザーのよ うな断続的に接続するシナリオにも適しています。

DataExchange は 2 種類のデータ  レプリ ケーシ ョ ンの方法に焦点を当てています。

 データへの継続的なアクセスを提供する （Real-Time Backup）

 データベースを同期させる （Data Synchronization）

どちらの機能も有用ですが、一般的には環境に応じてどちらか 1 つがデータ  レプリ ケーシ ョ ン技術を実装する際

の主要なド ライバーとな り ます。

通知エージェン ト

通知エージェン ト （略して 「エージェン ト 」 ） は、 DataExchange によってインス トールされるコンポーネン トで

す。このコンポーネン トの目的は、レプリ ケーシ ョ ンのエラーが発生した場合に電子メールを送信するこ とです。

このエージェン トでは、 メール サーバーと通信するために標準的な SMTP （Simple Mail Transfer Protocol） が必要

です。 

詳細については、 「dxagent」 を参照してください。

レプリケーシ ョ ン固有のファイル

DataExchange は、 レプ リ ケーシ ョ ンを行うマシンに独自のテーブルを追加します。 使用するテーブルには、 シス

テム設定とレプリ ケーシ ョ ン制御の 2 つのタイプがあ り ます。 設定テーブルには、 レプリ ケーシ ョ ン中のデータ

ベース、 データがレプリ ケート されるサイ ト、 レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールなどの情報が記録されます。 

制御テーブルはデータ  ファ イルを追跡し、データの各レコードのレプリ ケーシ ョ ン状態を記録します。各データ

テーブルまたはファ イルには対になる制御テーブルがあ り ます。 同様に、 各データ  レコードには対になる制御

テーブルのレコードがあ り ます。 この制御テーブルによって、 レプリ ケーシ ョ ン エンジンはどのレコードをいつ

レプリ ケートするかを判断します。 

DataExchange のレプ リ ケーシ ョ ン設定や制御用のテーブルは、 レプ リ ケートするファ イルと一緒に保存するか、

または独自のデータベースに別々に保存するこ とができます。 保存場所はレプリ ケーシ ョ ンの実行方法によ り異

な り ます。 
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DataExchange のエディシ ョ ン

DataExchange には、Real-Time Backup と  Data Synchronization の 2 つのエディシ ョ ンがあ り ます。2 つのエディシ ョ

ンの比較を次の表に示します。 

Real-Time Backup Edition

DataExchange Real-Time Backup Edition は、 バッ クアップ サーバーの維持管理用に最適化されています。 高いパ

フォーマンス と、 最小のインス トールおよび管理を組み合わせました。 このエディシ ョ ンは、 プラ イマ リ  サー

バーとバッ クアップ サーバー間の一方向のレプリ ケーシ ョ ンをサポート します。

Real-Time Backup ソ リ ューシ ョ ンは、 必要に応じてオンサイ トでもオフサイ トでも使用できます。 オンサイ トの

バッ クアップでは、 ハード ウェア障害からデータを保護するこ とができます。 オフサイ トのバッ クアップでは、

火災や洪水、 盗難などによる壊滅的な損失に対する保護を追加するこ とができます。

Data Synchronization Edition

DataExchange Data Synchronization Edition は、一方向レプリ ケーシ ョ ンと双方向レプリ ケーシ ョ ン両方のシナリオ

向けに設計されています。 リ アルタイム データ  レプリ ケーシ ョ ンは、すべてのユーザーが確実に同一の最新デー

タを見られるよ うにします。

機能 Real-Time Backup Data Synchronization

一方向レプリ ケーシ ョ ン ○ ○

双方向レプリ ケーシ ョ ン ○
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DataExchange コンポーネン ト

DataExchange は以下の主要なコンポーネン トから構成されています。

 レプリ ケーシ ョ ン エンジン － 取得したデータベースの変更を配布および適用するのに使用します。

 レプリ ケーシ ョ ン イベン ト  ハンド ラー（REH） － データベースの変更イベン ト を記録および監視するのに使

用します。

 DataExchange エージェン ト  － レプリ ケーシ ョ ンの障害時に通知を行うために使用します。

 DataExchange ユーティ リ ティ  － デザインやアクティブ化など、 レプリ ケーシ ョ ンに必要な作業を行うのに

使用します。

 DataExchange ドキュ メン ト  － 概念、 手順、 および操作例を提供します。

DataExchange 各種ユーティ リテ ィ

DataExchange ユーティ リ ティは、 レプリ ケーシ ョ ン処理の構成および管理に役立ちます。  

詳細については、 「DataExchange のユーティ リ ティ とサービスの使用」 を参照して ください。

ドキュ メン ト

『DataExchange User's Guide』 には、 インス トールおよび設定、 レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークのデザインおよび

配置に関する概念および操作の情報が含まれています。 このガイ ド は、 製品の Real-Time Backup と  Data
Synchronization の両方のエディシ ョ ンに対応しています。 2 つのエディシ ョ ンでは手順の多くが同じですが、 若

干異なる場合もあ り ます。 違いがある場合は注意書きがされてます。

ユーティ リテ ィ名 機能

Deployment Wizard 第 1 サイ ト と  1 つまたは複数のパートナー サイ ト間のレプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークをセッ

ト アップします。 その使用例については、 「レプ リ ケーシ ョ ン配置」 を参照して ください。

Manager レプリ ケーシ ョ ン スケジュールの設定、 およびユーザー アクセスの制御を行います。

監視ツール データ  レプ リ ケーシ ョ ンの監視、レプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンの構成、およびログ オプシ ョ

ンの設定を行います。 

アクティブ化ツール データベースがレプ リ ケーシ ョ ンに参加できる よ うにし、 そのデータベースがレプ リ ケー

シ ョ ン  ネッ ト ワークのサイ トに属するこ とを確定します。

非アクティブ化ツール レプリ ケーシ ョ ン可能なデータベース一覧からデータベースを削除します。 レプ リ ケート さ

れたデータベースを物理ス ト レージから削除する場合には、 まず非アクティブ化する必要が

あ り ます。
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DataExchange のインストール場所

DataExchange は、 Zen Enterprise Server または Cloud Server が実装されている同じシステムにインス トールする必

要があ り ます。 「DataExchange をインス トールするための準備」 も参照して ください。
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2DataExchange をインストールする
ための準備

インス トールに必要な準備

以下のト ピッ クでは、 DataExchange をインス トールおよび実行するための準備の一覧を提供します。

 「チェ ッ ク リ ス ト 」

 「使用前の注意」

 「管理者権限」

 「DataExchange ライセンス」

 「DataExchange リ リース  ノート 」
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チェ ックリス ト

次のチェッ ク リ ス トは、 DataExchange をインス トールして使用できるよ う準備する際に役立ちます。

 DataExchange をインス トールする前に、適切な事前措置を行っている。「使用前の注意」を参照してください。

 システムのハード ウェアと ソフ ト ウェアが DataExchange をインス トールする要件を満たしている。これらの

要件は Zen の要件と同じなので、 通常は問題になり ません。

 本製品をインス トールするシステムにおいて、管理者権限の使用が許可されている。「管理者権限」 を参照し

て、 これを行う  2 つの方法のいずれかを選択してください。 

 ラ イセンスを持っている （評価版を使用する場合を除く）。 詳細については、 「DataExchange ラ イセンス」 を

参照して ください。

 ク ラスター環境にインス トールするなど、 特殊な構成の問題について検討する。

 リ リース  ノートで最新の情報を読む。 「DataExchange リ リース  ノート 」 を参照して ください。
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使用前の注意

Zen データベース  エンジンは、 DataExchange のインス トール時に停止および再起動されます。 業務上、 一定時間

はデータベース  エンジンを停止できないよ うな環境である場合は、 業務時間外に DataExchange をインス トール

して ください。 

目的のハード  ディ スク  ド ラ イブ上の重要なファイルは、 データ  ファ イルも含めて、 インス トールを開始する前

にバッ クアップしておいてください。
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管理者権限

Windows 7、 8、 10、および Server 2012 のセキュ リティ機能では、 DataExchange を正常に使用するために次のいず

れかの実行が必要とな り ます。

 管理者と してログオンし、 常にそのアカウン トで DataExchange を実行します。 

 DataExchange を実行する前に、C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\bin へ移動し、dpwizard.exe を右ク リ ッ ク し

て ［プロパティ］ を開きます。 プロパティ  シートで ［互換性］ を選択し、 ［設定］ にある ［管理者としてこ

のプログラムを実行する］ をオンにします。 

この設定をオンにする と、 Administrators グループのメンバーは誰でもレプ リ ケーシ ョ ン プロジェク ト を作

成、 配置、 および実行できるよ うにな り ます。 Administrators グループのメ ンバーは、 管理者アカウン ト で

DataExchange を実行する必要はあ り ません。 その他のユーザーは DataExchange を使用できなくな り ます。 
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DataExchange ライセンス

DataExchange を使用して 2 台以上のコンピューター間でデータをレプ リ ケートするには、 製品キーが必要です。

インス トーラーは製品キーの入力を要求し、 これをデコード して有効かど うかを確認します。 

DataExchange Real-Time Backup は、第 1 サイ ト とパートナー サイ トの 2 台のマシンにインス トールするこ とがで

きます。 DataExchange Data Synchronization は、 1 つの第 1 サイ ト と必要とするだけの数のパートナー サイ トにイ

ンス トールするこ とができます。 どちらのエディシ ョ ンも、 すべてのサイ トで同じ製品キーを適用します。

Real-Time Backup では、 追加のバッ クアップ用にもっと多くのパートナー サイ ト を作成するオプシ ョ ンがあ り ま

すが、 最初の 1 つ以外、 パートナー サイ ト ごとに DataExchange ライセンスを購入する必要があ り ます。 

ラ イセンスがない場合は、評価版と して DataExchange をインス トールするこ とができます。評価版の有効期限を

過ぎる と、レプ リ ケーシ ョ ン エンジンを起動しよ う と したと きにエラー メ ッセージが表示されます。お使いのオ

ペレーティング システムのイベン ト  ビューアーを使用して、 アプリ ケーシ ョ ン イベン ト  ログでこのエン ト リ を

見つけてください。 

次の手順を使用して、 いつでも期限なしライセンスを追加するこ とができます。

製品キーを使って評価版システムをアップグレードするには

製品キーを適用する最も簡単な方法は、 Zen License Administrator を使用するこ とです。

1 製品キーは次の場所から入手して ください。

 AG-TECH ライセンス証書

2 ラ イセンスを購入する必要がある場合は、 弊社までご連絡ください。

3 ZenCC で License Administrator ユーティ リ ティ を開きます。 

4 ［キー］ フ ィールドにキーを入力します。

小文字は大文字に自動的に変換されます。

5 Enter キーを押すか ［認証］ ボタンをク リ ッ ク します。

キーの認証に成功する と、 ［キー］ フ ィールドはク リ アされます。

6 ［ライセンス情報］ の一覧に表示された新しいライセンス情報を確認します。 必要に応じて、 F5 キーを押し

て一覧を更新します。

これでライセンスは有効になり ました。

ラ イセンスの適用は、 licadmin コマンド  ラ イン ユーティ リ テ ィ を使用して行う こ と もできます。 詳細について

は、 『Zen User's Guide』 を参照してください。 
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DataExchange リ リース ノート

リ リース  ノート をお読みいただく こ とをお勧めします。 この readme ファ イルには、 製品マニュアルには含める

こ とができなかったが、 製品をインス トールして使用するために必要な重要な情報が記載されています。

64 ビッ ト  システムの DataExchange インス トールでは、 ファ イル名 readme_dx.htm と して C:\Program Files (x86)\
Actian\Zen\Replication\Docs に含まれています。 ただし、 このファ イルはリ リース後に更新される可能性がある

ため、 最新版は常に弊社の Web サイ トで公開されます。 

https://www.agtech.co.jp/actian/download/update/
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3DataExchange の初めてのインス
トール

初めてインス トールする際の手順

以下の項目で、 DataExchange をインス トールする手順について説明します。

 「DataExchange をインス トールする前の確認事項」

 「DataExchange のインス トール」

 「DataExchange インス トール後の操作に関する一般的な質問」

 「DataExchange のアンインス トール」



14

DataExchange をインストールする前の確認事項

このセクシ ョ ンでは、 DataExchange を正し く インス トールするために必要な情報を提供します。 インス トールを

実行する前に、 以下のこ とを確認して ください。

 「DataExchange をインス トールするための準備」。 この ト ピッ クには、 製品の使用に関するプラ ッ ト フォーム

固有の注意が記述されています。

 Readme。 この リ リース  ノートには、 ユーザー ガイ ドには含まれていない最新の情報が記載されています。

このドキュ メン トは DataExchange のインス トール ファ イルに含まれていますが、 リ リース後に更新されて

いる可能性があ り ます。 この最新版は常に弊社の Web サイ トで公開されます。

Windows プラッ ト フォームに関する注記 

以下の条件に注意して ください。

 DataExchange をインス トールするシステムの完全な管理者レベルの権限を持っている必要があ り ます。 

 インス トールを許可するために、 ウイルス対策ソフ ト ウェアを無効にしたり、 あるいはその設定を変更した

り しておく必要があるかもしれません。 

https://www.agtech.co.jp/actian/download/update/
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DataExchange のインストール

DataExchange では、 まず最新バージ ョ ンの Zen v15 Enterprise Server または Cloud Server エンジンがインス トール

されている必要があ り ます。DataExchange を追加するシステムに、既にデータベース  エンジンが存在しているこ

とを確認して ください。

メモ  DataExchange インス トールでは、 Zen エンジンの停止、再起動が行われます。業務上、一定時間はデー

タベース  エンジンを停止できないよ うな環境である場合は、 業務時間外に DataExchange をインス トールし

て ください。 

DataExchange には、 購入したライセンスによって決定される  2 種類のエディシ ョ ンがあ り ます。

 Real-Time Backup ： 第 1 サイ ト と、 バッ クアップの場所と して機能する  1 つのパートナー サイ トの、 2 台の

マシンによる一方向レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク。データの変更は第 1 サイ トの DataExchange データベー

スに格納され、 設定されているスケジュールに従ってパートナー サイ トにレプリ ケート されます。 

 Data Synchronization：第 1 サイ ト とパートナー サイ トで構成された、双方向レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク。

どちらかのサイ トにおけるデータの変更が他方のサイ トへレプリ ケート されます。 

どちらのエディシ ョ ンの場合も、DataExchange は第 1 サイ ト とパートナー サイ トの両方で認証される単一の

製品キーを使用します。

インス トール時に製品キーを入力しないと、 DataExchange は 30 日間の評価版ライセンスを提供します。 これは

後で期限なしラ イセンスに置き換えるこ とができます。 詳細については、 「DataExchange ラ イセンス」 を参照し

て ください。

インス トール プログラムがインス トール先のディ レク ト リにファ イルをコピーする前にエラーが発生した場合

は、 インス トールが失敗した理由の詳細について、 現在のログインの %temp% ディ レク ト リにあるインス トール

ログ ファ イル DataExchange_vnn_x64_Install.log （nn は製品バージ ョ ン） を確認して ください。

DataExchange は、 Zen Enterprise Server または Cloud Server がインス トールされているシステムに電子メール通知

エージェン ト を提供します。 詳細については、 「dxagent」 を参照してください。

このセクシ ョ ンの残り部分では、 以下の項目について説明します。

 「Real-Time Backup 用 DataExchange のインス トール」

 「Data Synchronization 用 DataExchange のインス トール」

 「DataExchange をインス トールした後の確認事項」

 「DataExchange での Zen セキュ リティ」

Real-Time Backup 用 DataExchange のインストール

Real-Time Backup Edition の場合は、 以下の手順に従います。 Data Synchronization Edition をインス トールする場合

は、 「Data Synchronization 用 DataExchange のインス トール」 を参照して ください。

 DataExchange を Real-Time Backup 用の 2 システム構成でインストールするには

インス トールを 2 回実行する必要があ り ます。最初は第 1 サイ トに、 も う  1 度はパートナー サイ トにインス トー

ルします。

1 以下のどちらかの方法で、 Windows システムからインス トーラーを実行します。

 DataExchange インス トール CD をシステムの CD-ROM ド ラ イブに挿入するか、ダウンロード した自己展

開型のインス トーラー実行可能ファイルを実行します。
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 CD からインス トールする場合、 インス トーラーが自動的に起動しないと きは、 オペレーティング シス

テムから次のコマンド 「drive:\autorun\autorun」 を実行します。 "drive" には、お使いの CD-ROM デ
バイスを表すド ライブ文字を指定して ください。 

2 ［よう こそ］ ウ ィ ンド ウで ［次へ］ をク リ ッ ク します。

インス トーラーが、 お使いの Zen バージ ョ ンとシステム情報を検出します。 これには数分かかるこ とがあ り

ます。

3 使用許諾契約書をお読みください。 続行するには、 ［使用許諾契約の条項に同意します］ を選択して ［次へ］

をク リ ッ ク します。

4 ラ イセンスの入力フ ィールドで、 以下のどちらかを実行します。

 製品キーを入力します。

 入力を省略して、 一時的な評価用製品キーが適用されるよ うにします。

評価版の有効期限を過ぎる と、 レプ リ ケーシ ョ ン エンジンはエラーを返すよ うにな り ます。製品キーはいつ

でも適用するこ とができます。「製品キーを使って評価版システムをアップグレードするには」 を参照してく

ださい。

5 ［次へ］ をク リ ッ ク し、 次のいずれかを行います。

 製品キーを入力した場合は、 それによって使用するエディシ ョ ンがインス トーラーに指示されるため、

単に手順 6 へ進むこ とができます。 使用する予定のエディシ ョ ンと ライセンスが一致しているこ とを確

認して ください。 

 製品キーを空白のままにした場合は、 Data Synchronization と  Real-Time Backup のどちらのエディシ ョ ン

を評価したいかをインス トーラーに尋ねられます。 一方を選んで ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 次のいずれかのインス トールを選択します。

 第 1 サイ ト ： デザイン、 管理、 レプリケート

第 1 サイ ト を使用してレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークのデザインや構成を行います。コンポーネン トに

は、 管理用ユーティ リ ティおよびレプリ ケーシ ョ ン エンジンが含まれます。

 パートナー サイ ト ： 管理、 レプリケート

パートナー サイ トは第 1 サイ ト とデータをレプ リ ケート します。パートナー サイ トのコンポーネン トは

DataExchange 管理用ユーティ リ ティおよびレプリ ケーシ ョ ン エンジンです。第 1 サイ ト をインス トール

する前にパートナー サイ ト をインス トールするこ と もできます。 ただし、第 1 サイ トからのレプ リ ケー

シ ョ ン ネッ ト ワークを初期化して構成する必要があ り ます。

注意   1 つのネッ ト ワーク上に複数の第 1 サイ ト をインス トールしないでください。 レプリ ケーシ ョ ン競合

が発生する場合があ り ます。 意図せずに第 1 サイ ト をインス トールしてしま う リ スクを軽減するために、 こ

の手順のデフォルトの選択は " パートナー サイ ト " になっています。 

7 選択したら、 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して以下の処理を続けます。

 第 1 サイ ト をインス トールする場合、レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上に第 1 サイ ト をインス トールし

ていない場合は、 ［はい］ をク リ ッ ク して次の手順へ進みます。 そ うでない場合は ［いいえ］ をク リ ッ ク

し、 インス トーラーの使用を完了して終了します。

 パートナー サイ ト をインス トールする場合は、 次の手順へ進みます。

8 ［次へ］ をク リ ッ ク し、 サイ ト情報を指定するダイアログを開きます。 
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どちらのフ ィールドにも、 お使いのマシンのホス ト名がデフォルトで設定されます。

 ［サイ ト名］ によってレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上のシステムを識別します。 名前は自由に付ける

こ とができます。 デフォルトの名前のままにするか、 よ りわかりやすい名前を入力してください。 

 ［ホスト名または IP アドレス］ によって DataExchange エンジンがこのシステムを識別します。システム

の固定 IP アド レスをご使用にな りたい場合は、 その IP アド レスを入力して ください。 IP アド レスが

DHCP によって割り当てられている場合は、 デフォルトのホス ト名を受け入れます。

9 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

10 必要であれば、 ［戻る］ をク リ ッ ク して、 インス トール設定の確認や変更を行う こ とができます。 インス トー

ルを開始するには、 ［インストール］ をク リ ッ ク します。

11 インス トール処理の最後に、 ［完了］ をク リ ッ ク します。

Readme ファ イルをお読みいただく こ とをお勧めします。 このファ イルには、 本製品の設定や使用に関する重要

な リ リース  ノートが記載されています。64 ビッ ト  システムのインス トールでは、ファ イル名 readme_dx.htm と し

て C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs に含まれています。 ただし、 このファ イルはリ リース後に

更新される可能性があるため、 最新版は常に弊社の Web サイ トで公開されます。

Data Synchronization 用 DataExchange のインストール

Data Synchronization Edition の場合は、 以下の手順に従います。 Real-Time Backup Edition をインス トールする手順

については、 「Real-Time Backup 用 DataExchange のインス トール」 を参照してください。

 DataExchange をデータ同期用の 2 システム構成でインストールするには

インス トールを 2 回実行する必要があ り ます。最初は第 1 サイ トに、 も う  1 度はパートナー サイ トにインス トー

ルします。

1 以下のどちらかの方法で、 Windows マシンからインス トーラーを実行します。

 DataExchange インス トール CD をシステムの CD-ROM ド ラ イブに挿入するか、ダウンロード した自己展

開型のインス トーラー実行可能ファイルを実行します。

 CD からインス トールする場合、 インス トーラーが自動的に起動しないと きは、 オペレーティング シス

テムから次のコマンド 「drive:\autorun\autorun」 を実行します。 "drive" には、お使いの CD-ROM デ
バイスを表すド ライブ文字を指定して ください。 

2 ［よう こそ］ ウ ィ ンド ウで ［次へ］ をク リ ッ ク します。

インス トーラーが、 お使いの Zen バージ ョ ンとシステム情報を検出します。 これには数分かかるこ とがあ り

ます。

3 使用許諾契約書をお読みください。 続行するには、 ［使用許諾契約の条項に同意します］ を選択して ［次へ］

をク リ ッ ク します。

4 ラ イセンスの入力フ ィールドで、 以下のどちらかを実行します。

 製品キーを入力します。

 入力を省略して、 一時的な評価用製品キーが適用されるよ うにします。

第 1 サイ ト とパートナー サイ トの両方に同じ製品キーを使用します。 この製品キーは、DataExchange の AG-

TECH ライセンス証書をご確認ください。

評価版の有効期限を過ぎる と、 レプ リ ケーシ ョ ン エンジンはエラーを返すよ うにな り ます。製品キーはいつ

でも適用するこ とができます。「製品キーを使って評価版システムをアップグレードするには」 を参照してく

ださい。

5 ［次へ］ をク リ ッ ク し、 次のいずれかを行います。

 製品キーを入力した場合は、 それによって使用するエディシ ョ ンがインス トーラーに指示されるため、

単に手順 6 へ進むこ とができます。 使用する予定のエディシ ョ ンと ライセンスが一致しているこ とを確

認して ください。

https://www.agtech.co.jp/actian/download/update/
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 製品キーを空白のままにした場合は、 Data Synchronization と  Real-Time Backup のどちらのエディシ ョ ン

を評価したいかをインス トーラーに尋ねられます。 一方を選んで ［次へ］ をク リ ッ ク します。

6 次のいずれかのインス トールを選択します。

 第 1 サイ ト ： デザイン、 管理、 レプリケート

第 1 サイ ト を使用してレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークのデザインや構成を行います。コンポーネン トに

は、 管理用ユーティ リ ティおよびレプリ ケーシ ョ ン エンジンが含まれます。

 パートナー サイ ト ： 管理、 レプリケート

パートナー サイ トは第 1 サイ ト とデータをレプ リ ケート します。パートナー サイ トのコンポーネン トは

DataExchange 管理用ユーティ リ ティおよびレプリ ケーシ ョ ン エンジンです。第 1 サイ ト をインス トール

する前にパートナー サイ ト をインス トールするこ と もできます。 ただし、第 1 サイ トからのレプ リ ケー

シ ョ ン ネッ ト ワークを初期化して構成する必要があ り ます。

注意   1 つのネッ ト ワーク上に複数の第 1 サイ ト をインス トールしないでください。 レプリ ケーシ ョ ン競合

が発生する場合があ り ます。 意図せずに第 1 サイ ト をインス トールしてしま う リ スクを軽減するために、 こ

の手順のデフォルトの選択は " パートナー サイ ト " になっています。 

7 選択したら、 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して以下の処理を続けます。

 第 1 サイ ト をインス トールする場合、レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上に第 1 サイ ト をインス トールし

ていない場合は、 ［はい］ をク リ ッ ク して次の手順へ進みます。 そ うでない場合は ［いいえ］ をク リ ッ ク

し、 インス トーラーの使用を完了して終了します。

 パートナー サイ ト をインス トールする場合は、 次の手順へ進みます。

8 ［次へ］ をク リ ッ ク し、 サイ ト情報を指定するダイアログを開きます。 

どちらのフ ィールドにも、 お使いのマシンのホス ト名がデフォルトで設定されます。 

 ［サイ ト名］ によってレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上のシステムを識別します。 名前は自由に付ける

こ とができます。 デフォルトの名前のままにするか、 よ りわかりやすい名前を入力してください。 

 ［ホスト名または IP アドレス］ によって DataExchange エンジンがこのシステムを識別します。システム

の固定 IP アド レスをご使用にな りたい場合は、 その IP アド レスを入力して ください。 IP アド レスが

DHCP によって割り当てられている場合は、 デフォルトのホス ト名を受け入れます。

9 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

10 必要であれば、 ［戻る］ をク リ ッ ク して、 インス トール設定の確認や変更を行う こ とができます。 インス トー

ルを開始するには、 ［インストール］ をク リ ッ ク します。

11 インス トール処理の最後に、 ［完了］ をク リ ッ ク します。

Readme ファ イルをお読みいただく こ とをお勧めします。 このファ イルには、 本製品の設定や使用に関する重要

な リ リース  ノートが記載されています。64 ビッ ト  システムのインス トールでは、ファ イル名 readme_dx.htm と し

て C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs に含まれています。 ただし、 このファ イルはリ リース後に

更新される可能性があるため、 最新版は常に弊社の Web サイ トで公開されます。

https://www.agtech.co.jp/actian/download/update/
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DataExchange をインストールした後の確認事項 

次のステップは、 インス トールした DataExchange のエディシ ョ ンに応じて異なり ます。

Real-Time Backup Edition のインストール後

両サイ トに DataExchange Real-Time Backup Edition をインス トールしたら、 第 1 サイ ト とパートナー サイ トの間

にサンプルのレプリ ケーシ ョ ン配置を設定してみるこ とをお勧めします。 この例を使用するのは任意ですが、 サ

ンプル データベースを使った配置の実地体験をステップ実行する上で役立ちます。 

この例を使用するには、 「レプ リ ケーシ ョ ン配置」 を参照して ください。

Data Synchronization Edition のインストール後

DataExchange Data Synchronization Edition では、レプリ ケーシ ョ ンを行うデータベースのデザインと配置に関して

いくつかの方法を提供します。 これらの方法には、「Data Synchronization 配置モデル」 に記載されているさまざま

な判断が関連しています。

DataExchange での Zen セキュリテ ィ

Zen では Btrieve アプリ ケーシ ョ ンにセキュ リティ  モデルが提供されています。 ただし、 ソース  データベースに

セキュ リティが設定されていたと しても、DXdeploy によって作成されたアクティブなデータベースにはセキュ リ

テ ィが自動的に設定されません。 レプ リ ケーシ ョ ン データベースにセキュ リ テ ィ を追加する こ とができます。

Demodata サンプル データベースの使用例については、 「Zen セキュ リティを使用したデータベースのレプ リ ケー

ト 」 を参照してください。Zen データベース  セキュ リティの詳細については、『Zen Advanced Operations Guide』 の

該当する ト ピッ クを参照して ください。
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DataExchange インストール後の操作に関する一般的な質問

インス トール後に次のよ うな質問が生じるかもしれません。

DataExchange 用に Control Center （ZenCC） で何か設定する必要はありますか？

いいえ。 DataExchange は ZenCC での特別な設定を必要と しません。

DataExchange はログ ファイルを作成しますか？

はい。 「ログ ファ イル」 を参照してください。

レプリケーシ ョ ンをスケジュールによって自動的に行うにはどう したらよいですか？

「スケジュールの作業」 を参照して ください。

レプリケーシ ョ ンの障害の通知を電子メールで受け取るにはどう したらよいですか？

「DataExchange エージェン ト 」 を参照して ください。

DataExchange ファイルはどこにインストールされますか？

DataExchange の新しいインス トールは次の場所にインス トールされます。 

プラッ ト フォーム ファイルの種類 デフォルトのインストール場所

Windows 7 以上 1

（64 ビッ ト ）

アプ リ ケーシ ョ ン  データ C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication

プログラム  ファイル （64 ビッ ト ）

（イベン ト  ハンド ラー）

C:\Program Files\Actian\Zen\bin

プログラム  ファイル （32 ビッ ト ） C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication

C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\bin

1 Windows 7 以上とは、 Windows 7 および Windows 7 以降にリ リースされた Windows オペレーティング システム

で、 Actian Zen および DataExchange によって現在サポート されているものです。
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DataExchange のアンインストール

アンインス トール プログラムではシステムからすべての DataExchange コンポーネン ト を削除します。 また、 Zen
によって登録された、C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication または C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication
にあるデータベースも削除します。 これら以外の場所については、 アンインス トールはデータベースをそのまま

にしておきます。また、その他の場所にあるデータベースに関連付けられている  DSN およびデータベース名も削

除しません。

C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication または C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication にあるデータベース

をアクティブにしていた場合は、 DataExchange をアンインス トールする前に以下の操作を行ってください。

 dxdeact ユーティ リ ティ を使用して各データベースを非アクティブ化します。「dxdeact」 を参照してください。

データベースの非アクティブ化の例は、 「配置されたサンプル データベースを削除する」 を参照してくださ

い。 

 テンプレート  リ ムーバ ウ ィザードを使用してテンプレート を削除します。 「trwizard」 を参照してください。

ウ ィザードの使用例は、 「配置されたサンプル データベースを削除する」 を参照してください。

 データが必要でなくなった場合は任意で、 ZenCC （Control Center） を使用してソース  データベースや特定の

テーブルを削除するこ と もできます。

テンプレート を削除する前にデータベースを非アクティブ化しなかった場合、 アンインス トール処理ではデータ

ベース  ファ イルと関連するレプリ ケーシ ョ ン ファ イルをそのまま残します。 レプリ ケーシ ョ ン ファ イルが問題

を引き起こすこ とはあ り ませんが、 それらを削除するこ とによって物理ス ト レージを取り戻すこ とができます。 

メモ  Zen データベース  エンジンは、 DataExchange の削除時に停止および再起動されます。 業務上、 一定時

間はデータベース  エンジンを停止できないよ う な環境であ る場合は、 停止が許可される時間内に

DataExchange をアンインス トールして ください。 

 DataExchange をアンインストールするには

メモ  DataExchange は、 アンインス ト ールしないでアップグレードする こ とができます。 そのためには、

「DataExchange のアップグレード」 の手順を使用します。 DataExchange を完全に削除するこ とによ り、 すべ

てのレプリ ケーシ ョ ン デザインとデータベースのアクティブ化情報がシステムから削除されるほか、レプ リ

ケーシ ョ ン ディ レク ト リに作成されたすべてのデータベースも削除されます。 アンインス トールする と、新

しいバージ ョ ンをインス トールした後にレプリ ケーシ ョ ン データベースの再デザインが必要になるため、こ

の手順を行わないでアップグレードするこ とをお勧めします。

DataExchange をアンインス トールする必要がある場合は、 以下の標準的な手順を使用します。

1 コン ト ロール パネルで、 ［プログラムと機能］ を開きます。

2 一覧の中から  DataExchange をク リ ッ ク し、 ［アンインストール］ を選択します。

3 インス トールの完了時にシステムの再起動を求められた場合は、 再起動してください。
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4DataExchange のアップグレード

既存のインス トールのアップグレードの手順

以下のト ピッ クで、 よ り新しいバージ ョ ンの DataExchange へ移行する方法について説明します。

 「DataExchange をアップグレードする前の確認事項」

 「DataExchange のアップグレード」

 「DataExchange のアップグレード後の一般的な質問」
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DataExchange をアップグレードする前の確認事項

DataExchange を以前のバージ ョ ンから最新のリ リースへ移行するユーザーの場合、 アップグレード手順は以前の

リ リースから変更されました。現在は、一連の特定の手順に従って以前のバージ ョ ンの DataExchange をアンイン

ス トールするほかに、 Zen もアップグレードする必要があ り ます。

DataExchange をアップグレードする準備をするために、「DataExchange のアップグレード」 の手順に進む前に、以

下の項目を確認して ください。また、アップグレードは新しいインス トールを必要とするため、「DataExchange を
インス トールするための準備」 も参照して ください。

DataExchange の Readme

DataExchange リ リース  ノート をお読みいただく こ とを強くお勧めします。この readme ファ イルには、製品マニュ

アルには含めるこ とができなかったが、製品をインス トールして使用するために必要な情報が記載されています。

64 ビッ ト  システムの DataExchange インス トールでは、 ファ イル名 readme_dx.htm と して C:\Program Files (x86)\
Actian\Zen\Replication\Docs に含まれています。 ただし、 このファ イルはリ リース後に更新される可能性がある

ため、 最新版は常に弊社の Web サイ トで公開されます。

Windows 管理者権限

DataExchange をインス トールするシステムの完全な管理者レベルの権限を持っている必要があ り ます。 詳細につ

いては、 「管理者権限」 を参照して ください。

データ  ファイルのバックアップ

アップグレードを開始する前に、 現存するすべてのデータ  ファ イルをバッ クアップしておく こ とをお勧めしま

す。また、システムの完全バッ クアップを行い、復元を確認して ください。システムの完全バッ クアップは、サー

バー上に任意のソフ ト ウェアをインス トールする前に実施する最良例です。

https://www.agtech.co.jp/actian/download/update/
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DataExchange のアップグレード

最新バージ ョ ンの DataExchange にアップグレードするには、 同時に Zen もアップグレードする必要があ り ます。

以下の手順は、 以前のバージ ョ ンの DataExchange から  DataExchange 15.00 へのアップグレード と、 以前のバー

ジ ョ ンの PSQL から  Zen 15.00 および 15.10 へのアップグレードに適用されます。

 DataExchange をアップグレードするには

レプリ ケーシ ョ ンで使用されているすべてのサイ ト をアップグレード して ください。

1 パートナー サイ ト と第 1 サイ トの両方のレプリ ケーシ ョ ン データベースを非アクティブにします。

2 第 1 サイ トからレプリ ケーシ ョ ン テンプレート を削除します。

3 Zen サービスを停止し、 次の場所からレプリ ケーシ ョ ン データベースとレプリ ケーシ ョ ン関連ファイルを削

除します。

 C:\Program Files (x86)\Actian\PSQL\Replication\projects

 C:\Program Files (x86)\Actian\PSQL\Replication\templates

4 パートナー サイ トで DataExchange をアンインス トールします。

5 第 1 サイ トで DataExchange をアンインス トールします。

6 第 1 サイ トで Zen をアップグレード します。

7 パートナー サイ トで Zen をアップグレード します。

8 第 1 サイ トのマシンに DataExchange を第 1 サイ ト と してインス トールします。

9 パートナー サイ トのマシンに DataExchange をパートナー サイ ト と してインス トールします。

10 DXDeploy を使用して、 レプリ ケーシ ョ ン プロジェク ト を作成します。

11 パートナー サイ トで、 リ アルタイム バッ クアップ （RTB） 用の既存のファイルを置き換えるか尋ねられた

ら、 ［置き換える前にファイルを保存します。 （推奨）］ を選択します。

12 レプリ ケーシ ョ ンを開始します。

DataExchange インス トール プログラムによって、ファ イルがインス トール先ディ レク ト リへコピーされる前にエ

ラーが発生した場合は、インス トール ログ ファ イル DataExchange_vnn_64_Install.log で現在のログインの %temp%
ディ レク ト リ を確認して ください。

メモ  複数のデータベースをレプ リ ケート している場合は、 上記の手順 1 ～ 7 を行う代わりに、 新たなマシ

ンに Zen をインス トールし、 ZenCC のスキーマのエクスポートおよびインポート機能を使用して、 データ

ベースを元の場所から新しいシステムへ移行するこ とを検討して ください。その後、手順 8 ～ 12 を続行しま

す。
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DataExchange のアップグレード後の一般的な質問

「DataExchange インス トール後の操作に関する一般的な質問」 を参照して ください。



27

5DataExchange の基本

概要

以下のト ピッ クでは、 DataExchange を使用する基本概念と作業内容について説明します。 DataExchange に関連す

る、 エンジン、 ログインおよび DSN を使った作業についての情報が含まれています。 

 「レプ リ ケーシ ョ ンの開始と停止」

 「DX エージェン ト  サービスの開始と停止」

 「ODBC の基本概念」

 「Zen セキュ リティを使用したデータベースのレプリ ケート 」
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レプリケーシ ョ ンの開始と停止

Zen 製品の種類に応じ、 DataExchange レプ リ ケーシ ョ ン エンジンはサービス と して、 またはコンソール アプリ

ケーシ ョ ンと して実行します。 これは Control Center （ZenCC） からアクセスできます。 この ト ピッ クでは、 それ

ぞれの場合のレプリ ケーシ ョ ン エンジンの起動および停止方法について説明します。

サービスとして

DataExchange の実行可能ファイル replserv.exe は、Zen Enterprise Server または Cloud Server がインス トールされて

いるシステム上ではサービス と して実行します。 これは、 Windows のサービス  コン ト ロール マネージャーの下

で実行される単一の実行モジュールです。 デフォルトでは、 システムが LocalSystem アカウン ト下で起動する際

に動作するよ う設定されています。 この設定はほとんどの場合に適しているはずです。 必要に応じて、 ［サービ

ス］ コン ト ロール パネルで、 サービスの ［プロパティ］ ダイアログの ［ログオン］ タブでアカウン ト を変更する

こ とができます。

 レプリケーシ ョ ン サービスを開始するには

1 コン ト ロール パネルからサービスを開きます。

2 Actian DX Replication を選択します。

3 次のいずれかを実行します。

 サービスを選択し、 左側にある ［サービスの開始］ をク リ ッ ク します。

 サービスをダブルク リ ッ ク し、開いたダイアログの ［サービスの状態］ 下の ［開始］ をク リ ッ ク します。

 サービスを右ク リ ッ ク し、 ［開始］ を選択します。

 レプリケーシ ョ ン サービスを停止するには

1 コン ト ロール パネルからサービスを開きます。

2 Actian DX Replication を選択します。

3 次のいずれかを実行します。

 サービスを選択し、 左側にある ［サービスの停止］ をク リ ッ ク します。

 サービスをダブルク リ ッ ク し、開いたダイアログの ［サービスの状態］ 下の ［停止］ をク リ ッ ク します。

 サービスを右ク リ ッ ク し、 ［停止］ を選択します。

Zen Control Center から

 レプリケーシ ョ ン サービスを開始するには

1 ZenCC をまだ実行していない場合は起動します。

Zen エクスプローラーのエンジン ブランチにある、赤いド ッ ト付きのレプリ ケーシ ョ ン アイコン  は、 レ

プリ ケーシ ョ ン エンジンが停止しているこ とを示します。

2 サービス ブランチを展開します。
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3 Actian DX Replication を右ク リ ッ ク し、 ［サービスの開始］ を選択します。 

エンジン ブランチでは、 緑色の矢印付きのレプ リ ケーシ ョ ン アイコン  が表示され、 レプ リ ケーシ ョ ン

エンジンが実行中であるこ とを示します。

 レプリケーシ ョ ン サービスを停止するには

1 ZenCC をまだ実行していない場合は起動します。

レプ リ ケーシ ョ ン アイコン  の緑色の矢印は、 レプ リ ケーシ ョ ン エンジンが実行中であるこ とを示しま

す。

2 サービス ブランチを展開します。

3 Actian DX Replication を右ク リ ッ ク し、 ［サービスの停止］ を選択します。 

エンジン ブランチでは、 赤いド ッ ト付きのレプ リ ケーシ ョ ン アイコン  が表示され、 レプ リ ケーシ ョ ン

エンジンが停止したこ とを示します。
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DX エージェン ト  サービスの開始と停止

DataExchange エージェン トはサービス と して実行します。これは ZenCC からアクセスできます。 この ト ピッ クで

は、サービスと してのエージェン トの開始と停止、および ZenCC からのエージェン トの開始と停止について説明

します。

サービスとして

DataExchange の実行可能ファイル dxagent.exe は、Zen Enterprise Server または Cloud Server がインス トールされて

いるシステム上ではサービスと して実行します。デフォルトでは、システムがローカル システム アカウン ト下で

起動する際に動作するよ う設定されています。この設定はほとんどの場合に適しているはずです。必要に応じて、

［サービス］ コン ト ロール パネルで、 サービスの ［プロパティ］ ダイアログの ［ログオン］ タブでアカウン ト を

変更するこ とができます。

 DX エージェン ト  サービスを開始するには

1 コン ト ロール パネルからサービスを開きます。

2 Actian DX Agent を選択します。

3 次のいずれかを実行します。

 サービスを選択し、 左側にある ［サービスの開始］ をク リ ッ ク します。

 サービスをダブルク リ ッ ク し、開いたダイアログの ［サービスの状態］ 下の ［開始］ をク リ ッ ク します。

 サービスを右ク リ ッ ク し、 ［開始］ を選択します。

 DX エージェン ト  サービスを停止するには

1 コン ト ロール パネルからサービスを開きます。

2 Actian DX Agent を選択します。

3 次のいずれかを実行します。

 サービスを選択し、 左側にある ［サービスの停止］ をク リ ッ ク します。

 サービスをダブルク リ ッ ク し、開いたダイアログの ［サービスの状態］ 下の ［停止］ をク リ ッ ク します。

 サービスを右ク リ ッ ク し、 ［停止］ を選択します。

Zen Control Center から

 DX エージェン ト  サービスを開始するには

1 ZenCC をまだ実行していない場合は起動します。

2 Zen エクスプローラーでサービス ブランチを展開します。

3 Actian DX Agent を右ク リ ッ ク し、 ［サービスの開始］ を選択します。

サービス  ブランチでは、 サービス  アイコン  が緑色になって、 DX エージェン トが実行中であるこ とを示

します。
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 DX エージェン ト  サービスを停止するには

1 ZenCC をまだ実行していない場合は起動します （ ［スタート ］ メニューから ［Zen Control Center およびド

キュメン ト ］ を選択します）。

2 サービス ブランチを展開します。

3 Actian DX Agent を右ク リ ッ ク し、 ［サービスの停止］ を選択します。

サービス  ブランチでは、 サービス  アイコン  が赤色になって、 DX エージェン トが停止中であるこ とを示

します。
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ODBC の基本概念

Zen は Microsoft 標準の ODBC データベース接続に対応しています。 この標準に従って、 アプ リ ケーシ ョ ンはオ

ペレーティング システムで定義されているデータ  ソース名 （DSN） を介してデータベースにアクセスする必要が

あ り ます。

ODBC を使用してアクセスする  Zen データベースは、それぞれデータベース  エンジンと同じコンピューター上で

使用可能なデータ  ソース名 （DSN）、 また （可能な場合は） ク ライアン ト  コンピューター上にほかの DSN を持っ

ている必要があ り ます。 Zen ツールのみは例外で、 ク ラ イアン ト  コンピューター上の DSN を使わないでリモー

ト  データベースにアクセスするこ とができます。 データベース  エンジンと同じマシンに作成された DSN は、 エ

ンジン DSN と呼びます。 ク ライアン ト  マシン上に作成された DSN は、 クライアン ト  DSN と呼びます。

メモ  Btrieve のみからアクセスされる  Zen データベースでは DSN は必要あ り ません。 しかし、 この場合、

データベースは ZenCC で表示されず、 ZenCC を使用して操作するこ とはできません。 Zen では、 Btrieve か

らアクセスされるデータベースを含め、すべてのデータベースでデータ辞書ファイル （DDF） と  DSN を使用

するこ とをお勧めします。 これによ りデータベースの操作が容易になり ます。

サーバーとクライアン ト

Zen サーバー エンジンには、 ク ラ イアン トのインス トールが含まれています。 このため、 サーバー コンピュー

ターからほかのサーバーにク ライアン ト と して接続するこ とができます。

Zen ク ライアン トでは、 Zen サーバー エンジンがインス トールされた リモート  コンピューターに接続するこ とが

できます。

データ  ソース名

ク ラ イアン ト / サーバー構造では、 各データセッ トにはよ く知られている名前を付ける必要があ り ます。 DSN は
データセッ トに用いる既知の名前です。 DSN の作成には一般的に 3 種類の方法があ り ます。

 サーバー コンソールからエンジン DSN を作成します。

 ク ラ イアン ト  コンピューターから リモートでエンジン DSN を作成します。

 各ク ライアン ト  コンピューター上にクライアン ト  DSN を作成します。

データベース名のコンポーネン ト

データベース名のコンポーネン トは 2 つあり ます。 Zen では内部データベース名 （DBNAME） を使用して各デー

タベースのデータ辞書ファイル （DDF） とデータ  ファ イルの場所を識別します。 ODBC データ  ソース名 （DSN）

エン ト リは 1 つの DBNAME のみを参照します。

同じ  DBNAME を参照する複数の DSN を設定するこ と もできます。 サーバー上のデータ  ファ イルの物理的な場

所が変更された場合、 DBNAME のみを更新する必要があ り ます。 すべての DSN は変更されません。
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Zen セキュリテ ィ を使用したデータベースのレプリケート

Zen では Btrieve アプリ ケーシ ョ ンにセキュ リティ  モデルが提供されています。 ただし、 ソース  データベースに

セキュ リティが設定されていたと しても、DXdeploy によって作成されたアクティブなデータベースにはセキュ リ

ティが自動的に設定されません。 次の 2 つのいずれかの方法で保護を追加できます。

 レプリ ケーシ ョ ンのテンプレート をデザインする前に ZenCC でセキュ リティを有効にしておきます。

 既にアクティブ化されているデータベースの場合は、まず、すべてのサイ トでそのデータベースを非アクティ

ブにします。 Zen セキュ リティを設定したら、 データベースを再度アクティブにするこ とができます。

Zen のセキュ リティの詳細については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。

以下の例では、 Demodata を使用して、 DataExchange で Zen セキュ リティを使用する方法を示します。

Zen セキュリテ ィ下で Demodata を配置する

「DXdeploy を XML 記述子ファイルと一緒に使用したレプ リ ケーシ ョ ン配置」 では、 ク ラシッ ク  セキュ リティ  モ
デル下でサンプル データベースの Demodata を配置する方法を説明しています。 ただし、 現在データベース  セ
キュ リティ または混合セキュ リティを使用している場合は、 まず、Demodata を正常に配置できるこ とを確認して

ください。

次の表で Demodata を配置するのに必要な操作を示します。 DXdeploy サンプルの配置を行う前に、 第 1 サイ ト と

パートナー サイ トの両方で以下を実行してください。 

上記の操作が完了したら、 「DXdeploy を XML 記述子ファイルと一緒に使用したレプ リ ケーシ ョ ン配置」 に従っ

て、 または独自のレプリ ケーシ ョ ン データベース配置を使用して、 サンプルでの作業を進めるこ とができます。 

レプリケー

シ ョ ン サイ ト

データベース セキュリテ ィ  モデル 混合セキュリテ ィ  モデル

第 1 • DefaultDB のデータ  フ ァ イルの場所 と し て、 C:\
ProgramData\Actian\Zen\Demodata を追加します。

• DefaultDB のデータ  ファ イルの場所と して、 テンプ

レー ト  ディ レ ク ト リ を追加します。 た とえば、 64
ビッ ト  システムの場合、この場所は C:\Program Files
(x86)\Actian\Zen\Replication\Templates です。

• ZenCC の設定プロパティで、 サーバーのアクセス設

定にある ［ク ラ イアン ト資格情報の入力要求］ をオ

ンにします。 これは、 Zen pvnetpass ユーティ リティ

を使用しても行えます。

• サンプルの配置処理中にログイン  ダイアログが表

示され、 DefaultDB にログインするよ う求められま

す。 ユーザー名とパスワード を入力したら、 ［ユー

ザー名とパスワードを保存する］ オプシ ョ ンを選択

します。 これによ り、 テーブルをレプリ ケートする

たびにログインする必要がなくな り ます。

• サンプルの配置処理が完了したら、 pvnetpass を使用

して、 保存したユーザー名とパスワードを削除する

こ と をお勧めします。 この操作を行わない場合は、

セキ ュ リ テ ィ で保護されたサイ ト 上のあ ら ゆる

Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンが、 DefaultDB に関連する

すべてのデータベースにアクセスできるこ とに留意

して ください。

• DefaultDB のデータ  フ ァ イルの場所と し て、 C:\
ProgramData\Actian\Zen\Demodata を追加します。

• DefaultDB のデータ  ファイルの場所と して、 テンプ

レー ト  ディ レ ク ト リ を追加します。 た とえば、 64
ビッ ト  システムの場合、この場所は C:\Program Files
(x86)\Actian\Zen\Replication\Templates です。

• ZenCC で DefaultDB のユーザーをク リ ッ ク します。

パブ リ ッ ク  グループを右ク リ ッ ク し て ［プロパ

ティ ］ をク リ ッ ク します。

• ［権限］ タブをク リ ッ ク します。 Public にすべての

権限を付与し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

• サンプルの配置処理が完了したら、 Public ユーザー

のアクセス権を業務に適したものに戻します。

パートナー • DefaultDB のデータ  フ ァ イルの場所 と し て、 C:\
ProgramData\Actian\Zen\Demodata を追加します。

• DefaultDB のデータ  フ ァ イルの場所と し て、 C:\
ProgramData\Actian\Zen\Demodata を追加します。
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6 DataExchange の使用

日常業務で使用するためのガイ ド

以下のト ピッ クでは、 日常的に DataExchange を使用するための詳細な情報を提供します。 基本概念だけでなく、

レプ リ ケーシ ョ ン中に起こ り得る一般的なシナリオのいくつかに対処するための手順を追った説明も含まれてい

ます。 

 「アクティブ化」

 「非アクティブ化」

 「アクティブなデータベースに動的テーブルを追加する」

 「アクティブ化されたデータベースでテーブル構造を変更する」
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アクテ ィブ化

アクティブ化とは、 レプリ ケーシ ョ ン用の新規データベースを作成するか、 または既存のデータベースを有効に

し、そのデータベースをレプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク内のサイ トに属している と定義付けるこ とによ り、 レプ

リ ケート可能にするこ とです。アクティブ化はデータベースをサイ トに関連付けるため、データベースのアクティ

ブ化とサイ トのアクテ ィブ化は同じこ とを意味します。

Deployment Wizard および dxdeploy コマンド  ラ イン ユーティ リ テ ィは、 配置処理の一部と して自動的にレプ リ

ケーシ ョ ン データベースのアクティブ化を行います。 dxact コマンド  ラ イン ユーティ リ ティは、 手動によるアク

ティブ化の方法を提供するだけでなく、スタート  データの前処理などのオプシ ョ ンを指定できる柔軟性を備えて

います。 こ こでの説明では、 dxact を使用してサンプル データベースをアクティブ化します。 しかし、 まず、 ア

クティブ化処理の概念を理解するこ とが重要です。

 「アクティブ化とデータ  ソース名」

 「第 1 サイ トおよびパートナー サイ トのアクティブ化」

アクテ ィブ化とデータ  ソース名

データベースをアクティブ化する と、DataExchange はアクティブ化されたコピーを指し示す内部システム データ

ソース名 （DSN） を作成します。 これに加えて、 DataExchange インス ト ールでは PSQL DataExchange Database
Network Analysis （PDDNA） と呼ばれる、 内部レプリ ケーシ ョ ン データベースを作成します。 このデータベース

は Zen エクスプローラーのレプリ ケーシ ョ ン ノードに DNA アイコンと共に表示されます。

注意   内部 DNA データベース （PDDNA） を変更したり直接使用したり しないでください。 DataExchange が

正常に動作しな くな り ます。

第 1 サイ トおよびパートナー サイ トのアクテ ィブ化

第 1 サイ トは、 レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークの管理に必要な情報を含んでいる特別なサイ ト です。 その他の

パートナー サイ ト をアクティブ化する前に、第 1 サイ ト をアクティブ化する必要があ り ます。 こ うするこ とによ

り、 情報のコピーをどのサイ トでも取得するこ とができます。第 1 サイ ト をアクティブ化したら、 パートナー サ
イ ト はどのよ う な順でアクテ ィブ化してもかまいません。 各パー ト ナー サイ ト  マシンの Deployment Wizard、
dxdeploy.exe あるいは dxact.exe を使用してアクティブ化するこ とができます。

ヒン ト   データベースをアクティブ化するには、 レプリ ケーシ ョ ン エンジンが実行されている必要があ り ま

す。

可能であれば、 各パートナー サイ トのマシンは第 1 サイ ト との通信を許可するネッ ト ワークに既に接続してい

て、初期レプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンをただちに実行できるよ うにします。 ただし、 これは強制的なものではあ

り ません。 初期レプ リ ケーシ ョ ンは後から実行する こ と もできます。 Data Synchronization Edition では、 パート

ナー サイ トは、第 1 サイ ト と初期レプリ ケーシ ョ ンを実行するまで、ほかのパートナー サイ ト と レプ リ ケートで

きません。
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アクティブ化に成功する と、 ZenCC ではレプリ ケーシ ョ ン ノード  アイコンに A という文字が表示され、 データ

ベースがアクティブになっているこ とが示されます。

初期レプリ ケーシ ョ ンが成功する と、新し く インス トールされたサイ トは、 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールを含

むネッ ト ワーク内のすべての管理データを完全に認識します。

さらに詳しい情報

各 DataExchange 配置ユーティ リ ティの使用法に関する固有の情報については、 「DataExchange のユーティ リ ティ

とサービスの使用」 を参照して ください。 固有の参照情報を次の表に示します。

 dxact.exe を使用してアクテ ィブ化するには

1 アクティブ化したいサイ トのマシンでコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開き、 dxact.exe を起動します。

2 コマンド  プロンプ トで、 次のよ うにコマンドを入力します。

dxact demodata /FI 

この例では、 dxact.exe ユーティ リ ティ を使用して第 1 サイ トの demodata データベースをアクティブ化しま

す。デフォルトで、dxact.exe からのメ ッセージは dxact.log ファ イルに書き込まれ、画面には表示されません。

dxact.exe の実行中に画面上にメ ッセージを表示させるには、 /LOGFILE= オプシ ョ ンを使用します。 これを行

うには、 次のよ うなコマンドを入力します。

dxact demodata /Logfile= /FI 

/FI オプシ ョ ンは、第 1 サイ ト をアクティブ化するこ とを指定しますが、dxact.exe は常にアクティブ化したいサイ

トから実行する必要があ り ます。 DataExchange ではリモートからのアクティブ化はできません。 dxact.exe のオプ

シ ョ ンの一覧については、 「dxact」 を参照して ください。

アクティブ化の基礎についての説明が終わり ましたので、 次は非アクティブ化と再アクティブ化について説明し

ます。

アクテ ィブ化方法 詳細情報

Deployment Wizard （Dpwizard.exe） 「dpwizard」 を参照して ください。

Dxdeploy.exe 「dxdeploy」 を参照してください。

Dxact.exe 「dxact」 を参照して ください。
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非アクテ ィブ化

非アクティブ化は、 アクティブ化されたデータベースをレプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークで無効にするこ とです。

「DataExchange のユーティ リ ティ とサービスの使用」 で説明されているよ うに、非アクティブ化には dxdeact ユー

ティ リ ティ を使用します。

データベースを第 1 サイ トで非アクティブにする と、Control Center は第 1 サイ トのデータベースをデザイン テン

プレート と して表示します。 これは、 このデータベースがレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク用のデータベースのデ

ザインに使用されたためです。第 1 サイ トが非アクティブ化される と、レプ リ ケーシ ョ ン ノード  アイコンに T と
い う文字が表示されます。

パートナー サイ トが非アクティブ化される と、Control Center ではそのサイ トのデータベース用のレプリ ケーシ ョ

ン ノード  アイコンにアクティブ化を示す A という文字は表示されなくな り ます。

レプリ ケーシ ョ ンが実行されるまでその他のサイ トは非アクティブ化されたサイ ト を検出しません。したがって、

非アクテ ィブ化したサイ ト に対する処理が失敗します。 これは正常な動作で、 dre.log ファ イルに次のよ う なエ

ラーメ ッセージが生成されます。

E 019f 0301-15:46:25 パートナーサイ ト  Partner_Site_2 ( サイ ト番号：00LFLU) はレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワー

クから削除されました－ほかのサイ ト と レプ リ ケートするこ とはできません。 

レプリ ケーシ ョ ンが失敗する と、レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上のすべてのサイ トが非アクティブ化したサイ

ト を検出できるので、 以降のレプリ ケーシ ョ ンでこのエラーは発生しません。

 dxdeact.exe を使用して非アクティブ化するには

1 非アクティブ化したいサイ トのマシンでコマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開き、 dxdeact を起動します。

2 コマンド  プロンプ トで、 次のよ うにコマンドを入力します。

dxdeact demodata 

この例では、 dxdeact ユーティ リ ティ を使用して demodata データベースを非アクティブ化します。 dxdeact か

らのメ ッセージはデフォルトで dxdeact.log ファ イルに書き込まれ、画面には表示されません。dxdeact の実行

中に画面上にメ ッセージを表示させるには、 前に dxact.exe で行ったよ うに /LOGFILE= オプシ ョ ンを使用し

ます。 すべての DataExchange ユーティ リ ティで、 ログの出力を制御する  /LOGFILE= オプシ ョ ンが使用でき

るこ とを覚えておく と便利です。dxdeact.exe のオプシ ョ ンの一覧については、「dxdeact」 を参照してください。
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再アクテ ィブ化

再アクテ ィブ化は、 非アクティブ化されたサイ ト をレプリ ケーシ ョ ン用に再度有効にするこ とです。 データベー

スは再アクティブ化される前に非アクティブ化されている必要があ り ます。 再アクティブ化は、 アクティブ化の

と き と同じ方法で dxact ユーティ リ ティ を使用する という点で、 基本的にアクティブ化と同じです。

第 1 サイ ト を非アクティブ化した場合、 第 1 サイ ト を再アクティブ化したら手動でレプリ ケーシ ョ ンを実行する

必要があ り ます。第 1 サイ ト を再アクティブ化したら、各パートナー サイ トから第 1 サイ トに対してレプ リ ケー

シ ョ ン セッシ ョ ンを手動で開始する必要があ り ます。このレプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンによ り、すべての利用可

能なサイ トが必ず ［レプリケーシ ョ ンの開始］ ダイアログに表示されるよ うになり ます。

メモ   パートナー サイ ト を非アクティブ化して再アクティブ化した場合には、レプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ン

を手動で開始する必要はあ り ません。 これは、 第 1 サイ トにのみ適用されます。

第 1 サイ ト を非アクティブ化した場合、 第 1 サイ ト を再アクティブ化したら手動でレプリ ケーシ ョ ンを実行

する必要があ り ます。第 1 サイ ト を再アクティブ化したら、各パートナー サイ トから第 1 サイ トに対してレ

プリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンを手動で開始する必要があ り ます。 このレプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンによ り、

すべての利用可能なサイ トが確実に ［レプ リ ケーシ ョ ンの開始］ ダイアログへ表示されるよ うになり ます。

この動作は、 パートナー サイ ト を非アクティブ化して再アクティブ化した場合には不要です。 これは、第 1 

サイ トにのみ適用されます。
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アクテ ィブなデータベースに動的テーブルを追加する

DataExchange でデータベースのレプリ ケーシ ョ ンが設定されたと きには存在しなかったテーブルが、 アプ リ ケー

シ ョ ンによって Zen データベースに追加される こ とがあ り ます。 DataExchange は、 アクテ ィブ化されたデータ

ベースのレプリ ケート される一連のテーブルに、 これらの新しいテーブルを含めたり、 所定の – を除外したりす

る方法を提供します。 テーブルだけがレプリ ケート されるので、 テーブル ファ イルのみを含めます。必要があれ

ば任意の種類のファイルを除外するこ とができます。 テーブル以外のファイルは除外するしないに関わらずレプ

リ ケート されません。

新規テーブルはパターン マッチング アルゴ リ ズムで識別され、 glob スタイルのパターンを標準およびディ レク

ト リ式の両方で使用します。 アルゴ リズムに使用させるファイル パターンを指定します。入力する必要があるの

はパターンのみで、 これらのデフォルトは空白です。 後は DataExchange が自動的に行います。

DataExchange は最初にファイル名を包含するファイルのパターンと比較し、 次にファイル名を除外するパターン

と比較します。 両方の比較をパスしたファイルのみが含められます。 たとえば、 c:\mydata\*.* を、 包含するファ

イルのパターンと して指定したと仮定します。 除外するファ イルのパターンと して c:\mydata\*.ddf を指定する

と、 c:\mydata の拡張子 "ddf" を持つファイル以外全部が包含されます。

ヒン ト   dxdynpath で使用できる包含および除外パターンの式の詳細については、 「式のタイプ」 を参照して

ください。

テーブルの包含と除外は、 データベースを開く  API によってテーブルが正常に開かれたと きに開始されます。

DataExchange は、 テーブルがレプリ ケート されるべきである と認識されたか （つま り、 テーブルが今までレプ リ

ケーシ ョ ンの対象ではなかったか） ど うかを判断します。 テーブルが今までレプ リ ケーシ ョ ンの対象ではな く、

その名前が除外パターンにのみ一致した場合、 DataExchange はそのテーブルに対してレプリ ケーシ ョ ン動作を一

切行いません。 今までレプリ ケーシ ョ ンの対象ではなかったテーブルが除外パターンと一致せず包含パターンと

一致した場合、 DataExchange はこのテーブルを包含します。 テーブルが正常に開いたと き、 最初は DataExchange
にとって単に新しいテーブルと認識されます。 新しいテーブルのデータは即座にはレプリ ケート されません。

次のレプリ ケーシ ョ ン処理は （たとえば、 スケジュールされたレプリ ケーシ ョ ンから）、新しいテーブルについて

レプリ ケーシ ョ ンの準備をするこ と と、 それに関するレプリ ケーシ ョ ン情報をすべてのサイ トで同期化するこ と

です。2 回目のレプリ ケーシ ョ ン処理には新しいテーブルが含まれます。つま り、新しいテーブルとの実際のデー

タのレプリ ケーシ ョ ンには 2 回のレプリ ケーシ ョ ン サイクルが必要なので、 注意してください。

メモ  動的に作成されたテーブルの包含は、 Real-Time Backup レプリ ケーシ ョ ンのみに適用されます。 また、

動的に作成されたテーブルは、データベース  アプリ ケーシ ョ ンが実行されているマシン上に存在する必要が

あ り ます。 つま り、 テーブルは、 データのレプリ ケート元の場所と して働くマシン上に存在する必要があ り

ます。

まず始めに

式に不慣れな場合や作業経験が少ない場合は、 まず 「式のタイプ」 のセクシ ョ ンを読んで、 さまざまな種類の式

の使用方法について基本的な理解を得られるこ とをお勧めします。

注意   dxdynpath ユーティ リ ティで使用するファ イルには、 Zen ト ランザクシ ョ ン ログで使用するシステム

キーが必要であるこ とに注意して ください。
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包含するファイルのパターン

サンプル データベースの Demodata では、 各キャンパスの出席レコードを含むテーブルのセッ ト を毎日自動的に

生成します。 これは、 レプリ ケーシ ョ ンに含めるべき重要なデータです。 dxdynpath を使用して包含パターンを追

加し、 これらのテーブルもレプリ ケート されるよ うにします。 テーブル名では、 attend<campusid>.mkd という

名前付け規則を使用します。 <campusid> は 3 文字のキャンパス  コードです。

注意   この ト ピッ クの内容は、 お使いのアプリ ケーシ ョ ンがアクティブなデータベースに、 動的に新規テー

ブルを作成する場合にのみ適用されます。 この処理は動的に追加されるテーブルへの対処方法と してのみお

勧めします。

新しいテーブルをレプリケーシ ョ ンに含めるには

1 第 1 サイ トでコマンド  プロンプ ト を開き、 次のコマンドを入力します。

dxdynpath /t=include /pa="dir attend*.mkd" append demodata 

2 次のコマンドを入力して、 包含パターンを検証して ください。

dxdynpath /t=both show demodata 

動的テーブルの構成とテス ト  ユーティ リ ティの名前とバージ ョ ンの一覧、および以下のよ うな追加情報を示

すメ ッセージが表示されます。

INCLUDE パターンは "dir attend*.mkd" です

EXCLUDE パターンは "" です 

包含する新しいファイルを指定した後でレプリ ケーシ ョ ンを手動で開始してください。 これを行う と、 動的

テーブルのレプリ ケーシ ョ ンの準備と して必要なレプリ ケーシ ョ ンの 1 回目のサイクルが完了します。 新し

いテーブルは、 データがレプリ ケート されるレプリ ケーシ ョ ンの 2 回目のサイクル （たとえば、 スケジュー

ルされたレプリ ケーシ ョ ン） の準備が整います。

除外するファイルのパターン

これから、 サンプル データベースのパターンの式をさ らに微調整しまし ょ う。 既にすべての attend*.mkd ファ イ

ルを包含したが、 も う  1 つ作成される累積ファイル （attendall.mkd） があ り ます。累積ファイルに含まれる内容は

すべて個別のファイルにあるため、 実際はこのファイルをレプリ ケートする必要はあ り ません。 したがって、 こ

のファ イルをパターン マッチングから除外するこ とにします。

 レプリケーシ ョ ンからファイルを除外するには

1 第 1 サイ トでコマンド  プロンプ ト を開き、 次のコマンドを入力します。

dxdynpath /t=exclude /pa="dir attendall.mkd" append demodata 

2 次のコマンドを入力して、 除外パターンを検証して ください。

dxdynpath /t=both show demodata 

動的テーブルの構成とテス ト  ユーティ リ ティの名前とバージ ョ ンの一覧、および以下のよ うな追加情報を示

すメ ッセージが表示されます。

INCLUDE パターンは "dir attend*.mkd" です

EXCLUDE パターンは "dir attendall.mkd" です 

これらの簡単な例では、 dxdynpath がレプリ ケートするファ イルを判断するためにパターン マッチングをどのよ

うに使用するかを示します。 dxdynpath の詳細な使用法およびさまざまな種類の式については、 「dxdynpath」 を参

照して ください。
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アクテ ィブ化されたデータベースでテーブル構造を変更する

現在レプリ ケーシ ョ ン デザインの一部になっているテーブルが構造的に変更されたり、システム キーが更新され

たり したために、 これらの変更を他のサイ ト と同期する必要があるよ うな状況が発生するかもしれません。 レプ

リ ケーシ ョ ン デザインで捕捉されたこれらの変更が、サイ ト間で同期され、変更を適所にレプリ ケート させるこ

とができるかど うか確認する必要があ り ます。

まず始めに

この手順を開始する前に以下の項目を確認するこ とを強くお勧めします。

 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールが現在無効になっていて、ユーザーが誰もシステム上で作業していないこ と

を確認して ください。 この手順にはデータベースの非アクティブ化が含まれます。 非アクティブ化の前にす

べてのレプリ ケーシ ョ ン スケジュールを必ず無効にしてください。 

注意   データベースが非アクティブな間はデータベースへの変更は取得されないため、 テーブルの変更中は

どのデータベース  ユーザーまたはアプリ ケーシ ョ ンもアクティブではないよ うにするこ とが重要です。

 各ユーザー テーブルのレコードのシステム キーが、 対応するレプリ ケーシ ョ ン テーブル （PDC という文字

列をプレフ ィ ッ クスに持ちます） で明らかになっているこ とが重要です。 これは、 レプリ ケーシ ョ ン  ネッ ト

ワーク内のほかのどのサイ トにレコードを送信するべきかを探知するために使用する メカニズムです。 正し

くないシステムキーによってユーザー テーブルと  PDC テーブルの通信が切断される と、 レプ リ ケーシ ョ ン

が失敗するこ とがあ り ます。 詳細については、 「PDC レプリ ケーシ ョ ン テーブル」 を参照してください。

 第 1 サイ トのテーブルで列を追加または削除する場合、パートナー サイ トのテーブルにも同じ変更を行う こ

とを忘れないよ うにして ください。これは、そのテーブルの DDF に両サイ トで同じ構造を反映させるためで

す。

 このマニュアルで説明する手順は、新し く スキーマを変更する前に、 レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークのすべ

てのサイ トが同期化されているものと します。

この処理を完了させるために必要な高度な手順は以下のとおりです。

 「PDC テーブルのクローンを作成する」

 「ファ イルをパートナー サイ トにコピーしてアクティブ化する」

 「レプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンの検証」

PDC テーブルのクローンを作成する

PDC テーブルの空のコピーを使用するこ とは必須ではあ り ませんが、 そ うする と以下の利点があ り ます。

 新規レコードのみを含むこ とで PDC テーブルのサイズを削減し、ほかのサイ トへの転送時間を短縮するこ と

ができます。

 dxsynctables は PDC テーブルの既存のレコードを検証する必要がないため、dxsynctables 処理が高速化されま

す。

 PDC テーブルのクローンを作成するには

1 ユーザー データ内で変更されたテーブルを識別します。通常これは、顧客のプロダクシ ョ ン サイ ト上にあ り

ます。

2 変更されたそれぞれのテーブルのレプリ ケーシ ョ ン テーブルを見つけます。レプリ ケーシ ョ ン テーブルは名

前に PDC のプレフ ィ ッ クスを持ちます。 デフォルトの場所は C:\ProgramData\Actian\Zen\< データベース名

>\DX_< プロジェク ト名 > です。
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3 Zen BUTIL ユーティ リ ティ を使用して PDC テーブルのクローンを作成し、既存のテーブルをクローンで置き

換えます。

ヒン ト   テーブルのク ローンを作成する  BUTIL ユーティ リ テ ィの使用法については、 『Advanced Operations

Guide』 を参照して ください。

第 1 サイ トのアクテ ィブ化とテーブルの同期化

1 dxact.exe コマンドを使用して第 1 サイ ト をアクティブ化します。

dxact /FI <Database_DSN>

たとえば、 サンプル データベース  Demodata をアクティブ化する場合は、 dxact /FI demodata という コ

マンドにな り ます。

2 変更された各テーブルで、 コマンド  プロンプ トから次のコマンドを実行します。

dxsynctables < テーブル名 > <DSN> 

メモ  ユーザー テーブルに含まれるレコード数によって、 この処理にはいく らかの時間がかかり ます。 テス

トでは、 数百万以上のレコードがある場合、 L2 キャ ッシュを無効にするこ とによ り書き込み時間が短縮さ

れ、 この処理自体が著し く高速化するこ とを示しています。 すべてのテーブルの処理が終わったら  L2 を再

度有効にして ください。

ファイルをパートナー サイ トにコピーしてアクテ ィブ化する

 ファイルをコピーするには

1 最近変更されたユーザー テーブル、 および新し く書き込まれた PDC テーブルをレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト

ワーク上のほかの各サイ トの適切なディ レク ト リにコピーします。 既存のテーブルを上書きするこ とを確認

して ください。

2 dxact.exe を使用してパートナーサイ ト をアクティブ化し、 /pa[rtneraddress]=< 文字列 > オプシ ョ ンを

使用してレプリ ケートするサイ ト を明示します。

たとえば、 第 1 サイ トのアドレスが SiteA の場合、 次のよ うなコマンドを入力します。

dxact /pa=SiteA <Database_DSN>

レプリケーシ ョ ン セッシ ョ ンの検証

 レプリケーシ ョ ン セッシ ョ ンを検証するには

1 レプリ ケート した各サイ ト上で LogFiles ディ レク ト リ を参照します。

このディ レク ト リは C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles です。

2 dre.log ファ イルを開いて、 成功またはエラーを示すメ ッセージを確認します。

3 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールを再度有効にします。

これで、 ユーザーがシステムに戻って作業ができるよ うにな り ました。
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7レプリケーシ ョ ン配置

レプリ ケーシ ョ ン配置に関する作業の概観

以下のト ピッ クによ り、 レプ リ ケーシ ョ ン用のデータベースの配置方法を示すチュート リ アルをいくつか提供し

ます。

 「配置処理」

 「DX Deployment Wizard を使用したレプリ ケーシ ョ ン配置」

 「DXdeploy を XML 記述子ファイルと一緒に使用したレプリ ケーシ ョ ン配置」

 「データベースを使った作業」

 「DXdeploy を使用した一方向の配置」

 「DXdeploy を使用した双方向の配置」

DataExchange ドキュ メン トに含まれるすべての例は、 64 ビッ ト  Windows システムを使用しており、 インス トー

ル場所は C:\Program Files (x86)\Actian\Zen です。
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配置処理

多くのユーザーは DataExchange Deployment Wizard を実行して、 レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークを作成し配置し

ます。 このウ ィザードは、 レプリ ケーシ ョ ンに必要なこ との大部分を自動的に処理します。 

DataExchange のレプリ ケーシ ョ ン配置をよ り深く詳細に学ぶための 1 つの方法は、 Zen に含まれているサンプル

データベース  Demodata を使用した例の手順に従って操作するこ とです。 この例で、 まずどのよ うな作業をする

のかを集中的に学習します。その各作業についてよ り理解するには、「データベースを使った作業」 をお読みくだ

さい。 

この ト ピッ クでは、 2 つのシステム間における リ アルタイム バッ クアップ用のデータベースを準備する実施例を

示します。 これには、 DataExchange ユーティ リ ティである  DXdeploy の使用とファ イルの手動コピーを伴います。

通常の配置処理には 4 段階あり ます。

1 DXdeploy ユーティ リ ティで使用する  XML 配置記述子ファイルを編集します。

2 第 1 サイ トで、 XML 配置記述子ファイルをパラ メーターと して設定して DXdeploy ユーティ リ ティ を実行し

ます。

3 第 1 サイ トからパートナー サイ トへレプ リ ケーシ ョ ン可能なファイルをコピーします。

4 パートナー サイ トで、 第 1 サイ トで使用したのと同じ  XML 配置記述子ファイルを設定して DXdeploy ユー

ティ リ ティ を実行します。

5 番目の手順と して、 DataExchange Manager を使用してレプリ ケーシ ョ ン スケジュールを設定します。 これは省

略可能です。

ヒン ト   こ こに記述されている配置処理は、 DX Deployment Wizard を使用して実行するこ と もできます。 こ

のウ ィザードは、グラフ ィカル ユーザー インターフェイス と、レプ リ ケーシ ョ ン配置の部分的な自動化を提

供します。詳細については、「DX Deployment Wizard を使用したレプリ ケーシ ョ ン配置」を参照してください。
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DX Deployment Wizard を使用したレプリケーシ ョ ン配置

DataExchange Deployment Wizard は、 レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークを作成して配置するための最も簡単かつ迅

速な方法です。 このウ ィザードは、第 1 サイ ト とパートナー サイ トの両方で使用され、 レプリ ケーシ ョ ンのスケ

ジュールを作成する手段も備わっています。

DX Deployment Wizard を開 く には、 ［ス ター ト ］ メ ニ ューから選択するか、 または Control Center から

［DataExchange］ > ［Deployment Wizard］ を選択します。 ウ ィザードを使用する前に、 DataExchange ユーザーの

「管理者権限」 による指示に従ってください。

DX Deployment Wizard を使用する準備をするために、 まず、 以下の配置の属性を書き留めておきます。 ウ ィザー

ドを実行するにつれ、 その過程のさまざまな時点でこれらの項目を入力します。 

 プロジェク ト名 － 特定のデータベースに対応します。 "MyDB" という名前のデータベースをレプ リ ケートす

るのが目的の場合、 "MyDBProj" のよ うなプロジェク ト名を付けるこ とができます。 

 ネッ ト ワーク名 － レプリ ケーシ ョ ンに参加しているレプリ ケーシ ョ ン サイ トのグループを表すために選択

した名前です。

 リ リース名 － レプリ ケーシ ョ ン データベース  デザインのバージ ョ ン番号に類似したものです。

 DSN － レプリ ケーシ ョ ンのために配置されるデータ  ファ イルに関連付けるデータ  ソース名 （DSN） を指定

します。 DSN は各サイ トで一意である必要があ り ます。

 データのディ レク ト リ と ファ イル名 － レプリ ケーシ ョ ンに含めるデータ  ファ イルとディ レク ト リ を指定し

ます。

ウ ィザードは、 コマンド  ラインで DXdeploy ユーティ リ ティ を使用する際に従う必要のある手順のうち、 ほとん

どすべての手順を自動化します。 次に示す 1 つのこ とは手動で行う よ う要求します。

1 第 1 サイトでウィザードを実行した後、 projectname.dxb ファ イルを C:\Program File(x86)\Actian\Zen\Replication\

projects で探します。 上記の例のよ うにプロジェク ト名が mydatabase である場合は、 このファ イルの名前は

mydatabase.dxb になり ます。

2 .dxb ファ イルをパートナー サイ トにコピーし、レプリ ケートするデータ  ディ レク ト リの 1 つにそれを置きま

す。 

3 パートナー サイ トで Deployment Wizard を実行する際、 パートナー サイ トのレプリ ケーシ ョ ンを設定する一

環と して、 .dxb ファ イルを選択するよ うに求められます。

さらに高度な説明

DataExchange の利用法についてもっと詳し く知りたい場合は、チュート リ アルの 「DXdeploy を XML 記述子ファ

イルと一緒に使用したレプリ ケーシ ョ ン配置」 を参照して ください。 これは、 コマンド  ラインから  XML ファ イ

ルを使用してレプリ ケーシ ョ ンを配置する操作全体にわたって実行します。XML ファ イルには、上で述べた配置

の属性など、 必要なすべての設定が含まれています。 

DataExchange でコマンド  ライン方法を通常用いるのは上級ユーザーのみである と予想されますが、製品をよ り詳

し く理解したいユーザーにとっても有益である可能性があ り ます。
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DXdeploy を XML 記述子ファイルと一緒に使用したレプリケーシ ョ ン配
置

このコマンド  ライン チュート リ アルは、 DataExchange でのレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークの作成と配置に関す

るよ り詳細な理解を提供します。チュート リ アルでは、例と して Demodata サンプル データベースを使用します。

Demodata は Zen で提供されます。

こ こで示す手順では、 作業内容に集中できるよ う、 その作業を行う理由については説明していません。 作業する

内容を確認したら、次の ト ピッ ク  「データベースを使った作業」 でその作業を行う理由や方法をお読みください。

この ト ピッ クでは、 「XML 配置記述子ファイル」 の構造や要素について説明しています。 

サンプルを使った作業は 2 つの手順で構成されており、 それぞれの手順は複数のタスクから成り ます。

 「レプ リ ケーシ ョ ン用の Demodata を配置する」

 「作業 1 ： XML 記述子ファイルを編集する」

 「作業 2 ： 第 1 サイ トで DXdeploy を実行する」

 「作業 3 ： 第 1 サイ トの配置を確認する （省略可能）」

 「作業 4 ： テンプレート をパートナー サイ トにコピーする」

 「作業 5 ： パートナー サイ トで DXdeploy を実行する」

 「XML 配置記述子ファイル」 の説明

 「配置されたサンプル データベースを削除する」

 「作業 1 ： 両サイ トでサンプル データベースを非アクティブ化する」

 「作業 2 ： 第 1 サイ トで Template Remover を実行する」

 「作業 3 ： 第 1 サイ トでファ イルを削除する」

 「作業 4 ： パートナー サイ トでサンプル データベースとファ イルを削除する」

この配置は一例であ り、 レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールの設定方法は示しません。

メモ   Zen には Btrieve アプリ ケーシ ョ ンのセキュ リティ  モデルが含まれています。 こ こで使用される例で

は、 サイ トに Demodata を配置する際、 ク ラシッ ク  セキュ リティ  モデル （デフォルトのモデル） を使用する

ものと します。 

DefaultDB が混合セキュ リティ  モデルまたはデータベース  セキュ リティ  を使用している場合、 Demodata が

配置できるこ とを確認して ください。 これを行う最も簡単な方法は、 各サイ トのセキュ リ ティが設定されて

いる  DefaultDB のパスワードを削除するこ とで、 セキュ リ ティを無効にするこ とです。

DefaultDB のパスワードを一時的に削除するには、 ZenCC で DefaultDB を右ク リ ッ ク し、 ［プロパティ ］ を選

択します。 ［セキュ リ ティ］ ページの ［データベース  セキュ リティ］ タブをク リ ッ ク し、 ［セキュリテ ィ を

有効にする］ チェ ッ ク  ボッ クスをオフにして ［適用］ をク リ ッ ク します。 DefaultDB にログインしていない

場合は、 マスター パスワードを指定します。 ［OK］ をク リ ッ ク します。 このサンプルの配置を完了した後

に、 DefaultDB のセキュ リティを再度有効にするこ とを忘れないよ うにしてください。

セキュ リ ティを保持したまま  Demodata を配置したい場合は、 チュート リ アルの 「Zen セキュ リティを使用

したデータベースのレプリ ケート 」 を参照して ください。
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レプリケーシ ョ ン用の Demodata を配置する

「DataExchange の初めてのインス トール」 で説明したとおり、 この作業を実行する前に第 1 サイ ト とパートナー

サイ ト （バッ クアップ サイ ト ） 両方のインス トールが既に終了している必要があ り ます。

ヒン ト   この配置の例を試した後で Demodata を元の状態に復元できるよ うに、操作を始める前にデータベー

ス  ファ イルのコピーを保存しておく こ とをお勧めします。

作業 1 ： XML 記述子ファイルを編集する

1 第 1 サイ トのマシンで C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs フォルダーを開きます。

2 XML 記述子ファイル EXPRESS.XML のコピーを作成し、そのコピーの名前を ExampleRTB.xml に変更しま

す。

このファイルは第 1 サイ トのマシン上の任意の場所に保存するこ とができます。

3 テキス ト  エディ ターで ExampleRTB.xml を開きます。

このテンプレート  ファ イルには、 「XML 配置記述子ファイル」 の内容が説明されています。

4 第 1 サイ トのマシン名または IP アドレスを設定します。 "Localhost" はマシン名と して認められません。

たとえば、 第 1 サイ トの名前が SiteA の場合は、 以下のよ うにな り ます。

<First 

ServerName="SiteA" 

5 第 1 サイ ト上のデータ  ファ イルのルート  ディレク ト リ  パスを設定します。

第 1 サイ トの DataDirectory では、 C:\MYDATA を C:\ProgramData\Actian\Zen\Demodata に変更します。

現在、 次のよ うな設定になっています。

<First 

ServerName="SiteA" 

DSN="DXDatabase" 

DataDirectory="C:\ProgramData\Actian\Zen\Demodata"> 

これは単なる例であるため、 DSN は DXDatabase のままになっています。

6 レプリ ケートするデータ  ファ イルへのパスを、DataDirectory のルート  ディ レク ト リへの相対パスで指定しま

す。

Demodata データ  ファ イルは .mkd 拡張子を使用しているため、 <Include Path="*.mkd" /> の行はその

ままにします。 Zen 環境において Btrieve ファ イルで使用される拡張子を含めるこ とができます。

7 以下の行は、 この例では適用されないので削除します。

<Include Path="*.btr" />

<Include Path="*.dat" /> 

Demodata には DDF ファ イルがあるため、<Include Path="*.ddf" /> はそのまま残します。通常、DDF

をレプリ ケート したいと思うでし ょ う。 ただし、 DXdeploy によって作成された DSN は、 レプ リ ケーシ ョ ン

では Demodata DDF を使用せず、 独自の DDF を使用するこ とに留意してください。

8 パートナー サイ トのマシン名または IP アドレスを設定します。

remote.hostname 部分をサイ ト名または IP アドレスに変更します。 たとえば、 パートナー サイ トのマシン

が SiteB の場合は、 以下のよ うにな り ます。

<Partner 

ServerName="SiteB" 
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9 パートナー サイ ト上のデータ  ファ イルのルート  ディ レク ト リへの絶対パスを設定します。

パートナー サイ トの DataDirectory では、 C:\MYDATA を C:\Demodata に変更します。

この情報は、 以下のよ うにな り ます。

<Partner 

ServerName="SiteB" 

DSN="DXDatabase" 

DataDirectory="C:\Demodata" /> 

メ モ  サンプル データベースを上書きする場合には、 パー ト ナー サイ ト のデータ  ディ レ ク ト リ を C:\

ProgramData\Actian\Zen\Demodata にします。 この例では、 Zen によってインス トールされた Demodata を保

持するよ う、 別のディ レク ト リ を使用します。

10 ExampleRTB.xml ファ イルを保存して閉じます。

作業 2 ： 第 1 サイ トで DXdeploy を実行する

第 1 サイ トでコマンド  プロンプ ト を開き、次のコマンドを実行します。文字列の大文字小文字は区別されません。

dxdeploy /Site=First "C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs\ExampleRTB.xml" 

DXdeploy は実行するにつれ、 画面に高レベルな状態メ ッセージを表示します。

 CreateDSN 操作を開始しています ...

 Design 操作を開始しています ...

 Activate 操作を開始しています ...

 アクティブ化を完了し、 現在はテーブルを同期させています ...

詳細は、 C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles にあ る  dxdeploy.log フ ァ イルに書き込まれます。

DXdeploy の実行中にその記入事項を画面上へ表示させるには、 /LOGFILE= オプシ ョ ンを使用します。 たとえば、

dxdeploy /Site=First /LOGFILE= ExampleRTB.xml のよ うにします。LOGFILE= の後には空白文字があ

り ます。

DXdeploy が完了する と、コマンド  プロンプ トが再度表示され、ログ ファ イルに次のメ ッセージが入力されます。 

すべての配置操作が正常に完了しました。 

作業 3 ： 第 1 サイ トの配置を確認する （省略可能）

配置操作が完了したこ とを視覚的に確認するこ とができます。

1 ZenCC をまだ実行していない場合は起動します （ ［スタート ］ メニューから ［Zen Control Center およびド

キュメン ト ］ を選択します）。

第 1 サイ トの名前が ［エンジン］ ブランチの下に示されます。 

2 第 1 サイ トのブランチやデータベースの一覧を展開します。 

DXDatabase はデータベースと して一覧に加えられています。 

3 DXDatabase ブランチを展開します。
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レプリ ケーシ ョ ン ノードに表示される文字 A は、 データベースがアクティブであるこ とを示しています。 

作業 4 ： テンプレート をパートナー サイ トにコピーする

DXdeploy が第 1 サイ トで完了した後、 以下を実行します。

1 第 1 サイ トから、 次のファイル 

C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs\ExampleRTB.xml 

を、 パートナー サイ トの同名のフォルダーにコピーします。

2 パートナー サイ トに C:\Demodata という フォルダーを作成します。

3 第 1 サイ トから、 次のディレク ト リ  

C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Templates\DXDatabase 

の内容を、 パートナー サイ トの C:\Demodata にコピーします。

メモ  パートナー サイ トでどのフォルダーを選択したと しても、Demodata ファ イルはそこからの相対パス上

に存在します。お使いのアプリ ケーシ ョ ンは、データ  ファ イルによっては絶対パスを必要とするこ とがあ り

ます。 詳細については、 「ファ イルのコピー」 を参照して ください。

作業 5 ： パートナー サイ トで DXdeploy を実行する

パートナー サイ トでコマンド  プロンプ ト を開き、次のコマンドを実行します。文字列の大文字小文字は区別され

ません。

dxdeploy /Site=Partner "C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs\ExampleRTB.xml" 

DXdeploy は実行するにつれ、 画面に高レベルな状態メ ッセージを表示します。

 CreateDSN 操作を開始しています ...

 Design 操作を開始しています ...

 Activate 操作を開始しています ...

詳細は、 C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles にあ る  dxdeploy.log フ ァ イルに書き込まれます。

DXdeploy の実行中にその記入事項を画面上へ表示させるには、 /LOGFILE= オプシ ョ ンを使用します。 たとえば、

次のよ うにな り ます。
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dxdeploy /Site=Partner /LOGFILE= ExampleRTB.xml 

LOGFILE= の後には空白文字があ り ます。

DXdeploy が完了する と、コマンド  プロンプ トが再度表示され、ログ ファ イルに以下のメ ッセージが示されます。 

すべての配置操作が正常に完了しました。 

DXdeploy はパートナー サイ トで実行される と き、 第 1 サイ ト とパートナー サイ ト間の初期レプリ ケーシ ョ ンも

実行します。 初期レプリ ケーシ ョ ンは、第 1 サイ ト上と同じになるよ うに、 パートナー サイ トにデータを置きま

す。

これで、 Demodata をレプリ ケーシ ョ ン用に正常に配置するこ とができました。

XML 配置記述子ファイル

XML 配置記述子ファイルはテキス ト  ファ イルで、 DXdeploy ユーティ リ ティの情報を設定するものです。 2 台の

マシン間の Real-Time Backup では、 EXPRESS.XML 記述子ファ イルを使用します。 このファ イルは C:\Program
Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs にあ り ます。ファ イルの内容には次の要素が入っているほか、こ こには表

示されていませんが、 要素を記述するのに役立つコ メン ト も含まれています。

<?xml version="1.0"?>

<DXDeployment>

<Configuration Project="DXProj" Network="DXNet" Release="1.0" Method="1-way">

<Sites>

<First 

ServerName="this.hostname" DSN="DXDatabase" DataDirectory="C:\MYDATA">

<Files>

<Include Path="*.mkd" />

<Include Path="*.btr" />

<Include Path="*.dat" />

<Include Path="*.ddf" />

</Files>

</First>

<Partner 

ServerName="remote.hostname" DSN="DXDatabase" DataDirectory="C:\MYDATA" />

</Sites>

</Configuration>

</DXDeployment> 

この XML ファ イルを使用するには、 お使いの状況に合わせて必ずファイルを編集する必要があ り ます。 以下の

表に編集を必要とするファ イル内の要素を説明します。 属性のうちいくつかのデフォルト値は、 変更せずに使用

するこ とができます。 Exclude Path を除き、 DXdeploy はすべての属性を必要と します。 DXdeploy の詳細について

は、 「dxdeploy」 で説明しています。
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表 1 配置記述子ファイルの XML 属性

XML 属性 説明

Project レプリ ケーシ ョ ン デザインでは、レプ リ ケーシ ョ ン プロジェク ト 、レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク、

およびプロジェク ト  リ リースの名前が必要です。 これらの名前は、 自身のレプ リ ケーシ ョ ン設定を

わかりやすく識別できるよ う自由に付けるこ とができます。

プロジェク トは多くの場合、 特定のデータベースに対応しています。 mydb とい う名前のデータベー

スをレプ リ ケートするのが目的である場合には、 mydb project とか、 どのデータベースを対象と して

いるか思い出しやすい名前をプロジェク トに付けるこ とができます。 

プロジェク ト 、 ネッ ト ワーク、 およびリ リースの 3 つの名前は、 レプ リ ケーシ ョ ン  エンジンが使用

するレプ リ ケーシ ョ ン システム  データベースに追加されるこ とに注意してください。 また、 レプ リ

ケーシ ョ ン ユーティ リ テ ィは、 これらの名前を使用して特定の操作を許可または拒否します。 たと

えば、 デザインされた複数のデータベースで リ リースのみが異なる場合、 プロジェ ク ト名とネッ ト

ワーク名が一致しているならば、 それらを一緒にレプリ ケートするこ とが許可されます。 

Network レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークは、 レプ リ ケーシ ョ ンに参加しているレプ リ ケーシ ョ ン サイ ト をグ

ループ化したものです。 グループを思い出すのに役立つ名前が便利です。 たとえば、 マシン A と  B
が参加している場合、 そのネッ ト ワークに "Site AandB" のよ うな名前を付けるこ とができます。 この

文字列にはスペースを使用するこ とができます。

Release リ リースは、 レプ リ ケーシ ョ ン データベース  デザインのためのバージ ョ ン番号のよ う なものです。

たとえば、 最初のデザインはバージ ョ ン  1 です。 そのデザインを後で変更した場合、 バージ ョ ン 2、
3、 とい う よ うに作成するこ とになり ます。

Method レプリ ケーシ ョ ンを一方向にするか双方向にするかを設定します。 この設定は、 ライセンスが許可す

るものと一致している必要があ り ます。たとえば、Real-Time Backup Edition ラ イセンスでは双方向レ

プリ ケーシ ョ ンを設定できません。 

Include Path レプリ ケーシ ョ ンのために配置するファ イルを設定します。 少なく と も  1 つの Include Path 属性が必

要です。 この属性には以下のプロパティが適用されます。

• 相対パスは、 XML ファイルの <Sites > セクシ ョ ンに リ ス ト されている  DataDirectory への相対パス

です。

• 絶対パスは、 指定する場合、 すべて同じ ド ラ イブ文字で始める必要があ り、 これは DataDirectory で
指定されたド ライブ文字と同じである必要があ り ます。

• パスでは、 ファ イルを個々に指定するか、 ワイルドカードを使って指定します。 ワイルドカード文

字の "?" と  "*" を使用できます。

• サブディ レク ト リは、 パスに明示する必要があ り ます （DXdeploy は指定されたルート  ディレク ト

リから自動的にサブディ レク ト リ を処理しません）。 

• 属性行は複数にするこ とが可能です。 

Exclude Path 含まれているファ イルからどのファ イルを除外するかを設定します。 Include Path と同じプロパティ

が適用されます。

First Servername 第 1 サイ トのマシン名または IP アドレスを設定します。 "Localhost" は許可されません。

DSN レプリ ケーシ ョ ンのために配置されるデータ  ファイルに関連するデータ  ソース名 （DSN） を設定し

ます。 DSN は各サイ トで一意である必要があ り ます。

DataDirectory Include Path および Exclude Path の値に対応するルート  パスを設定します。 DataDirectory の先頭はド

ライブ文字である必要があ り ます。 

First Servername 内の DataDirectory は第 1 サイ トに適用されます。Partner Servername 内の DataDirectory
はパートナー サイ トに適用されます。

Partner Servername パートナー サイ トのマシン名または IP アドレスを設定します。 "Localhost" は許可されません。
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配置されたサンプル データベースを削除する

配置されたサンプル データベースを保存しておく必要はあ り ません。以下の作業では、第 1 サイ ト とパートナー

サイ トから これらを削除する方法を説明します。

 「作業 1 ： 両サイ トでサンプル データベースを非アクティブ化する」

 「作業 2 ： 第 1 サイ トで Template Remover を実行する」

 「作業 3 ： 第 1 サイ トでファ イルを削除する」

 「作業 4 ： パートナー サイ トでサンプル データベースとファ イルを削除する」

 「作業 5 ： 必要に応じて、 データベースのコピーを復元する」

作業 1 ： 両サイ トでサンプル データベースを非アクテ ィブ化する

1 第 1 サイ トのマシンでコマンド  プロンプ ト を開き、 次のコマンドを実行します。

dxdeact dxdatabase 

これで第 1 サイ トのサンプル データベースは非アクティブ化されます。

2 この手順をパートナー サイ トで繰り返します。

作業 2 ： 第 1 サイ トで Template Remover を実行する

1 第 1 サイ トで以下のどちらかを実行します。

 ［スタート ］ メニューから ［DX Template Remover］ を選択します。

 ZenCC で ［DataExchange］ > ［Template Remover］ の順にク リ ッ ク します。

2 テンプレート  リ ムーバ ウ ィザードのよ う こそ画面で、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

3 テンプレート  ペインで、 削除するテンプレート と して LOCAL:DXDATABASE を選択します。

4 ［DataExchange システム テーブルを削除する］ を選択し、 警告メ ッセージで ［はい］ をク リ ッ ク して続行

します。

5 ［DSN およびデータベース名を削除する］ を選択します。

ウ ィザードは次のよ うにな り ます。

6 ［次へ］ をク リ ッ ク します。 

ウ ィザードによってテンプレートが削除され、 概要が表示されます。

7 ［閉じる］ をク リ ッ ク します。
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作業 3 ： 第 1 サイ トでファイルを削除する

1 第 1 サイ トの C:\ProgramData\Actian\Zen\Demodata の下で、 配置中に作成された DX_projectname ディ レク

ト リ を探します。

DX_projectname は、XML 配置ファイルでレプリ ケーシ ョ ン プロジェク トに指定された名前です。 こ こでは、

ExampleRTB.xml ファ イルにある以下の行の DXProj を指します。

<Configuration Project="DXProj" Network="DXNet" Release="1.0" Method="1-way"> 

2 「レプ リ ケーシ ョ ンの開始と停止」 に記載されている とおりに、レプリ ケーシ ョ ン サービスを停止します。ま

た、 次の手順を実行するには、 レプリ ケーシ ョ ンも停止している必要があ り ます。 

3 C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Templates の下の DXDatabase フォルダーを削除します。

作業 4 ： パートナー サイ トでサンプル データベースとファイルを削除する

1 パートナー サイ トで、 ZenCC をまだ実行していない場合は起動します。

2 「レプ リ ケーシ ョ ンの開始と停止」 に記載されている とおりに、 レプリ ケーシ ョ ン サービスが停止されてい

るこ とを確認します。 レプ リ ケーシ ョ ンの実行中にパートナー サイ ト を削除する と、データベースが望まし

くない動作をする可能性があ り ます。

3 ［エンジン］ の下のデータベース一覧で ［DXDatabase］ を右ク リ ッ ク し、 ［削除］ を選択します。

4 削除の確認ダイアログにはいくつかのオプシ ョ ンがあ り ます。

5 次のいずれかを実行します。

 レプリ ケート していたデータベースを保持するには、［はい。ただし、データベース名のみ］を選択します。

 レプリ ケート していたデータベースを削除するには、 ［はい。 データベース名と  DDF］ を選択します。

 データベースを削除しない場合は、 ［いいえ］ を選択します。

6 パートナー サイ トで配置されたレプリ ケーシ ョ ン データベースの削除を完了するには、 C:\Demodata ディ

レク ト リ を削除します。これは 「作業 4：テンプレート をパートナー サイ トにコピーする」 で作成されたディ

レク ト リです。 このディ レク ト リ を削除するには、 Zen サービスを一時的に停止する必要があ り ます。

作業 5 ： 必要に応じて、 データベースのコピーを復元する

1 第 1 サイ トからレプリ ケーシ ョ ン ファイルをコピーする前に、 データ  ファ イルのコピーを保存したフォル

ダーを開きます。

2 元のデータベースがあったフォルダーにファイルを移動するかコピーします。
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この例では、 ファ イルが復元された場所は C:\ProgramData\Actian\Zen\Demodata になり ます。
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データベースを使った作業

Demodata のサンプルは、 レプ リ ケーシ ョ ンの配置処理で必要な 4 つの手順を説明しています。 この ト ピッ クで

は、 処理とその構成要素をよ り詳細に検討します。

1 DXdeploy ユーティ リ ティで使用する  XML 配置記述子ファイルを編集します。

2 第 1 サイ トで、 XML 配置記述子ファイルをパラ メーターと して設定して DXdeploy ユーティ リ ティ を実行し

ます。

3 第 1 サイ トからパートナー サイ トへレプ リ ケーシ ョ ン可能なファイルをコピーします。

4 パートナー サイ トで、 第 1 サイ トで使用したのと同じ  XML 配置記述子ファイルを設定して DXdeploy ユー

ティ リ ティ を実行します。

この ト ピッ クでは、 ご自身のデータベースに適用できるよ う、 この処理についてさらに詳し く説明します。 ただ

し、 この処理を始める前に、 どのテーブルをレプリ ケートするかを決定し、 それらが確実にレプリ ケートできる

こ とを確認しておいてください。

ヒン ト   このマニュアルに含まれる例に沿って作業する場合は、 手順を実行する前に必ずデータベースのコ

ピーを作成して ください。 そ うすれば、 作業完了後に、 そのコピーを使用して元のデータベースを復元する

こ とができます。 また、 配置されたサンプル データベースを保存しておく必要はあ り ません。 配置後、 使用

した配置方法に応じた手順を実行して、 レプ リ ケーシ ョ ン ファ イルとテンプレート を削除し、 作成したコ

ピーを基にデータベースを復元するこ とができます。

最初に行う こと

レプリ ケートするデータベースを配置するには、 まず、 以下のこ とを実行する必要があ り ます。

 どのデータベース内のどのテーブルをレプリ ケートするかを決定する。

 レプリ ケートするテーブルにシステム データ とシステム キーがあるこ とを確認する。

どのテーブルをレプリケートするか

どのテーブルをレプリ ケートする必要があるかを決定します。 動的に作成されたテーブルがある場合には、 それ

ら もレプリ ケートする必要があるかど うか考慮します。 「アクティブなデータベースに動的テーブルを追加する」

を参照して ください。

レプリ ケートするテーブルを XML 配置記述子ファ イルに設定します。 「XML 配置記述子ファ イル」 を参照して

ください。

システム データおよびシステム キー

Real-Time Backup レプ リ ケーシ ョ ンの場合、 DataExchange はレプ リ ケー ト される各テーブルに一意のシステム

キーがあるこ とを必要と します。 レプリ ケーシ ョ ン制御テーブルは、 一意のキーを使用して変更を追跡します。 

Zen の Butil ユーティ リ ティ を使用して、 テーブルにシステム キーとシステム データがあるかど うかを調べるこ

とができます。たとえば、 c:\mydata にある  mytable.mkd テーブルを調べるには、 コマンド  プロンプ トで次のよ う

に入力します。

butil -stat c:\mydata\mytable.mkd 

さまざまな情報の中で、 統計情報の出力によってシステム データ とシステム キーの情報を得るこ とができます。

この出力が System Data = Yes および SYSKEY Status = Present となっていれば、システム キーとシス

テム データが存在します。
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既存のデータベースにシステム キーがない場合は、 Zen の Rebuild ユーティ リ ティ を使用して、 システム データ

とシステム キーを追加する必要があ り ます。Rebuild ユーティ リ ティについては、『Advanced Operations Guide』 を

参照して ください。

DataExchange での Zen セキュリテ ィ

Zen では Btrieve アプリ ケーシ ョ ンにセキュ リティ  モデルが提供されています。 ただし、 ソース  データベースに

セキュ リティが設定されていたと しても、DXdeploy によって作成されたアクティブなデータベースにはセキュ リ

ティが自動的に設定されません。 レプ リ ケーシ ョ ン データベースに対しては、手動でセキュ リ ティを設定するこ

とができます。 Demodata サンプル データベースのこの使用例については、 「Zen セキュ リ ティを使用したデータ

ベースのレプリ ケート 」 を参照して ください。

第 1 サイ トの DXDeploy ユーティ リテ ィ

XML 記述子ファイルの編集が終わったら、 第 1 サイ トで DXdeploy ユーティ リ ティ を実行します。 このユーティ

リ ティはソース  データ  ファ イルのテンプレート を作成します。説明を簡単にするために、これ以降、ソース  デー

タ  ファ イルはまとめて 「ソース  データベース」 と呼びます。

テンプレートは、 特にレプリ ケーシ ョ ン ツールと共に使用する特別な種類のデータベースです。 これには、 レプ

リ ケーシ ョ ンで使用するさまざまな種類の制御テーブルが含まれます。テンプレートにはソース  データベースの

データも含まれます。 DXdeploy はソース  データなしでテンプレート を作成します。 配置処理の 4 番目の手順で、

ソース  データは第 1 サイ トからパートナー サイ トにレプリ ケート されます。

テンプレート を使用してデータベースをアクティブ化します。アクティブ化とは、データベースがレプ リ ケーシ ョ

ンできるよ うにするこ と、および、データベースがサイ トに属するこ とを確定するこ とです。 DXdeploy は第 1 サ
イ トのソース  データベースもアクティブ化します。

次の表で DXdeploy がファイルをどこに配置するかを説明します。

メモ   DXdeploy によって実行されるアクティブ化処理は、 データ  テーブルの数とサイズに応じて、 数分か

ら数時間かかるこ とがあ り ます。 ただし、 DXdeploy がテンプレートの作成を終えたらすぐにテンプレート  

ファ イルをパートナー サイ トにコピーし、 次の手順を行う こ とができます。 

画面に 「Activate 操作を開始しています ...」 とい う メ ッセージがあるかど うかを調べます。 このメ ッセージ

が表示されたら、 テンプレート  ファ イルをパートナー サイ トにコピーします。 通常、 多数のデータ  ファ イ

ルがあっても、 テンプレートは短時間で作成されます。

ファイルのコピー

DXdeploy が第 1 サイ トでテンプレート を作成した後、 手作業でテンプレート をパートナー サイ トにコピーしま

す。 

アクテ ィブ化されたデータベース テンプレート

ア ク テ ィ ブ 化 さ れ た デー タ ベー ス は

DX_projectname フォルダーに置かれます。

このフォルダーは、 ソース  データベース

フォルダーの下にあ り ます。

た と えば、 ソース  データベースは C:\
myfolder\mydb、プロジェク トは myproject の
場合、 アクテ ィブ化されたデータベースは

C:\myfolder\mydb\DX_myproject に置かれ

ます。

ソース  データベースは変更されません。

すべてのテンプレー ト は C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\
Templates に置かれます。 た と えば、 データベースが mydb で、 その DSN が
mydbdsn の場合、 テンプレートは次のフォルダーにあ り ます。

• C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Templates\mydbdsn - ソース  デー

タ  ファ イルから生成された空のデータ  ファ イル。 これらのファ イルはテンプ

レートの一部と考えられます。このフォルダーには XML 記述子ファ イルのコ

ピーもあ り ます。

• C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Templates\mydbdsn\
DX_myproject - 制御テーブルなど、 レプ リ ケーシ ョ ン可能な残りのファイル。
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何をどこへコピーするかの例

DXdeploy はテンプレート  ディ レク ト リ を作成するこ とによ り、 パートナー サイ トのどこへファイルをコピーす

るかを示します。 たとえば、 アプリ ケーシ ョ ンの DSN は mydbdsn で、 データベース名 mydb が指定されており、

mydb は第 1 サイ トで次の 4 つのデータ  ファ イルを使用しているものと します。

 C:\myapp\data\table1.mkd

 C:\myapp\data\table2.mkd

 C:\myapp\data\other\table3.mkd

 C:\employees\accting\table4.mkd

編集後の XML 記述子ファイルは以下のよ うにな り ます。

<First ServerName="SiteA" DSN="mydbdsn" DataDirectory="C:\myapp\data" >
<Files>
<Include Path="*.mkd" />
<Include Path="other\*.mkd" />
<Include Path="c:\employees\accting\table4.mkd"/> 

1 番目と  2 番目の Inculde Path ステート メン トは DataDirectory への相対パスです。table4.mkd はバウンド  テーブル

であ り、 C:\employees\accting になければならないとするならば、 絶対パスを必要と します。 

この例を前提と して、 パートナー サイ トのどこへテンプレート  ファ イルをコピーするのかを次の表で説明しま

す。 

メモ  パートナー サイ トにデータ  ファ イルが既に存在している場合、それらのファイルはテンプレート  デー

タ  ファ イルによって上書きされます。

パートナー サイ トの DXdeploy ユーティ リテ ィ

第 1 サイ トで DXdeploy を使用してテンプレート をアクティブ化した後、 テンプレート をパートナー サイ トへコ

ピーします。そのパートナー サイ トで、第 1 サイ トで使用された XML 配置記述子ファイルを使用して DXdeploy
を実行し、 テンプレート をアクティブ化します。 テンプレート  ファ イルは、 C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\

C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Templates\mydbdsn\mydb\DX_myproject

内容 パートナー サイ ト上のコピー先

空のデータ  ファイル table1.mkd、 table2.mkd、 および \other\table3.mkd。

編集した XML 記述子ファイル。

DX_projectname ディ レク ト リ ： 
C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Templates\mydbdsn\mydb\
DX_myproject

C:\myapp\data。第 1 サイ ト と同じです。 ただし、

唯一の要件は、 この場所が、 XML 記述子ファ イ

ルに記載されているパートナーのデータ  ディ レ

ク ト リ と一致しているこ とです。

XML 記述子ファ イルはどこでも好きなと ころへ

置く こ とができますが、 データ  ディ レク ト リ に

コピーするのが最も簡単です。

DX_myproject には、 レプ リ ケーシ ョ ン可能な残

りのファ イルが保持されます。これを第 1 サイ ト

上と同じ場所にコピーします。

C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Templates\mydbdsn\mydb\c_drive\employees\accting

内容 パートナー サイ ト上のコピー先

空のデータ  ファイル table4.mkd。 C:\employees\accting
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Replication\Templates の下のデータベース  ディ レ ク ト リ にあ り ます。 上の例の場合は、 C:\Program Files (x86)\
Actian\Zen\Replication\Templates\mydbdsn\mydb になり ます。

注意   DXdeploy は、パートナー サイ トで実行する前に第 1 サイ トでアクティブ化を完了している必要があ り

ます。 第 1 サイ トで、 画面に 「アクティブ化を完了し、 現在はテーブルを同期させています ...」 とい う メ ッ

セージがあるかど うかを調べます。 このメ ッセージが表示されたら、 パートナー サイ トで DXdeploy を実行

するこ とができます。

レプリケーシ ョ ン スケジュール

DXdeploy は、パートナー サイ トでの実行を完了した後、第 1 サイ ト との初期レプリ ケーシ ョ ンを実行します。サ

イ ト間の初期レプリ ケーシ ョ ンによって、 データ  テーブルは完全にパートナー サイ トに存在するよ うにな り ま

す。

配置した後、第 1 サイ トのデータ とパートナー サイ トのデータを最新の状態に保つために、レプリ ケーシ ョ ン ス
ケジュールを設定するこ とができます。レプリ ケーシ ョ ン スケジュールを設定する手順については、「スケジュー

ルの作業」 を参照して ください。

メモ  レプ リ ケーシ ョ ンはどちらの方向でも動作し、 その方向はスケジュールを設定した場所によってのみ

決定されます。 バッ クアップしたいデータの変更が第 1 サイ トで発生する場合は、 第 1 サイ トでスケジュー

ルを設定します。そ うするこ とで、バッ クアップは第 1 サイ トからパートナー サイ トへ流れるよ うになり ま

す。お使いの環境では、データの変更がパートナー サイ トで発生するのであれば、パートナー サイ トでスケ

ジュールを設定して ください。そ うするこ とで、バッ クアップはパートナー サイ トから第 1 サイ トへ流れる

よ うにな り ます。 

障害回復

第 1 サイ トが不運にも損傷を受けた場合は、データをパートナー サイ トから新しい第 1 サイ トへ復元し、 レプ リ

ケーシ ョ ン ネッ ト ワークを回復するこ とができます。 「障害回復」 を参照してください。

Designer を使って配置されたデータベースを削除する

DataExchange Designer は、 現在は使用されていませんが、 バージ ョ ン 5.1 よ り前の DataExchange に付属していた

ユーティ リ ティです。 DataExchange Designer を使って配置されたデータベースの削除が必要になる可能性があ り

ます。 DataExchange Designer を使って配置されたデータベースの削除を完全に行うには、 次の作業が必要です。

1 「両サイ トのデータベースを非アクティブ化する」

2 「第 1 サイ トで Template Remover を実行する」

3 「パートナー サイ トでデータベース とファ イルを削除する」

4 「データベースのコピーを復元する」

両サイ トのデータベースを非アクテ ィブ化する

この例では、 DSN の値は Demodata です。

1 第 1 サイ トで、 DXdeact DSN を実行します。

2 パートナー サイ トで DXdeact DSN を実行します。

第 1 サイ トで Template Remover を実行する

1 第 1 サイ トの［スタート ］メニューから、［Actian DataExchange 15］>［DX Template Remover］を選択します。 
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2 よ う こそダイアログで ［次へ］ をク リ ッ ク します。

3 テンプレート  ペインで、 削除するテンプレート を選択するよ う求められたら、 LOCAL:DSN をク リ ッ ク しま

す。 この例では、 DSN の値は DXDATABASE になり ます。  

4 ［DataExchange システム テーブルを削除する］ を選択し、 処理を続行する確認に対して ［はい］ をク リ ッ

ク します。

5 ［DSN およびデータベース名を削除する］ を選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。 

6 ウ ィザードによってテンプレートが削除され、概要ダイアログが表示された後、［閉じる］ をク リ ッ ク します。

パートナー サイ トでデータベースとファイルを削除する

データベースまたはデータベースのファイルを削除する前に、レプリ ケーシ ョ ンを停止する必要があ り ます。「レ

プ リ ケーシ ョ ンの開始と停止」 を参照して ください。

1 パートナー サイ トのマシンで、第 1 サイ トからレプリ ケーシ ョ ン ファ イルをコピーしたフォルダーの内容を

削除します。

2 再度 Demodata のサンプル データベースを使用する必要がある場合は、 次の作業で復元します。

データベースのコピーを復元する

1 第 1 サイ トからレプリ ケーシ ョ ン ファ イルをコピーする前に、データ  ファ イルのコピーを保存した一時フォ

ルダーを開きます。

2 元のデータベースがあったフォルダーにファイルを移動するかコピーします。
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DXdeploy を使用した一方向の配置

この ト ピ ッ ク では、 DXdeploy ユーテ ィ リ テ ィ を用いたレプ リ ケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンの配置方法と、

EXPRESS.XML 記述子テンプレート を基に XML 記述子ファ イルを作成する方法について、 段階を追って説明し

ます。この例は、Real-Time Backup Edition でも  Data Synchronization Edition でも使用できます。これは、「DXdeploy
を XML 記述子ファイルと一緒に使用したレプリ ケーシ ョ ン配置」 チュート リ アルに似ています。

この例のセッシ ョ ンを行うには 2 台のマシンが必要です。 1 台のマシンには、 第 1 サイ ト と して DataExchange を
インス トールしておく必要があ り ます。 も う  1 台のマシンには、 パートナー サイ ト と して DataExchange をイン

ス トールしておく必要があ り ます。 DXdeploy を使用する前に、 DataExchange ユーザーの 「管理者権限」 による指

示に従ってください。

この ト ピッ クでは、 以下の作業について説明します。

1 「DXdeploy を使用した一方向の配置」

2 「第 1 サイ トでの DXdeploy の実行」

3 「テンプレート をパートナー サイ トにコピー」

4 「パートナー サイ トでの DXdeploy の実行」

メモ  この ト ピッ クでは、配置についてのみ説明し、 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールについては触れません。

開始の前に

この作業を実行する前に、 第 1 サイ ト とパートナー サイ トに DataExchange をインス トールしておく必要があ り

ます。

ヒン ト   この配置の例を試した後にデータベースを元の状態に復元できるよ う、操作を始める前にデータベー

ス  ファ イルのコピーを保存しておく こ とをお勧めします。

独自の XML 記述子ファイルを作成するために、 以下の項目を書き留めておいてください。

 2 つのデータベース  サーバーの名前または IP アドレス

 元のデータのルート  パス

 元のデータのディ レク ト リ と ファ イル名

 レプリ ケート されたデータのルート  パス

注意   これから配置しよ う とするデータベースを使用するすべてのアプリ ケーシ ョ ンは、 この配置方法を使

用する前にシャッ ト  ダウンしておく必要があ り ます。

XML 記述子ファイルの作成

 XML 記述子ファイルを作成するには

1 第 1 サイ トのマシンで C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs フォルダーを開きます。

2 XML 記述子ファイル EXPRESS.XML のコピーを作成し、そのコピーの名前を EXP_1WAY.XML に変更しま

す。



63

このファ イルは、 第 1 サイ トのマシン上の任意の場所に移動できます。 この作業では、 元の場所に保管され

ているこ とを前提と します。 EXPRESS.XML がシステムからな くなっている場合は、 次の手順のテキス ト を

コピーして、 ファ イルを再作成して ください。

3 テキス ト  エディ ターで EXP_1WAY.XML を開きます。

このテンプレート  ファ イルには、 「XML 配置記述子ファイル」 に説明されている内容が入っています。

4 この例では、 EXP_1WAY.XML の内容を次のよ うに置き換えます。

<?xml version="1.0"?>

<DXDeployment>

<Configuration Project="mydbproject" Network="sales dept net" Release="1.0" Method="1-

way">

<Sites>

<First 

ServerName="SiteA" DSN="SalesDB" DataDirectory="C:\CompanyData\SalesData">

<Files>

<Include Path="*.mkd" />

<Include Path="*.ddf" />

<Include Path="SalesReports\*" />

<Include Path="*SalesReports\Q1Rept.mkd" />

<Include Path="C:\Employee\SalesRep\sample.mkd" />

</Files>

</First>

<Partner 

ServerName="SiteB" DSN="SalesDB" DataDirectory="C:CompanyData\SalesData" />

</Sites>

</Configuration>

</DXDeployment> 

第 1 サイ トでの DXdeploy の実行

第 1 サイ トで DXdeploy を実行するには

1 第 1 サイ トでコマンド  プロンプ ト を開き、 以下を入力します。

dxdeploy "C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs\EXP_1WAY.XML" 

コマンドでは、 大文字と小文字は区別されません。 

2 Enter キーを押します。 

DXdeploy は実行するにつれ、特定の操作を完了する と画面に高レベルな状態メ ッセージを表示します。配置

に成功した場合、 以下のメ ッセージが表示されます。

 CreateDSN 操作を開始しています ...

 Design 操作を開始しています ...

 Activate 操作を開始しています ...

 アクティブ化を完了し、 現在はテーブルを同期させています ...

デフォルトでは、DXdeploy からの詳細なメ ッセージは dxdeploy.log に書き込まれ、画面には表示されません。

このログは C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles にあ り ます。 DXdeploy を実行しながら画面に詳

細メ ッセージを表示したい場合は、 /LOGFILE= オプシ ョ ンを使用してください。

3 たとえば、 次のよ うに入力します。

dxdeploy /LOGFILE= "C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs\EXP_1WAY.XML" 
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DXdeploy が完了する と、 コマン ド  プロンプ ト が再度表示されます。 DXdeploy ログ フ ァ イルを調べて、

DXdeploy が完了したと きを判断するこ と もできます。 ログ ファ イルの最後には、 「すべての配置操作が正常

に完了しました。」 という メ ッセージが表示されます。

4 状況によ り、ZenCC をまだ実行していない場合は起動します （［スタート ］ メニューから ［Zen Control Center

およびドキュメン ト ］ を選択します）。

5 Zen エクスプローラーで ［エンジン］ の下にある  SalesDB ブランチを展開します。 SalesDB がデータベース

と して一覧に表示され、そのレプリ ケーシ ョ ン ノードに、データベースがアクティブであるこ とを示す A と

い う文字が表示されているこ とに注目して ください。 

テンプレート をパートナー サイ トにコピー

 テンプレート をパートナー サイ トにコピーするには

1 第 1 サイ トで DXdeploy が完了したら、 SalesData ディレク ト リ を \Program Files (x86)\Actian\Zen\

Replication\Templates\SalesDB からパートナー サイ トの C:\CompanyData へコピーします。

メモ  こ こで使用する例では、 データ  ファ イルは相対パスと絶対パスの両方を使用しているので注意してく

ださい。 ファ イルをコピーする際、 DataDirectory に指定した場所以外にあるファイルは絶対パスを含める必

要があります。 ファ イルのコピー先については、 Real-Time Backup のレプリ ケーシ ョ ン例の 「ファ イルのコ

ピー」 を参照して ください。

ヒン ト   DXdeploy 配置を使用する場合、 テンプレートはデータベース  ファ イルのコピーです。 これらのファ

イルは C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Template ディレク ト リにあ り ます。

パートナー サイ トでの DXdeploy の実行

パートナー サイ トで DXdeploy を実行するには

1 パートナー サイ トでコマンド  プロンプ ト を開きます。 

2 コマンド  プロンプ トで、 以下のよ うに入力します。

dxdeploy C:\CompanyData\SalesData\EXP_1WAY.XML 

コマンドでは、 大文字と小文字は区別されません。 

3 Enter キーを押します。 

DXdeploy は特定の操作を完了する と画面に高レベルな状態メ ッセージを表示します。 配置に成功した場合、

以下のメ ッセージが表示されます。

 CreateDSN 操作を開始しています ...

 Design 操作を開始しています ...

 Activate 操作を開始しています ...
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デフォルトでは、DXdeploy からの詳細なメ ッセージは dxdeploy.log に書き込まれ、画面には表示されません。

DXdeploy が完了する と、 コマン ド  プロンプ ト が再度表示されます。 DXdeploy ログ フ ァ イルを調べて、

DXdeploy が完了したと きを判断するこ と もできます。 ログ ファ イルの最後には、 「すべての配置操作が正常

に完了しました。」 という メ ッセージが表示されます。

DXdeploy はパートナー サイ トで実行される と き、 第 1 サイ ト との初期レプリ ケーシ ョ ンを実行します。 このレ

プリ ケーシ ョ ンは、 第 1 サイ ト上と同じになるよ うに、 パートナー サイ トにデータを置きます。

メモ  データベースのサイズや接続の帯域幅によって、 初期レプ リ ケーシ ョ ンに数分から数時間かかる場合

があ り ます。

ヒン ト   作成したばかりの配置されたデータベースを削除する手順については、「配置されたサンプル データ

ベースを削除する」 を参照して ください。
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DXdeploy を使用した双方向の配置

この ト ピッ クでは、DXdeploy ユーティ リ ティ を使用した、高レベルでのレプリ ケーシ ョ ン用データベースの配置

方法について説明します。 作業例と して、 サンプル データベース  TRACKER を使用します。 このサンプル デー

タベースは、 Zen のインス トールで提供されます。 この例は、 Data Synchronization Edition でのみ使用できます。

Real-Time Backup Edition は一方向のレプリ ケーシ ョ ンのみをサポート します。

この例のセッシ ョ ンでは、 2 台のマシンが必要です。 1 台には、 第 1 サイ ト と して DataExchange がインス トール

されている必要があ り ます。 も う  1 台には、 パートナー サイ ト と して DataExchange がインス トールされている

必要があ り ます。DXdeploy を使用する前に、DataExchange ユーザーの「管理者権限」による指示に従ってください。

手順に従って例を操作するために、 次の作業を使用します。

1 「XML 記述子ファイルの作成」

2 「第 1 サイ トでの DXdeploy の実行」

3 「テンプレート をパートナー サイ トにコピー」

4 「パートナー サイ トでの DXdeploy の実行」

これらの手順では、 レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールの設定を省略しています。 TRACKER の配置は一例であ り、

レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールの設定は必要ではないためです。

開始の前に

この作業を実行する前に、 第 1 サイ ト とパートナー サイ トに DataExchange をインス トールしておく必要があ り

ます。

ヒン ト   この配置の例を試した後にデータベースを元の状態に復元できるよ う、操作を始める前にデータベー

ス  ファ イルのコピーを保存しておく こ とをお勧めします。

XML 記述子ファイルに必要な変更をもれなく行うため、 以下の項目のメモを作成するこ とをお勧めします。

 2 つのデータベース  サーバーの名前または IP アドレス

 元のデータのルート  パス

 元のデータのディ レク ト リ と ファ イル名

 レプリ ケート されたデータのルート  パス

注意   これから配置しよ う とするデータベースを使用するすべてのアプリ ケーシ ョ ンは、 この配置方法を使

用する前にシャッ ト  ダウンしておく必要があ り ます。

XML 記述子ファイルの作成

 XML 記述子ファイルを作成するには

1 ディ レク ト リ  C:\Program Files\Actian\Zen\Replication\Docs\ で、 XML 記述子ファイル CUSTOM.XML のコ

ピーを作成し、 そのコピーの名前を CUST_2WAY.XML に変更します。

このファイルは、 第 1 サイ トのマシン上の任意の場所に移動できます。 この作業では、 元の場所に保管され

ているこ とを前提と します。 CUSTOM.XML がシステムからなくなっている場合は、 次の手順のテキス ト を

コピーして、 ファ イルを再作成して ください。

2 テキス ト  エディ ターで CUST_2WAY.XML を開きます。
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このテンプレート ファ イルは、 「XML 配置記述子ファイル」 に記載されている  EXPRESS.XML とは若干異な

り ます。 次のよ うな内容が含まれています。

<?xml version="1.0"?>

<DXDeployment>

<Configuration Project="DXProj" Network="DXNet" Release="1.0" Method="1-way">

<Sites>

<First ServerName="this.hostname" DSN="DXDatabase" DataDirectory="C:\MYDATA">

<Files>

<Include Path="*.mkd" /> 

<Include Path="MoreData\dataFile.dat" />

<Exclude Path="DontNeed.dat" />

<Include Path="C:\OtherDir\*" />

<Exclude Path="C:\OtherDir\Temp*" />

<Include Path="*.ddf" />

</Files>

</First>

<Partner ServerName="remote.hostname" DSN="DXDatabase" DataDirectory="C:\MYDATA" /> 

</Sites>

</Configuration>

<Actions>

<CreateDSN />

<Design />

<Activate />

</Actions>

</DXDeployment> 

3 この例では、 CUST_2WAY.XML の内容を次のよ うに置き換えます。

<?xml version="1.0"?>

<DXDeployment>

<Configuration Project="mydbproject" Network="admin dept net" Release="1.0" Method="2-

way">

<Sites>

<First ServerName="SiteA" DSN="TrackerDB" DataDirectory="C:\ProgramData\Actian\Zen\

Replication\Demodb">

<Files>

<Include Path="*.mkd" /> 

<Include Path="Misc\*.dat" />

<Include Path="Misc\misc_file3.dat" />

<Include Path="C:\Archive\*.dat" />

<Include Path="C:\Archive\History.dat" /> 

<Include Path="*.ddf" />

</Files>

</First>

<Partner ServerName="SiteB" DSN="TrackerDB" DataDirectory="C:\Program Files\Actian\

Zen\Replication\Demodb" /> 

</Sites>

</Configuration>

<Actions>

<CreateDSN />
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<Design />

<Activate />

</Actions>

</DXDeployment> 

第 1 サイ トでの DXdeploy の実行

第 1 サイ トで DXdeploy を実行するには

1 第 1 サイ トでコマンド  プロンプ ト を開き、 以下を入力します。

dxdeploy "C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs\CUST_2WAY.XML" 

2 Enter キーを押します。 

DXdeploy は特定の操作を完了する と画面に高レベルな状態メ ッセージを表示します。 配置に成功した場合、

以下のメ ッセージが表示されます。

 CreateDSN 操作を開始しています ... 

 Design 操作を開始しています ... 

 Activate 操作を開始しています ... 

 アクティブ化を完了し、 現在はテーブルを同期させています ... 

デフォルトでは、DXdeploy からの詳細なメ ッセージは dxdeploy.log に書き込まれ、画面には表示されません。

このログは C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles にあ り ます。 DXdeploy を実行しながら画面に詳

細メ ッセージを表示したい場合は、 /LOGFILE= オプシ ョ ンを使用して ください。 たとえば、 dxdeploy /

LOGFILE= CUST_2WAY.XML のよ うに指定します。 等号の後には空白文字があ り ます。

DXdeploy が完了する と、 コマン ド  プロンプ ト が再度表示されます。 DXdeploy ログ フ ァ イルを調べて、

DXdeploy が完了したと きを判断するこ と もできます。 ログ ファ イルの最後には、 「すべての配置操作が正常

に完了しました。」 という メ ッセージが表示されます。

3 Control Center （ZenCC） を開いて Zen エクスプローラーでエンジンの下の TrackerDB ブランチを開く こ と も

できます。 TrackerDB がデータベースと して一覧に表示され、 そのレプリ ケーシ ョ ン ノードに、 データベー

スがアクティブであるこ とを示す A という文字が表示されているこ とに注目してください。

テンプレート をパートナー サイ トにコピー

 テンプレート をパートナー サイ トにコピーするには

DXdeploy が第 1 サイ トで完了した後、 DemoDB ディ レク ト リ を第 1 サイ トの次のディ レク ト リから  

C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Templates\TrackerDB 

パートナー サイ トの次のディ レク ト リへコピーします。

C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication

この例では、相対的な場所と絶対的な場所の両方にデータ  ファ イルを格納しています。ファ イルをコピーする際、

DataDirectory に指定した場所以外にあるファイルは絶対パスを含める必要があ り ます。 コピー場所の詳細につい

ては、 「ファ イルのコピー」 を参照して ください。
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メモ  DXdeploy 配置を使用する場合、 テンプレートはデータベース  ファ イルのコピーから成り ます。 これら

のファイルはすべて、 C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Templates にあ り ます。

パートナー サイ トでの DXdeploy の実行

パートナー サイ トで DXdeploy を実行するには

1 パートナー サイ トでコマンド  プロンプ ト を開き、 次のコマンドを実行します。

dxdeploy "C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\DemoDB\CUST_2WAY.XML" 

2 Enter キーを押します。 

DXdeploy は特定の操作を完了する と画面に高レベルな状態メ ッセージを表示します。 配置に成功した場合、

以下のメ ッセージが表示されます。

 CreateDSN 操作を開始しています ...

 Design 操作を開始しています ...

 Activate 操作を開始しています ...

デフォルトでは、DXdeploy からの詳細なメ ッセージは dxdeploy.log に書き込まれ、画面には表示されません。

DXdeploy が完了する と、 コマン ド  プロンプ ト が再度表示されます。 DXdeploy ログ フ ァ イルを調べて、

DXdeploy が完了したと きを判断するこ と もできます。 ログ ファ イルの最後には、 「すべての配置操作が正常

に完了しました。」 という メ ッセージが表示されます。

DXdeploy はパートナー サイ トで実行される と き、 第 1 サイ ト との初期レプリ ケーシ ョ ンを実行します。 このレ

プリ ケーシ ョ ンは、 第 1 サイ ト上と同じになるよ うに、 パートナー サイ トにデータを置きます。

メモ  データベースのサイズや接続の帯域幅によって、 初期レプ リ ケーシ ョ ンに数分から数時間かかる場合

があ り ます。

ヒン ト   作成したばかりの配置されたデータベースを削除する手順については、「配置されたサンプル データ

ベースを削除する」 を参照して ください。
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8Real-Time Backup 配置

Real-Time Backup のモデル

以下のト ピッ クでは、 Real-Time Backup レプリ ケーシ ョ ンの配置方法について説明するほか、 レプリ ケート され

たデータベースを復元する必要が生じた場合などの障害回復手順についても説明します。

 「Real-Time Backup 構成」

 「障害回復」
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Real-Time Backup 構成

Real-Time Backup 構成では、 Zen データベースのデータを、 同様に Zen と  DataExchange を実行しているスタンバ

イ  バッ クアップ サーバーへリ アルタイムにレプリ ケート します。システム障害時に、ク ライアン ト をスタンバイ

サーバーに割り振る こ とができます。 次の図は、 一方向のレプ リ ケーシ ョ ン バッ クア ップを示しています。

ServerA とい う名前の第 1 サイ トは、 バッ クアップ サーバーと して働く  ServerB という名前のパートナー サイ ト

にネッ ト ワーク接続されています。 ServerA ではデータベース  dbA を実行しています。 DataExchange は dbA デー

タベースのコピーをバッ クアップ サーバーに保持し、 設定されているスケジュールに従って、 ServerA での変更

をレプリ ケート します。

図 1  Real-Time Backup 構成 

開始の前に

この作業例に従うには、 Zen データベース  エンジンをインス トール済みの第 1 サイ ト とパー ト ナー サイ ト に

DataExchange をインス トールします。

この例では以下のこ とを前提と しています。

 「レプ リ ケーシ ョ ン配置」 を既に読んでいる。 

 ServerA という名前の第 1 サイ ト と、 ServerB という名前のパートナー サイ トがある。

 この例では、 Zen インス トールに付属している  Demodata サンプル データベースのコピーが使用される。

ZenCC のスキーマのエクスポートおよびインポート機能を使用して、Demodata のコピーを第 1 サイ トの別の

場所 （C:\Data など） に作成するこ とを検討してください。

DXdeploy を使用した配置

データベースを Real-Time Backup 構成で配置するには

1 レプリ ケートするデータベースがアプリ ケーシ ョ ンからアクセスされていないこ とを確認してください。

たとえば、 Demodata が Myapp.exe で使用されている場合、 Demodata をレプリ ケーシ ョ ン用に配置する間は、

Myapp が Demodata にアクセスしないよ うにしてください。

2 第 1 サイ トで、 テキス ト  エディ ターを使用して XML 記述子ファイル EXPRESS.XML を開きます。 64 ビッ

ト  システムでは、 このファイルは C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Docs にあ り ます。

3 XML 記述子ファイルを編集して、 ServerA と  ServerB バッ クアップの適切な情報を指定します。
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サイ ト ごとに異なる記述子ファイルを使用して編集するこ とに注意して ください。 記述子ファイル内のいく

つかの情報は、 そのファイルを使用するたびに一意である必要があ り ます。 これについて以下の表で説明し

ます。 

4 EXPRESS.XML を任意の場所に ServerA.xml と して保存します。 この例では、 C:\ と仮定します。

5 ServerA の Demodata ディ レク ト リ を ServerB のバッ クアップ ディ レク ト リにコピーします。

バッ クアップの場所は一意で、 かつ、 XML 記述子ファイルに指定された第 1 サイ トの DataDirectory の場所

と一致する必要があ り ます。 この作業では、バッ クアップの場所が C:\Demodata_Backup_ServerA である と仮

定します。

6 ServerA でコマンド  プロンプ ト を開き、 以下のよ うに入力します。

dxdeploy /Site=First C:\ServerA.xml 

7 Enter キーを押します。 

DXdeploy は高レベルな状態メ ッセージを表示し、 完了する と、 コマンド  プロンプ トが再度表示されます。

8 DXdeploy が完了したら、 以下のよ うに入力します。

dxdeact <First Site DSN> 

<First Site DSN> は第 1 サイ トの ServerA.xml で指定した DSN です。

9 Enter キーを押します。 

XML 記述子ファイルの属性 パートナー サイ ト

ごとに一意である

必要性

注記

Project Yes

Network Yes

Release No

First ServerName No 第 1 サイ トの名前です。

First Site DSN Yes DSN も第 1 サイ トで一意である必要があ り ます。

First Site DataDirectory Yes パートナー サイ トにバッ クアップするための、第 1 サイ ト上の場所

です。

Relative Include Path No たとえば、 パートナー サイ トの "*.mkd" ファイルを含めるこ とがで

きます。

Absolute Include Path Yes パートナー サイ トの絶対パスは、第 1 サイ トの絶対パス と競合しな

いでください。たとえば、ServerA と  ServerB がそれぞれ同じ絶対パ

ス  C:\mydata\table1.mkd を使用している場合、 そのパスは第 1 サイ

トに 1 つしか存在できません。パートナー サイ トの table1.mkd ファ

イルが第 1 サイ トで上書きされるこ とになるため、 競合が発生しま

す。

Partner ServerName Yes

Partner DSN No DSN はパートナー サイ ト上で一意であれば、 各パートナーで同じ

DSN を使用するこ とができます。 

Partner DataDirectory No バッ クアップする第 1 サイ トの場所は、パートナー サイ ト上のバッ

クアップの場所と同じである必要はあ り ません。
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10 第 1 サイ トの C:\Demodata_Backup_ServerA にある  DataExchange ディ レク ト リの内容を、ServerB の Demodata

ディ レク ト リにコピーします。

11 第 1 サイ トの ServerA.xml を ServerB にコピーします。

12 第 1 サイ トでコマンド  プロンプ ト を開いて、 以下のよ うに入力します。

dxact /FIRSTSITE <First Site DSN> 

<First Site DSN> は第 1 サイ トの ServerA.xml で指定した DSN です。

13 Enter キーを押します。 

14 ServerA でコマンド  プロンプ ト を開き、 以下のよ うに入力します。

dxdeploy /Site=Partner C:\ServerA.xml 

15 Enter キーを押します。 

DXdeploy はその操作を完了する と画面に高レベルな状態メ ッセージを表示します。DXdeploy が完了する と、

コマンド  プロンプ トが再度表示されます。

16 ServerA でレプリ ケーシ ョ ン スケジュールを設定します。

レプリ ケーシ ョ ン スケジュールの設定方法については、 「レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールの管理」 を参照し

て ください。

17 アプリ ケーシ ョ ンをオンラインに戻します。
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障害回復

この ト ピッ クでは、 1 つのレプリ ケーシ ョ ン サイ トの障害からの回復方法を説明します。 こ こでは、 プライマ リ

サイ トで障害が発生し、一時的にバッ クアップ サイ トへ生産を切り替える必要が生じたと仮定します。プライマ

リ  サイ トが再度準備できたら、 プライマ リ  サイ ト / バッ クアップ サイ トのレプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークを再

確立する必要があ り ます。 

もちろん、障害はバッ クアップ サイ トで起こるこ と もあ り ます。 その場合も、 プライマ リ をバッ クアップに置き

換えるだけで、 この情報が適用されます。 説明を簡単にするため、 また、 障害回復で一般的に使用される用語と

一致させるため、 この ト ピッ クではプライマ リ  サイ ト とバッ クアップ サイ ト と呼ぶこ とにします。 これらは、そ

れぞれ第 1 サイ ト とパートナー サイ トである と考えてください。

こ こでの情報は、 リ アルタイム バッ クアップまたは一方向の状況のみに適用されます。 リ アルタイム バッ クアッ

プの配置の説明については、 「配置処理」 を参照してください。一方向の配置の作業例については、 「DXdeploy を
使用した一方向の配置」 を参照して ください。

フェールオーバー

障害が発生した場合、 ユーザーがバッ クアップ サイ トにアクセスするよ うに切り替える必要があ り ます。 別の

サーバーへの切り替えを行うには、 ご自身の会社に適した方法を選んでください。 それらの方法は多岐に渡って

いるため、 このマニュアルで扱う範囲を超えています。 

バッ クアップ サイ トには現在のデータが存在するので、 アプリ ケーシ ョ ンはそれまでと同様に機能し続けます。

ユーザーがバッ クアップ サイ トにアクセスしたら、第 1 サイ ト を再確立します。プライマ リ  サイ トのデータに関

する  2 つの障害シナリオを立てられます。

 プライマ リ  サイ トは壊滅的に破壊され、 そこからのデータの回復はまったく不可能である。

 プライマ リ  サイ トはサービスを再開してそのデータも使用できるが、 最新の状態ではない。

データの回復不能

プライマ リ  サイ トの再確立を行うには、 以下の手順を使用します。

新しいプライマリ  サイ ト を設定するには

1 Zen データベース製品を新しいマシンにインス トールします。

2 DataExchange を新しいマシンにインス トールします。 

そのシステムが以前第 1 サイ トだった場合は、第 1 サイ ト をインス トールします。パートナー サイ トであっ

た場合は、 パートナー サイ ト をインス トールします。 

3 以前インス トールされていたアプリ ケーシ ョ ンを新しいシステムにインス トールします。

これによ り、 新しいマシンにアプリ ケーシ ョ ン データベースの最新のコピーが作成されます。

4 バッ クアップ サイ ト上のレプリ ケーシ ョ ン データベースに使用されているのと同じデータ  ソース名 （DSN）

で、 プライマ リ  サイ ト上に DSN を作成します。

5 バッ クアップ サイ ト上のアプリ ケーシ ョ ンをオフラインにします。

必ず、プライマ リ  サイ ト とバッ クアップ サイ トの同期をと るまではデータベースにアクセスされないよ うに

して ください。 

6 バッ クアップ サイ トのレプリ ケーシ ョ ン データベースを非アクティブにします。

「dxdeact」 を参照してください。

7 バッ クアップ マシンから以下のファイルをプライマ リ  マシンの同じ場所にコピーします。

 すべてのユーザー データベース  テーブル。

 すべてのデータ辞書ファイル （DDF）。
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 すべてのレプリ ケーシ ョ ン制御テーブル。 各データ  テーブルの名前の先頭には、 プレフ ィ ッ クス  PDC
が付いています。 デフォルトの場所は C:\ProgramData\Actian\Zen\< データベース名 >\DX_< プロジェ

ク ト名 > です。

 次の一覧に示される、すべてのレプリ ケーシ ョ ン システム テーブル。 これらのデフォルトの場所は C:\
ProgramData\Actian\Zen\Replication\Data です。 

8 プライマ リ  サイ トのレプリ ケーシ ョ ン データベースをアクティブにします。

「dxact」 を参照してください。

9 バッ クアップ サイ トのレプリ ケーシ ョ ン データベースをアクティブにします。

「dxact」 を参照してください。 バッ クアップ サイ ト をアクティブにする と、 プライマ リ  サイ ト との初期レプ

リ ケーシ ョ ンが実行されるこ とに注意して ください。初期レプリ ケーシ ョ ンは完全なレプリ ケーシ ョ ンで、2

台のマシン間ですべてのデータが同期化されます。

これで、 プライマ リ  サイ ト とバッ クアップ サイ トは同一データを保持します。

10 プライマ リ  サイ トからバッ クアップ サイ トへのレプリ ケーシ ョ ン スケジュールを再作成してください。

「スケジュールの作業」 を参照して ください。

11 ユーザーがプライマ リ  サイ トにアクセスするよ うに切り替え、 アプリ ケーシ ョ ンをオンラインに戻します。

回復可能だが最新ではないデータ

プライマ リ  サイ トの再確立を行うには、 以下の手順を使用します。

既存のプライマリ  サイ ト をレプリケーシ ョ ンに戻すには

1 プライマ リ  マシンをオンラインに戻します。

2 アプリ ケーシ ョ ンをオフラインにします。

必ず、プライマ リ  サイ ト とバッ クアップ サイ トの同期をと るまでは、データベースにアクセスされないよ う

にして ください。

3 プライマ リ  サイ トのレプリ ケーシ ョ ン スケジュールをすべて削除します。

dacthist.mkd dactsite.mkd dacttbl.mkd

dcmd.mkd dcmdsite.mkd dcnf.mkd

dfkey.mkd dfragf.mkd dfragi.mkd

dgrp.mkd didb.mkd didbdef.mkd

dkey.mkd dlang.mkd dmsg.mkd

dmsglang.mkd dpkey.mkd dprm.mkd

dprmgrp.mkd dprmtyp.mkd dqueue.mkd

dsched.mkd dschema.mkd dset.mkd

dsfsite.mkd dsite.mkd dsiteext.mkd

dsitelnk.mkd dsiteset.mkd dsort.mkd

dtblchg.mkd dtrn.mkd dusr.mkd

dusrgrp.mkd dusrprf.mkd dver.mkd

dwsts.mkd
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「スケジュールの作業」 を参照して ください。

4 プライマ リ  サイ ト とバッ クアップ サイ トの両方のレプリ ケーシ ョ ン データベースを非アクティブにしま

す。

「dxdeact」 を参照してください。

5 プライマ リ  サイ トのレプリ ケーシ ョ ン データベースをアクティブにします。

「dxact」 を参照してください。

6 バッ クアップ サイ トのレプリ ケーシ ョ ン データベースをアクティブにします。

「dxact」 を参照してください。 バッ クアップ サイ ト をアクティブにする と、 プライマ リ  サイ ト との初期レプ

リ ケーシ ョ ンが実行されるこ とに注意して ください。 これは完全なレプリ ケーシ ョ ンで、 2 つのシステムで

すべてのデータが同期化されます。

これで、 プライマ リ  サイ ト とバッ クアップ サイ トは同一データを保持します。

7 プライマ リ  サイ トからバッ クアップ サイ トへのレプリ ケーシ ョ ン スケジュールを再作成してください。

「スケジュールの作業」 を参照して ください。

8 アプリ ケーシ ョ ンをオンラインに戻します。
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9 Data Synchronization 配置モデル

Data Synchronization で使用できる配置モデルの概観

以下のト ピッ クで、 Data Synchronization で使用可能なさまざまな配置方法とオプシ ョ ンに関連する概念的な情報

について説明します。 また、 それぞれの方法について手順の説明も提供します。

 「Data Synchronization 配置方法」

 「DataExchange 実装のオプシ ョ ン」
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Data Synchronization 配置方法 

Data Synchronization は、 データベースの特性とビジネスのニーズに応じて、 レプリ ケーシ ョ ンの配置方法を 2 つ
用意しています。 それは、 一方向と双方向です。

最適な配置方法を決定するには、 次の表を参考にして ください。 この表には、 データベースの特性と、 それらの

ニーズに合う最適な配置方法が挙げられています。 したがって、 お使いのデータベースが最初の列に挙げられて

いる特性を持っている場合、 2 番目の列の対応する配置方法を選択するこ とになり ます。  

表 2 Data Synchronization 配置方法

データベースの特性 配置方法

以下の 1 つまたは両方が必要な場合、

• バッ クアップ コピーからデータを確実に復元できる、 データ  レプ リ ケーシ ョ ンのソ リ ューシ ョ

ン。 レプ リ ケーシ ョ ンの方向は、 1 つのマシンから別のマシンへの一方向である。

• データのバッ クアップが行え、 バッ クアップ サーバー上でレポート を実行できる、 データ  ポー

タルのソ リ ューシ ョ ン。

一方向

以下の 1 つまたは両方に合致する場合、

• データ同期ソ リ ューシ ョ ン （双方向のレプリ ケーシ ョ ン） が必要。

• 高度な競合の処理は必要と しない。 つま り、 レコードの競合は最新のタイムスタンプやその他の

条件に基づいて列レベルで処理できる。

双方向
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DataExchange 実装のオプシ ョ ン

配置方法で使用できる実装オプシ ョ ンは、 DX Deployment Wizard と  DXdeploy ユーティ リ ティです。

DX Deployment Wizard 

DX Deployment Wizard を使用して、 一方向および双方向の配置方法を実装するこ とができます。 ウ ィザードは、

レプリ ケーシ ョ ン データベースを配置するため、また必要であればレプリ ケーシ ョ ン スケジュールを作成するた

めに必要な情報の入力を順々に案内します。 ウ ィザードは、 第 1 サイ トで配置を行った場合、 配置バンドルを作

成します。 このバンドルは、 パートナー サイ トで配置を完成させるために使用されます。 ウ ィザードは、 レプ リ

ケーシ ョ ン テンプレートのデザイン、 レプリ ケートするデータベースのアクティブ化、 テーブルの同期、初期レ

プリ ケーシ ョ ンの実行、 およびレプリ ケーシ ョ ン スケジュールの設定を自動化します。

DX Deployment Wizard の詳細については、 「dpwizard」 を参照して ください。

DXdeploy ユーティ リテ ィ

DXDeploy ユーティ リ テ ィ を使用して、 一方向および双方向の配置方法を実装するこ とができます。 このコマン

ド  ライン ユーティ リ ティは、データベースおよびレプリ ケーシ ョ ン環境に関する具体的な情報を含めるよ う作成

された XML 記述子ファ イルから情報を読み取り ます。 ユーティ リ ティ を実行する際に、 このファ イルを引数と

して含めます。DXdeploy は XML 記述子ファイルを使用してレプリ ケーシ ョ ン テンプレート をデザインし、レプ

リ ケートするデータベースをアクティブにして、 テーブルを同期させ、 初期レプリ ケーシ ョ ンを実行します。

DataExchange には 2 つの異なる  XML 記述子テンプレートが含まれているので、 これを使用して独自の XML 記
述子ファイルを作成し、 DXdeploy で使用するこ とができます。 テンプレートのコピーを作成してそれを編集し、

独自のデータをレプリ ケートするために Dxdeploy で必要な情報が含まれるよ うにします。 テンプレート  ファ イ

ルに入っているデフォルト値では、 データを正常にレプリ ケートするこ とはできません。 これらのテンプレート

と、 DXdeploy がどのよ うにそれを使用するかの詳細については、 「dxdeploy」 を参照してください。 

メモ  DXdeploy ユーティ リ ティ と  XML 記述子テンプレートの使用は任意です。多くのユーザーは単に、 ［ス

タート ］ メニューまたは ZenCC の ［DataExchange］ メニューから  DX Deployment Wizard を実行します。

次に行う こと

も う、ご自身にとって最適な配置方法および実装オプシ ョ ンについての名案をお持ちのこ とでし ょ う。次の表は、

説明する各配置方法と実装オプシ ョ ンを示しているほか、 それぞれ特定のシナリオを実現するための具体的な指

示が記載されている場所も挙げています。  

DataExchange の配置方法と実装オプシ ョ ン 手順の説明

一方向、 Deployment Wizard を使用 「DX Deployment Wizard を使用したレプ リ ケーシ ョ ン配置」 を参照

してください。

一方向、 DXdeploy を使用 「DXdeploy を使用した一方向の配置」 を参照してください。

双方向、 Deployment Wizard を使用 「DX Deployment Wizard を使用したレプ リ ケーシ ョ ン配置」 を参照

してください。

双方向、 DXdeploy を使用 「DXdeploy を使用した双方向の配置」 を参照してください。
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10DataExchange のユーティ リテ ィ
とサービスの使用

DataExchange のユーティ リ ティ とサービスのリ ファレンス

レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークを作成および管理するためのさまざまなフェーズで使用されるツールやリ ソー

スについて、 以下の項目で説明します。

 「ユーティ リ ティ とサービスの概要」

 「コマンド  ライン ユーティ リ ティの リ ファレンス」

 「GUI ユーティ リ ティ」

 「サービス」
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ユーティ リテ ィ とサービスの概要

DataExchange にはレプ リ ケーシ ョ ンのすべての段階で使用される一揃いのユーティ リ テ ィ とサービスが含まれ

ています。 DataExchange のユーティ リ ティは、 レプリ ケーシ ョ ンの必要条件をデザイン、 カスタマイズおよび管

理するのに役立ちます。 この ト ピッ クでは、 以下の項目について説明します。

 「レプ リ ケーシ ョ ンの段階と使用するユーティ リ ティ」

 「ユーティ リ ティのアクセス方法」

レプリケーシ ョ ンの段階と使用するユーティ リテ ィ

次の表に DataExchange のユーティ リ ティ とサービス、および、それぞれが使用されるレプリ ケーシ ョ ンの主要な

段階を示します。 DataExchange ユーティ リ ティ とサービスの詳細については、 この表に示されている ト ピッ クで

説明しています。 

ユーティ リテ ィのアクセス方法

DataExchange ユーティ リ ティのいくつかは、 Control Center （ZenCC） で開かれるウ ィンド ウ と してアクセスする

か、 あるいは ［スタート ］ メニューからアクセスするこ とができます。 他のツールはコマンド  ラ イン インター

レプリケーシ ョ ンの段階 ユーティ リテ ィ / サービス名 ファイル名 詳細情報

アクティブ化 プロジェク ト  リ リースのアクティブ化 「dxact」 「dxact」 を参照 

非アクティブ化 プロジェク ト  リ リースの非アクティブ化 「dxdeact」 「dxdeact」 を参照 

アクティブ化 データベースへのイベン ト  ハンド ラー DLL パス

を読み書きするためのユーティ リ ティ

「dxdeploy」 「dxdeploy」 を参照 

デザイン / アクティブ化 配置ユーティ リティ 「dxdeploy」 「dxdeploy」 を参照

デザイン / アクティブ化 Deployment Wizard 「dpwizard」 「dpwizard」 を参照

デザイン 動的テーブルの設定およびテス ト のユーテ ィ リ

ティ

（Real-Time Backup Edition のみ）

「dxdynpath」 「dxdynpath」 を参照 

デザイン Template Remover Wizard 「trwizard」 「trwizard」 を参照 

レプ リ ケーシ ョ ン DataExchange エージェン ト  「dxagent」 「dxagent」 を参照 

レプ リ ケーシ ョ ン 制御テーブルのク リ ーンア ップ設定ユーテ ィ リ

ティ

「dxcleanup」 「dxcleanup」 を参照 

レプ リ ケーシ ョ ン テーブルの同期化およびチェ ッ クのユーテ ィ リ

ティ

「dxsynctables」 「dxsynctables」 を参照 

レプ リ ケーシ ョ ン Administrator 「da」 「da」 および 
「DataExchange Manager 
の使用」 を参照

レプリ ケーシ ョ ン 統計およびログ ビュー 「replmonitor」 「replmonitor」 および 
「DataExchange 監視

ツールの使用」 を参照

レプリ ケーシ ョ ン コン ソール レプ リ ケーシ ョ ン初期化ユーテ ィ リ

ティ

「dxrepl」 「dxrepl」 を参照 

すべて Zen Replication 「replserv」 「replserv」 を参照 
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フェイスのみを提供するため、 コマンド  プロンプ トから実行する必要があ り ます。サービスには、 Windows のコ

ン ト ロール パネルからアクセスできます。以下の ト ピッ クでは、 DataExchange ユーティ リ ティ、 サービスおよび

シ ョート カッ トにアクセスするさまざまな方法について示します。

コマンド ライン ユーティ リテ ィにアクセスする

レプリ ケーシ ョ ンのコマンド  ライン ユーティ リ ティ を実行するには、 コマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開きま

す。

メモ  詳細については、 「コマンド  ライン ユーティ リ ティの リ ファレンス」 を参照してください。

ZenCC の GUI ユーティ リテ ィやウィザードにアクセスする

GUI ユーティ リ ティやウ ィザードを実行するには、 次の手順を実行します。

1 ZenCC のツ リー ビューを展開し、 項目を選択します。 

ZenCC のメニューはツ リー内のどの項目が選択されたかによって異なるものが表示されます。

2 データベースのレプリケーシ ョ ン ノードを選択します。

3 ZenCC メニューから ［DataExchange］ を選択し、 ユーティ リ ティ を指定します。

メモ  詳細については、 「GUI ユーティ リ ティ」 を参照して ください。
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コマンド  ライン ユーティ リテ ィのリファレンス

この ト ピ ッ クでは、 DataExchange のコマンド  ラ イン ユーティ リ テ ィの リ ファレンスを提供します。 次の表に、

ユーティ リ ティ と簡単な説明を示します。各ユーティ リ ティの詳細と使用できるコマンド  ライン オプシ ョ ンの一

覧は、 この表の後にあ り ます。 

dxact

DataExchange プロジェク ト  リ リースのアクテ ィブ化

説明

このプログラムは、 有効なデータベースをローカル レプリ ケーシ ョ ン ランタイム環境に登録するこ とによって、

そのデータベースをアクティブ化します。

レプリ ケーシ ョ ン エンジンが実行中で制御テーブルが存在する場合、最初のパートナー サイ ト との最初のレプリ

ケーシ ョ ンは自動的に実行されます。 最初のレプリ ケーシ ョ ンが成功する と、 新し くアクティブ化されたデータ

ベースは、 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールなど、 ネッ ト ワーク内のすべての管理データを完全に認識します。

構文

dxact [ オプシ ョ ン ] <DSN> 

ユーティ リテ ィ  
ファイル名

ユーティ リテ ィ名 説明

「dxact」 データベース  アクティブ化ユー

ティ リ ティ

ローカル ランタ イム環境でレプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上のサ

イ トに属するこ とを登録するこ とによ り、 有効なデータベースをア

クティブ化します。

「dxcleanup」 制御テーブルのク リーンアップ

設定ユーティ リ ティ

アクテ ィブなデータベースの制御テーブルのク リーンアップ スケ

ジュールを設定または取得します。

「dxdeact」 データベース  非ア ク テ ィ ブ化

ユーティ リ ティ

dxact を使用して以前にアクテ ィブ化した リ リースを非アクテ ィブ

化します。

「dxdeploy」 配置ユーティ リ ティ DataExchange を  XML 配置記述子ファイルで指定した設定を使用し

て 2 つのサイ トに配置します。

「dxdynpath」

（Real-Time 
Backup Edition 
のみ）

動的テーブルの設定およびテス

トのユーティ リ ティ

デザインされたデータベースの正規表現と ファ イル パターンの追

加、 置換、 表示およびテス ト をサポート します。

「dxrepl」 コンソール レプリ ケーシ ョ ン初

期化ユーティ リ ティ

ファ イルを DSN からパートナー サイ トへレプリ ケート します。

「dxsynctables」 テーブルの同期化およびチェ ッ

クのユーティ リ ティ

DataExchange イベン ト  ハンド ラーが処理に失敗した変更データを

見つけ、 制御テーブルを一貫性のある状態に戻します。

引数 説明

<DSN> アクティブ化されるデータベースのデータ  ソース名です。
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オプシ ョ ン

例

第 1 サイ ト のコマンド  プロンプ ト から次の例を実行する と、 第 1 サイ ト のマシン上の Demodata とい う名前の

DSN をアクティブ化します。

オプシ ョ ン 説明

/DES[CRIPTION]=<string> このレプ リ ケーシ ョ ン サイ トの説明です。 たとえば、 "My First Site" とな り ます。

データベース名は自動的に追加されます。

［デフォルト =MyFirstSite］

/DL[LPATH]=<string> 指定した場合は、 イベン ト  ハンド ラー DLL への絶対パスです。

［デフォルト =<null>］

/FI[RSTSITE] これが第 1 サイ トで、この リ リースがアクティブ化されている場合のみこのスイ ッ

チを使用します。 

/FO[RCEINSTALL] 指定した場合、既にアクティブ化されたサイ トのコピーであるデータベースのアク

ティブ化を許可します。

/LOG={flags} どのメ ッセージ タイプをログに残すかを指定します。

I = 情報メ ッセージ

W = 警告メ ッセージ

E = エラー メ ッセージ

たとえば、 '/log=e /log=w' または '/log=we' （デフォルト ） はエラーと警告のみをログ

に記録します。 指定しないメ ッセージはすべて記録されません。 

［デフォル ト =iwe］

/LOGF[ILE]=<string> ログ メ ッセージのファ イル名です。 '/LOGFILE=' のみを指定する と、 ログはコン

ソールに出力されます。

［デフォルト =C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles\DXACT.log］

/LOGH[ISTORY]=nnn ログ履歴で保持するファ イル数です。 

［デフォル ト =5］

/LOGS[IZE]=nnn ログ ファ イルの最大サイズです。 0 （ゼロ） は無制限を表します。 

［デフォル ト =0］

/LOGW[IDTH]=nnn ログ メ ッセージを折り返す行の長さです。 （最小値 50） 

［デフォル ト =79］

/NOI[NITIALREPL] 指定した場合、レプ リ ケーシ ョ ン エンジンはリ リースがアクティブ化された後に初

期レプリ ケーシ ョ ンを実行しません。

/NOL[OGO] 起動時のロゴを表示しません。

/ODBCC[ONNSTR]=<string> 追加の ODBC 接続文字列パラ メーターで、 次のよ うな書式で指定します。

< 名前 >=< 値 >[;< 名前 >=< 値 >...] 

［デフォル ト =<null>］

/ODBCN[AME]=<string> ODBC 接続のユーザー名です。

［デフォルト =PDUSER］

/ODBCP[ASSWORD]=<string> ODBC 接続のパスワードです。

［デフォルト =<null>］



88

dxact /FIRSTSITE Demodata 

次の例は、パートナー サイ トから実行しますが、パートナー サイ ト上の Demodata という名前の DSN をアクティ

ブ化し、 Win10Server という名前のマシンとレプリ ケート します。

dxact /PARTNERNETADDR=Win10Server Demodata 

次の例では第 1 サイ ト  マシン上の Demodata という名前の DSN をアクティブ化し、 dxact のログをコンソールに

出力します。

dxact /FIRSTSITE /LOGFILE= Demodata 

次の例ではパートナー サイ ト  マシン上の Demodata という名前の DSN をアクティブ化し、 Adminserver と呼ばれ

るマシンとレプリ ケート して、 dxact のログを C:\ProgramData\Actian\Zen\Reports にある  adminlog.txt という名前

のファイルに記録します。

dxact /PARTNERNETADDR=AdminServer /LOGFILE=C:\ProgramData\Actian\Zen\Reports\
adminlog.txt Demodata 

dxcleanup

DataExchange 制御テーブルのクリーンアップ設定ユーティ リテ ィ

説明

このプログラムは、アクティブなデータベースの制御テーブル ク リーンアップ スケジュールを設定または表示し

ます。

構文

dxcleanup [ オプシ ョ ン ] < 操作 > <DSN> 

オプシ ョ ン

引数 説明

< 操作 > 有効な引数には SET または SHOW があ り ます。

<DSN> データベースのデータ  ソース名です。

オプシ ョ ン 説明

/C[LEANUPPERIOD]=nnn ク リーンアップ サイクルの間隔 （日単位） です。

［デフォルト =7］

/DXA[DMIN]=<string> DX の管理者名です。

［デフォルト =ADMIN］

/DXP[ASSWORD]=<string> DX 管理者のパスワードです。

［デフォルト =password］

/H[ELP] コマンドの使用法のヘルプ テキス ト を表示します。
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/LOG={flags} どのメ ッセージ タイプをログに残すかを指定します。

I = 情報メ ッセージ

W = 警告メ ッセージ

E = エラー メ ッセージ

たとえば、 '/log=e /log=w' または '/log=we' （デフォル ト ） はエラーと警告のみをログに記

録します。 指定しないメ ッセージはすべて記録されません。

［デフォルト =iwe］

/LOGF[ILE]=<string> ログ メ ッセージのファ イル名です。 '/LOGFILE=' のみを指定する と、 ログはコンソール

に出力されます。

［デフォルト =C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles\DXCLEANUP.log］

/LOGH[ISTORY]=nnn ログ履歴で保持するファイル数です。

［デフォルト =5］

/LOGS[IZE]=nnn ログ ファイルの最大サイズです。 0 （ゼロ） は無制限を表します。

［デフォルト =0］

/LOGW[IDTH]=nnn ログ メ ッセージを折り返す行の長さです。 （最小値 50）

［デフォルト =79］

/N[OLOGO] 起動時のロゴを表示しません。

/ODBCN[AME]=<string> このデータベースのユーザー名です （セキュ リ ティが有効な場合）。 

［デフォルト =<null>］

/ODBCP[ASSWORD]=<string> ODBCName で指定されたユーザーのパスワードです （セキュ リ ティが有効な場合）。

［デフォルト =<null>］

/OL[DESTALLOWED]=nnn 許容する最も古いレコードの経過日数 （日単位） です。

［デフォルト =90］

/PA[RTNERNETADDR]=<string> 最初にレプリ ケートするパートナー サイ トのネッ ト ワーク  アドレス。このスイ ッチを指

定しない場合、 DXact はパートナー ネッ ト ワーク  アドレスを入力する画面を表示しま

す。

［デフォルト =<LocalHost>］

/PN[LICENSE]=<string> 登録する  PNLicense ファ イルを指定します （ネッ ト ワークの第 1 サイ トでのみ指定）。

［デフォルト =C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\bin\repllicense.pnl］

/PR[EPROCESS] 指定した場合、 スタート  データの前処理が実行されます。 これは、 デザインおよびアク

ティブ化中にデータベースが変更されておらず、デザイン時にスタート  データの前処理

が行われたこ とがわかっていない限り、実行する必要があ り ます。実行しないと、スター

ト  データはレプリ ケート されません。

/REC[ONCILEREP] 指定した場合、 レプ リ ケーシ ョ ン  エンジンは、 リ リースがアクティブ化された後、 初期

レプリ ケーシ ョ ン中に調整のための処理を実行します。 アクティブ化されたサイ ト と第

1 サイ ト との間でデータが一致していない限り、指定してください。そ う しない場合、調

整の処理は実行されません。

/SI[TETYPE]=<string> 新規サイ トのデフォルトのサイ トのタイプを上書きします。COMPLETE または HIGH の
いずれかである必要があ り ます。

［デフォルト =COMPLETE］

/SU[BSCRIBESITES] 指定した場合、 このサイ トは （dSite テーブルを介して） すべての新規サイ トに自動的に

サブスク ライブされます。

オプシ ョ ン 説明
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例

この例では、 ク リーンアップ期間に設定された日数、および demodata という名前のデータ  ソースに現存する、許

容されている最も古いレコードを表示します。

dxcleanup show demodata 

制御テーブル ク リーンアップ ユーティ リ テ ィの名前とバージ ョ ンの一覧、 および以下のよ う な追加情報を示す

メ ッセージが表示されます。

ク リーンアップ期間は 7 日です

許容される最も古い経過日数は 90 日です 

dxdeact

DataExchange プロジェク ト  リ リースの非アクテ ィブ化

説明

このプログラムは DXact を使用して前もってアクティブ化された リ リースを非アクティブ化し、 レプ リ ケーシ ョ

ン用のアクティブ化されたデータベースの一覧からそれを削除します。 レプリ ケート されたデータベースを物理

ス ト レージから削除する場合には、 まず非アクティブ化する必要があ り ます。

構文

dxdeact [ オプシ ョ ン ] <DSN> 

オプシ ョ ン

引数 説明

<DSN> データベースのデータ  ソース名です。

オプシ ョ ン 説明

/K[EEPINFO] システム データベースにアクティブ化情報を保持します （デフォルトでこの情報は削除

されます）。

/LOG={flags} どのメ ッセージ タイプをログに残すかを指定します。

I = 情報メ ッセージ

W = 警告メ ッセージ

E = エラー メ ッセージ

たとえば、 '/log=e /log=w' または '/log=we' （デフォル ト ） はエラーと警告のみをログに記

録します。 指定しないメ ッセージはすべて記録されません。 

［デフォルト =iwe］

/LOGF[ILE]=<string> ログ メ ッセージのファ イル名です。 '/LOGFILE=' のみを指定する と、 ログはコンソール

に出力されます。

［デフォルト =C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles\DXDEACT.log］

/LOGH[ISTORY]=nnn ログ履歴で保持するファイル数です。 

［デフォルト =5］

/LOGS[IZE]=nnn ログ ファイルの最大サイズです。 0 （ゼロ） は無制限を表します。

［デフォルト =0］
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例

この例では、 demodata とい う名前のデータ  ソースを非アクティブ化し、 システム データベース内のアクティブ

化情報を保持します。 デフォルトでアクティブ化情報は削除されます。

dxdeact /keepinfo demodata 

dxdeploy

DataExchange Deploy

説明

このプログラムは、 XML 配置記述子ファ イルで指定された設定を使用して、 DataExchange を 2 つのサイ トに配

置します。 このユーティ リ テ ィは、 Dxact と  Dxsynctables の機能を組み合わせるこ とによってレプ リ ケーシ ョ ン

処理を簡素化します。

構文

dxdeploy [ オプシ ョ ン ] <XML ファイル > 

/LOGW[IDTH]=nnn ログ メ ッセージを折り返す行の長さです。 （最小値 50） 

［デフォルト =79］

/N[OLOGO] 起動時のロゴを表示しません。

/ODBCN[AME]=<string> このデータベースのユーザー名です （セキュ リ ティが有効な場合）。 

［デフォルト =<null>］

/ODBCP[ASSWORD]=<string> ODBCName で指定されたユーザーのパスワードです （セキュ リ ティが有効な場合）。

［デフォルト =<null>］

/H[ELP] コマンドの使用法のヘルプ テキス ト を表示します。

引数 説明

<XML ファイル > XML 配置記述子ファイル。 XML 記述子ファ イル テンプレート （EXPRESS.XML および

CUSTOM.XML） は、 （64 ビ ッ ト  システムの場合） C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\
Replication\docs にあ り ます。

オプシ ョ ン 説明
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オプシ ョ ン

XML 記述子ファイルのテンプレート

DXdeploy は、 一方向の Real-Time Backup や、 一方向および双方向の Data Synchronization を実装するために使用

されます。DXdeploy ユーティ リ ティは、データベースおよびレプリ ケーシ ョ ン環境についての情報を捕捉するた

めに作成しておいた XML 記述子ファイルを使用します。構文例に示したよ うに、このファ イルはユーティ リ ティ

実行時に引数と して渡されます。 DXdeploy は XML 記述子ファイルを使用してレプリ ケーシ ョ ンに必要な手順を

処理します。

DataExchange には 2 つの異なる  XML 記述子テンプレートが含まれているので、これを使用してご自身の XML 記
述子ファ イルを作成し、 DXdeploy で使用するこ とができます。 DXdeploy にデータを正常にレプリ ケート させる

ためには、 テンプレート を編集して必要な情報を指定する必要があ り ます。

注意   これらのテンプレート  ファ イルは、そのままでは正常にデータをレプリ ケートするこ とはできません。

テンプレート  ファ イルを作成し、 ご自身のレプリ ケーシ ョ ン環境に応じた情報を指定する必要があ り ます。

EXPRESS.XML

EXPRESS.XML テンプレート  ファ イルを使用した配置の例については、 「DXdeploy を使用した一方向の配置」 を

参照して ください。

オプシ ョ ン 説明

/LOG={flags} どのメ ッセージ タイプをログに残すかを指定します。

I = 情報メ ッセージ

W = 警告メ ッセージ

E = エラー メ ッセージ

たとえば、 '/log=e /log=w' または '/log=we' （デフォル ト ） はエラーと警告のみをログに記

録します。 指定しないメ ッセージはすべて記録されません。 

［デフォルト =iwe］

/LOGF[ILE]=<string> ログ メ ッセージのファ イル名です。 '/LOGFILE=' のみを指定する と、 ログはコンソール

に出力されます。 

［デフォルト =C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles\DXDEPLOY.log］

/LOGH[ISTORY]=nnn ログ履歴で保持するファイル数です。 

［デフォルト =5］

/LOGS[IZE]=nnn ログ ファイルの最大サイズです。 0 （ゼロ） は無制限を表します。

［デフォルト =0］

/LOGW[IDTH]=nnn ログ メ ッセージを折り返す行の長さです。 （最小値 50） 

［デフォルト =79］

/N[OLOGO] 起動時のロゴを表示しません。

/S[ITE]=<string> サイ ト一覧のどのサイ ト を配置するか選択します。 First | Partner

この設定は省略可能です。 デモの目的でのみ使用されます。

［デフォルト =<null>］

/H[ELP] コマンドの使用法のヘルプ テキス ト を表示します。
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CUSTOM.XML

CUSTOM.XML テンプレート  ファ イルを使用した配置の例については、 「DXdeploy を使用した双方向の配置」 を

参照して ください。

dxdynpath

DataExchange 動的テーブルの設定およびテス トのユーテ ィ リテ ィ （Real-Time Backup の
み）

説明

デザインされた特定のデータベースの、 既存の包含パターンや除外パターンおよび正規表現を追加、 置換、 また

は表示します。 オプシ ョ ンで、 既存または仮定のパターンまたは正規表現をテス トするこ とができます。

構文

dxdynpath [ オプシ ョ ン ] < 操作 > <DSN> 

オプシ ョ ン

引数 説明

< 操作 > 有効な引数には APPEND、 REPLACE、 SHOW または TEST があ り ます。

<DSN> DataExchange によって作成されたデータベースのデータ  ソース名です。

オプシ ョ ン 説明

/F[ILEPATH]=<string> テス トする完全ファ イル パスです （< 操作 > が TEST の場合のみ有効）。

こ こで使用するパスは、 DataExchange によって作成されたデータベースへの絶対パスで

す。

［デフォルト =<null>］

/LOG={flags} どのメ ッセージ タイプをログに残すかを指定します。

I = 情報メ ッセージ

W = 警告メ ッセージ

E = エラー メ ッセージ

たとえば、 '/log=e /log=w' または '/log=we' （デフォル ト ） はエラーと警告のみをログに記

録します。 指定しないメ ッセージはすべて記録されません。 

［デフォルト =iwe］

/LOGF[ILE]=<string> ログ メ ッセージのファ イル名です。 '/LOGFILE=' のみを指定する と、 ログはコンソール

に出力されます。 

［デフォルト =C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles\DXDYNPATH.log］

/LOGH[ISTORY]=nnn ログ履歴で保持するファイル数です。 

［デフォルト =5］

/LOGS[IZE]=nnn ログ ファイルの最大サイズです。 0 （ゼロ） は無制限を表します。

［デフォルト =0］

/LOGW[IDTH]=nnn ログ メ ッセージを折り返す行の長さです。 （最小値 50） 

［デフォルト =79］
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備考

dxdynpath ユーティ リ ティで使用するファイルには、 システム キーが必要になり ます。

DataExchange がパターン マッチを使用してファイルの包含または除外を自動的に判断する方法を説明する前に、

まず、 使用できる式のタイプについて説明します。

メモ  dxdynpath は、 Real-Time Backup Edition のみで使用されます。

式のタイプ

dxdynpath ユーティ リ ティでは、 以下のタイプのパターン マッチの式を使用するこ とができます。

 Dir 式

 正規表現

Dir 式

このタイプの式は、 Windows の dir （directory） コマンドに基づいており、 正規表現の代わりに使用するこ とがで

きます。 Dir 式には以下の特徴があ り ます。

 最初の文字と して dir を含む必要があ り ます （dir の大文字と小文字は区別されません）。

 辞書ファイルからの相対パスを必ず含まなければなり ません。「相対パス」 を参照してください。絶対パスは

使用できません。

 ファ イルの名前を含む必要があ り ます。 ファ イル名には ? および * ワイルドカードを含むこ とができます。

ピ リオド （.） はピ リオドのみを示すこ とに注意してください。 ? ワイルドカード と同じではありません。

 スラ ッシュ （/） 文字、 円記号 （\） 文字、 またはその組み合わせを含むこ とができます。

 サブ ディ レク ト リのファ イルを示すために /s オプシ ョ ンを含むこ とができます。/s オプシ ョ ンをこの式の最

初の文字にするこ とはできません。 それ以外は、 オプシ ョ ンの位置に制約はあ り ません。

 式の要素の区切り と して空白文字を含むこ とができます。

 セミ コロン （;） で区切って複数の式を記述できます。 セ ミ コロンの前または後ろに空白文字を置く こ とがで

きますが、 必須ではあ り ません。

/N[OLOGO] 起動時のロゴを表示しません。

/ODBCN[AME]=<string> このデータベースのユーザー名です （セキュ リ ティが有効な場合）。 

［デフォルト =<null>］

/ODBCP[ASSWORD]=<string> ODBCName で指定されたユーザーのパスワードです （セキュ リ ティが有効な場合）。 

［デフォルト =<null>］

/P[ATTERN]=<string> Glob スタイルのパターン （たとえば、 "dir newfile*.mkd"） または正規表現です。

< 操作 > が APPEND または REPLACE の場合、 PATTERN は動的テーブルの設定に適用

されます。 < 操作 > が TEST の場合、 PATTERN はパターン マッチのみに使用されます。

それ以外では無視されます。 

［デフォルト =<null>］

/T[YPE]=<string> INCLUDE、 EXCLUDE または BOTH （BOTH は < 操作 > が SHOW の場合のみ有効）。 

［デフォルト =INCLUDE］

/H[ELP] コマンドの使用法のヘルプ テキス ト を表示します。

オプシ ョ ン 説明
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有効な dir 式の例を以下に示します。

 dir mydbase\*.mkd /s 

 dir ..\..\acct/acct*.?db 

 dir ../payables/custdb/??posted??.pay 

 dir mydbase\*.mkd /s ; dir ..\..\acct/acct*.?db 

正規表現

正規表現は、 テキス ト を解析および操作するためのパターン マッチ技法です。 DataExchange は、 Windows バー

ジ ョ ンのプログラ ミ ング言語 perl と同じ正規表現を使用します。 

正規表現には以下の特徴があ り ます。

 リ テラルまたは相対パスを含むこ とができます。相対パスを使用する場合は、「相対パス」 を参照してくださ

い。

 相対パス内の文字と して、 スラ ッシュ （/） 文字、 円記号 （\） 文字、 またはその組み合わせを含むこ とがで

きます。相対パスで 2 つのピ リオド文字 （..） と組み合わされた場合、 スラ ッシュおよび円記号はパス構造の

一部と見なされます。 たとえば、 ..\..\.*bak のよ うに使用されます。相対パスを使用する場合は、 「相対パス」

を参照して ください。

 セミ コロン （;） で区切って複数の式を記述できます。 セ ミ コロンの前または後ろに空白文字を置く こ とがで

きますが、 必須ではあ り ません。

 大文字、 小文字、 およびその組み合わせを使用するこ とができます。

 コマンド ライン インタープリ ターにとって意味のある文字を式に含める場合は、二重引用符で囲みます。 た

とえば、 "|" 文字は、 正規表現内では "or" を示します。 しかし、 コマンド  ライン インタープリ ターではこの

同じ文字がパイプ命令を表します。 "|" 文字を使用する正規表現では必ず二重引用符で囲む必要があ り ます。

文字について不明な場合は、 正規表現を二重引用符で囲みます。

 この一覧で挙げた例外を除いて、 有効な正規表現構文を使用する必要があ り ます。 正規表現の構文について

は perl のマニュアルを参考にしてください。

有効な正規表現の例を以下に示します。

 "..\..\(mon|tue|wed|thru|fri)\\(([01][0-9]|2[0-3]))\\.*\.mkd" （weekday\hour 相対ディ レク ト リ構造内の任意の

mkd ファ イル）

 .*bak （" ホーム " ディ レク ト リ内、 またはホーム ディレク ト リ下の任意のバッ クアップ ファ イル）

 day\dt\.ddf （名前の書式に day[0-9]t.ddf を持つ辞書ファイル。 たとえば、 day0t.ddf、 day4t.ddf など）

 (\w+)\\.*\\\1\\.* （ホーム ディレク ト リ よ り下位にあるすべてのファイル。下位のディ レク ト リ名が繰り返

されます。 たとえば、 /data/acct/data/purged）

相対パス

相対パスは、 ホーム ディ レク ト リへの相対パスです。 ホーム ディ レク ト リは、 DataExchange が認識できるデー

タ辞書フ ァ イル （DDF） を含むデ ィ レ ク ト リ です。 DataExchange に認識させるためには、 辞書フ ァ イルは

DataExchange のユーティ リ ティのいずれかを使用して作成されているか、 DataExchange レプリ ケーシ ョ ン処理で

作成されている必要があ り ます。 レプ リ ケーシ ョ ン処理で作成された辞書ファイルが既にある場合、 ホーム ディ

レク ト リはそれらの場所に対応します。

相対パスは "..\" を使用してディ レク ト リ  レベルを参照します。 円記号 （\） の代わりにスラ ッシュ文字 （/） を使

用するこ と もできます。"..\" はホーム ディ レク ト リに対してディ レク ト リ構造の 1 つ上に移動するこ とを意味し

ます。ホーム ディ レク ト リが c:\myapp\mydata\accounts\ の場合、相対パス  "..\" は c:\myapp\mydata を示します。

同様に、 相対パス  "..\..\" は c:\myapp を示します。
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式のパターン マッチの検証

有効な正規表現を構築するこ とは容易ではあ り ません。 このため、 DataExchange は正規表現と  dir 式のパターン

マッチを検証するためのユーティ リ テ ィ  Dxdynpath.exe を提供しています。 このユーティ リ テ ィは、 パターンを

コマンド  ライン引数と比較し、 その比較が合格であるかど うかを報告します。

メモ  dxdynpath は、 コマンド  ラ イン引数に基づいてパターン マッチを検証するだけです。 ファ イルやディ

レ ク ト リ の存在を調べた り、 フ ァ イルやディ レ ク ト リ間を移動した り はし ません。 た と えば、 フ ァ イル

acctdata\Bbzz95.mkd に対して式をテス ト した場合、 dxdynpath はこのフォルダーとファ イルが存在するかど

うかは調べません。 

次の例では、 dir 式と  c:\bklog\hr または c:\bklog\hr のサブディ レク ト リに存在する と想定されるファ イルを比較

しています。 この例は、 コマンド  プロンプ トで 1 行で入力する必要があ り ます。

dxdynpath /f=c:\mydata\acct\dbQ299x.mkd /p="Dir ..\..\bklog\hr\dbQ2???.mk? /s" test mydbdsn 

想定ファイル dbQ299x.mkd がパターンに一致し、 c:\bklog\hr のサブディ レク ト リに存在するため、 dxdynpath は
「照合に合格しました」 と報告します。

デフォルトで、 dxdynpath の出力は画面ではなく ログ ファ イルに書き込まれます。 出力を画面にしたい場合は、 /
LOGF= オプシ ョ ンを使用します。

例

この例では、 データ  ソース名 demodata に現在設定されている包含および除外のパターンを表示します。

dxdynpath /t=both show demodata 

包含または除外のパターンが設定されていない場合は、 次のよ うなメ ッセージが返されます。

INCLUDE パターンは "" です

EXCLUDE パターンは "" です 

第 1 サイ トで次のコマンドを実行する と、既に demodata に存在する包含パターンに attend*.mkd が追加されます。

dxdynpath /t=include /p="dir attend*.mkd" append demodata 

メモ  コマンドでは大文字小文字を区別しません。 大文字、 小文字、 およびその組み合わせを使用するこ と

ができます。

dxregevnt

データベースへのイベン ト  ハンドラー DLL パスを読み書きするための DataExchange ユー
ティ リテ ィ

説明

アクティブなデータベースのイベン ト  ハンド ラーを登録、 登録解除、 および表示します。

構文

dxregevnt [ オプシ ョ ン ] < 操作 > <DSN> 
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オプシ ョ ン

例

この例では、 指定したデータベースがイベン ト  ハンド ラー DLL を登録しているかど うかを表示します。

引数 説明

< 操作 > 有効な引数には REGISTER、 UNREGISTER または SHOW があ り ます。

<DSN> データ  ソース名です。

オプシ ョ ン 説明

/DXA[DMIN]=<string> DX の管理者名です。 

［デフォルト =ADMIN］

/DXP[ASSWORD]=<string> DX 管理者のパスワードです。

［デフォルト =password］

/LOG={flags} どのメ ッセージ タイプをログに残すかを指定します。

I = 情報メ ッセージ

W = 警告メ ッセージ

E = エラー メ ッセージ

たとえば、 '/log=e /log=w' または '/log=we' （デフォル ト ） はエラーと警告のみをログに記

録します。 指定しないメ ッセージはすべて記録されません。

［デフォルト =iwe］

/LOGF[ILE]=<string> ログ メ ッセージのファ イル名です。 '/LOGFILE=' のみを指定する と、 ログはコンソール

に出力されます。

［デフォルト =C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles\DXREGEVNT.log］

/LOGH[ISTORY]=nnn ログ履歴で保持するファイル数です。 

［デフォルト =5］

/LOGS[IZE]=nnn ログ ファイルの最大サイズです。 0 （ゼロ） は無制限を表します。

［デフォルト =0］

/LOGW[IDTH]=nnn ログ メ ッセージを折り返す行の長さです。 （最小値 50）

［デフォルト =79］

/N[OLOGO] 起動時のロゴを表示しません。

/ODBCN[AME]=<string> このデータベースのユーザー名です （セキュ リ ティが有効な場合）。

［デフォルト =<null>］

/ODBCP[ASSWORD]=<string> アド ミ ニス ト レーターのパスワードです。

［デフォルト =<null>］

/P[ATH]=<string> イベン ト  ハンド ラーへの絶対パス （共有ライブラ リ ） です。 

［デフォルト =<null>］

/H[ELP] コマンドの使用法のヘルプ テキス ト を表示します。
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dxregevnt show demodata 

イベン ト  ハンド ラー DLL が登録されていない場合は、 次のよ うなメ ッセージが表示されます。

イベント ハンドラーが登録されていません 

次の例では、64 ビッ ト  システム上の C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\bin にある  dxevent.dll という名前のイベン

ト  ハンド ラー DLL を demodata に登録します。

dxregevnt /p="C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\bin\dxevent.dll" register demodata 

イベン ト  ハンド ラー DLL が登録されている場合は、 次のよ うなメ ッセージが表示されます。

Event Handler is "C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\bin\dxevent.dll" 

dxrepl

DataExchange コンソール レプリケーシ ョ ン初期化ユーティ リテ ィ

説明

ファ イルを DSN からパートナー サイ トへレプリ ケート します。

構文

dxrepl [ オプシ ョ ン ] <DSN> [<SiteID>] 

オプシ ョ ン

引数 説明

<SiteID> レプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンの目的のサイ トです。

［デフォルト =<null>］

<DSN> Zen レプ リ ケーシ ョ ン データ  ソース名です。

オプシ ョ ン 説明

/LOG={flags} どのメ ッセージ タイプをログに残すかを指定します。

I = 情報メ ッセージ

W = 警告メ ッセージ

E = エラー メ ッセージ

たとえば、 '/log=e /log=w' または '/log=we' はエラーと警告のみをログに記録します。指定

しないメ ッセージはすべて記録されません。

［デフォルト =iwe］

/LOGF[ILE]=<string>/ ログ メ ッセージのファ イル名です。 '/LOGFILE=' のみを指定する と、 ログはコンソール

に出力されます。 

［デフォルト =C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles\DXREPL.log］

/LOGH[ISTORY]=nnn/ ログ履歴で保持するファイル数です。

［デフォルト =5］

/LOGS[IZE]=nnn ログ ファイルの最大サイズです。 0 （ゼロ） は無制限を表します。

［デフォルト =0］
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dxsynctables

DataExchange のテーブル同期とチェ ックのユーティ リテ ィ

説明

DataExchange イベン ト  ハンド ラーが処理に失敗した変更データを見つけ、制御テーブルを一貫性のある状態に戻

します。

構文

dxsynctables [ オプシ ョ ン ] < テーブル > <DSN> 

オプシ ョ ン

/LOGW[IDTH]=nnn ログ メ ッセージを折り返す行の長さです。 最小値は 50 です。

［デフォルト =79］

/N[OLOGO] 起動時のロゴを表示しません。

/ODBCN[AME]=<string> このデータベースのユーザー名 （セキュ リ ティが有効な場合）

［デフォルト =<null>］

/ODBCP[ASSWORD]=<string> ODBCName で指定されたユーザーのパスワード （セキュ リ ティが有効な場合）

［デフォルト =<null>］

/H[ELP] コマンドの使用法のヘルプ テキス ト を表示します。

引数 説明

< テーブル > 更新するテーブルの名前 （*= すべてのテーブル） です。

<DSN> データ  ソース名です。

オプシ ョ ン 説明

/E[XCLUDE]=<string> オプシ ョ ンの、 除外するテーブルのカンマ区切り リ ス トです。

［デフォルト =<null>］

/F[ORCE] タイムスタンプを記された列の更新を強制します。

/LOG={flags} どのメ ッセージ タイプをログに残すかを指定します。

I = 情報メ ッセージ

W = 警告メ ッセージ

E = エラー メ ッセージ

たとえば、 '/log=e /log=w' または '/log=we' （デフォル ト ） はエラーと警告のみをログに記

録します。 指定しないメ ッセージはすべて記録されません。

［デフォルト =iwe］

/LOGF[ILE]=<string> ログ メ ッセージのファ イル名です。 '/LOGFILE=' のみを指定する と、 ログはコンソール

に出力されます。

［デフォルト =C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles\］

オプシ ョ ン 説明
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/LOGH[ISTORY]=nnn ログ履歴で保持するファイル数です。

［デフォルト =5］

/LOGS[IZE]=nnn ログ ファイルの最大サイズです。 0 （ゼロ） は無制限を表します。

［デフォルト =0］

/LOGW[IDTH]=nnn ログ メ ッセージを折り返す行の長さです。 最小値は 50 です。

［デフォルト =79］

/M[SD] データにスタート  データのタイムスタンプのマークを付けます。

/N[OLOGO] 起動時のロゴを表示しません。

/ODBCN[AME]=<string> このデータベースのユーザー名 （セキュ リ ティが有効な場合）

［デフォルト =<null>］

/ODBCP[ASSWORD]=<string> ODBCName で指定されたユーザーのパスワード （セキュ リ ティが有効な場合）

［デフォルト =<null>］

/H[ELP] コマンドの使用法のヘルプ テキス ト を表示します。

オプシ ョ ン 説明
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GUI ユーティ リテ ィ

DataExchange には、レプリ ケーシ ョ ンのデザイン、管理および監視を行う  4 つのグラフ ィカル ユーザー インター

フェイス （GUI） ユーティ リ ティが含まれています。 GUI ベースのユーティ リ ティ と各ユーティ リ ティの簡単な

説明を次の表に示します。 

da

DataExchange Manager

説明

DataExchange Manager はレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークを管理するのに使用します。 これは、 ZenCC の外部で独

立して実行できるアプ リ ケーシ ョ ンです。 ［スタート ］ メニューから ［Actian DataExchange］ > ［DX Manager］
を選択するか、 ZenCC から ［DataExchange］ > ［Manager］ を選択して開きます。

詳細については、 「DataExchange Manager の使用」 を参照してください。

replmonitor 

レプリケーシ ョ ン進行状況ビューアーとログ ビューアー

説明

DataExchange を使用する と、 レプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンの構成、 レプ リ ケーシ ョ ンの開始、 レプ リ ケーシ ョ ン

の監視、 およびそれを記録する こ とができます。 これらの操作を実行するツールはレプ リ ケーシ ョ ン進行状況

ビューアーと ログ ビューアーです。 この画面へは ZenCC からアクセスできます。

詳細については、 「DataExchange 監視ツールの使用」 を参照して ください。

dpwizard

DataExchange Deployment Wizard

説明

DataExchange Deployment Wizard は、 第 1 サイ ト とパートナー サイ トにレプリ ケーシ ョ ンを配置するために必要

な手順を示します。 ウ ィザードは、 DXdeploy コマンド  ラ イン ユーティ リ テ ィの自動化された代替手段で、 ［ス

タート ］ メニューの［Actian DataExchange］>［DX Deployment Wizard］から、も し くは ZenCC の［DataExchange］
> ［Deployment Wizard］ から起動するこ とができます。

ユーティ リテ ィ  
ファイル名

ユーティ リテ ィ名 説明

「da」 Manager GUI DX 管理ユーティ リ ティです。 通知、 ユーザー アクセスおよび

レプリ ケーシ ョ ン スケジュール情報を設定します。

「replmonitor」 レプ リ ケーシ ョ ン進行状況

ビ ューアーと ロ グ ビ ュー

アー

GUI の統計およびログ表示ユーティ リ ティです。 レプ リ ケーシ ョ ン

セッシ ョ ンの設定、データ  レプリ ケーシ ョ ンの監視およびログのオ

プシ ョ ンを設定します。 

「dpwizard」 Deployment Wizard レプリ ケーシ ョ ンを配置するウ ィザードです。

「trwizard」 Template Remover Wizard レプリ ケーシ ョ ン テンプレート を削除するウ ィザードです。
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trwizard

DataExchange Template Remover Wizard

説明

Template Remover はレプリ ケーシ ョ ン テンプレート を削除するウ ィザードです。削除されたテンプレートは、 サ

イ ト をアクティブ化するためには二度と使用できません。このウ ィザードには、［スタート ］ メニューから ［Actian
DataExchange］ > ［DX Template Remover］ を選択するか、ZenCC から ［DataExchange］ > ［Template Remover］
を選択してアクセスします。
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サービス

DataExchange には、 スタート アップ時に自動的に開始される  2 つのサービスがあ り ます。 この ト ピッ クでは、 こ

れらのサービスについて説明し、 ご自身の業務のニーズに合わせてそのサービスを設定するための情報を提供し

ます。 

dxagent

DataExchange エージェン ト

説明

レプリ ケーシ ョ ンでの重大な障害を検出し、 管理者に電子メールで通知します。

障害の通知

DataExchange には、 スケジュールされたレプリ ケーシ ョ ンに失敗した場合に電子メールで通知する機能があ り ま

す。 障害の種類は次のいずれかです。

 スケジュールされたレプリ ケーシ ョ ンが、 指定時間内にレプリ ケート を行う こ とに失敗しました。

 レプリ ケーシ ョ ン サイ ト との通信に失敗しました。マシンがダウンしていたり、 ネッ ト ワークで問題が発生

していたりするかもしれません。

通知エージェン ト

そのマシンに Zen サーバー製品がインス トールされている場合、 DataExchange は通知エージェン ト と呼ばれるコ

ンポーネン ト をインス トールします。 通知エージェン ト  DX Agent は、 スケジュールされたレプ リ ケーシ ョ ンに

障害が発生したと きに通知を行う機能を提供します。

このエージェン ト はレプ リ ケーシ ョ ン エラーが起こ る と電子メールを送信し ます。 電子メールの件名には

「DataExchange の警告」 という語が含まれています。 電子メールの本文には以下の主要な内容が含まれています。

 障害が発生したコンピューターの ID

 データベースの名前

 レプリ ケーシ ョ ンに最後に成功してからの経過時間

通信プロ ト コル

このエージェン トでは、 メール サーバーと通信するために標準的な SMTP （Simple Mail Transfer Protocol） が必要

です。エージェン ト を使用する各レプリ ケーシ ョ ン マシンでは SMTP サーバーにアクセスできるよ うに設定する

必要があ り ます。 それに伴って、 SMTP サーバーはエージェン ト を実行している各レプリ ケーシ ョ ン サイ トから

電子メールを受け取るよ うに設定する必要があ り ます。

エージェン トは認証や暗号化には対応しません。 標準 SMTP ポートの 25 以外のポート を許可します。 したがっ

て、 ファ イアウォールが別のポート を開いている場合、 どれを使うかを指定するこ とができます。 そのポートは

認証や暗号化を要求するこ とはできません。

レプリ ケーシ ョ ンで障害が発生し、 SMTP サーバーと通信できない場合はポップアップ メ ッセージが表示されま

す。 このメ ッセージは、 電子メールが送信できなかったこ と と、 通信できなかった SMTP サーバーの名前の一覧

ファイル名 ユーティ リテ ィ名 説明

「dxagent」 DataExchange エージェン ト  レプ リ ケーシ ョ ンでの重大な障害を検出し、 管理者に電子メールで通知

します。

「replserv」 Zen Replication データベース間のデータ  レプリ ケーシ ョ ンを実行します。
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を知らせます。 ポップアップ メ ッセージは、 そのコンピューターに誰もログオンしていなくても表示されます。

また、 このメ ッセージはレプリ ケーシ ョ ンに成功するか、 SMTP サーバーが使用可能になるまで表示され続けま

す。 メ ッセージを消すために ［OK］ をク リ ッ ク しても、 表示され続けます。

エージェン トの設定

DataExchange には、 エージェン トの構成に使用できる構成ファイルが含まれています。

通知エージェン ト を構成するには

1 テキス ト  エディ ターで DXAgentConfig.xml ファ イルを開きます。 64 ビッ ト  システムの場合、 このファイル

は C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\Replication\Config にあ り ます。

<?xml version="1.0"?>
<dxagentconfig>

<smtpserver>
<hostname>SMTP Server To Be Configured
</hostname
<port>25</port>

</smtpserver>
<email>

<from>DXAgent@MyCompany.com</from>
<to>Email Address To Be Configured</to>

</email>
</dxagentconfig> 

2 このファ イルの以下の部分を指定します。

 設定する SMTP サーバー － 電子メール サーバーの名前または IP アドレス。

 25 － メール受信に使用する電子メール サーバーのポート番号。デフォルトで、ポート  25 に設定されて

います。

 DXAgent@mycompany.com － 通知の送信者と してエージェン トが使用する電子メール アドレス。この

アドレスは情報と してのみ必要で、 実際に有効なアドレスである必要はあ り ません。

 設定する電子メール アドレス － エージェン トが通知の受信者と して使用する電子メールアドレス。 ア

ドレスは 1 つしか許可されませんが、 グループ アドレスでもかまいません。

以下の例は、 変更を加えた DXAgentConfig.xml ファ イルを示します。

<?xml version="1.0"?>
<dxagentconfig>

<smtpserver>
<hostname>myserver.mylocation.mycompany.com</hostname>
<port>25</port>

</smtpserver>
<email>

<from>DXAgent@mycompany.com</from>
<to>mailbox@myserver.mylocation.mycompany.com</to>

</email>
</dxagentconfig> 

3 変更した DXAgentConfig.xml ファ イルを保存します。

4 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールにまだ通知を含めていない場合は、通知を含めるよ うに設定し直してくださ

い。
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replserv

Zen レプリケーシ ョ ン サービス

説明

レプ リ ケーシ ョ ン サービスの実行モジュールです。 DataExchange サービスは、 データベース間のデータ  レプ リ

ケーシ ョ ンを実行します。

詳細については、 「レプ リ ケーシ ョ ンの開始と停止」 を参照して ください。
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11DataExchange Manager の使用

DataExchange Manager ユーティ リ ティのご紹介

ここでは、 以下の項目について説明します。

 「DataExchange Manager の概念」

 「DataExchange Manager GUI のビジュアル リ ファレンス」

 「DataExchange Manager での作業」
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DataExchange Manager の概念

DataExchange Manager ではアクティブ化されたデータベースを管理するための標準的なインターフェースを提供

します。 このユーティ リ ティ を使用して以下の操作を行う こ とができます。

 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールの管理

 サイ トに関する情報の管理

 ユーザー情報およびグループ メ ンバーシップの管理

DataExchange Manager を使用するには、ユーティ リ ティにログオンしてデータベースに接続する必要があ り ます。

デフォルトで、 ログオン ユーザー名は ADMIN、 パスワードは password です。 どちらも大文字小文字を区別し

ます。

DataExchange Manager は、C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles の da.log にログ エン ト リ を書き込みま

す。 「DataExchange Manager での作業」 で説明されているよ うに、 ログ機能をカスタマイズするこ とができます。

レプリケーシ ョ ン スケジュールの管理

レプ リ ケーシ ョ ンのデータをサイ ト間でやり と りする操作はスケジュールによって自動化するこ とができます。

手動でレプリ ケーシ ョ ンを初期化するこ と もできます。 DataExchange Manager を使用する と、 レプ リ ケーシ ョ ン

のスケジュールを表示、 変更、 追加および削除するこ とができます。

DataExchange Manager を実行している第 1 サイ トのマシンでスケジュールを作成する と、 直ちにそのスケジュー

ルは有効になり ます。 DataExchange Manager を実行しているマシンのローカルでないサイ トに対するスケジュー

ルを作成した場合、 そのスケジュールはサイ ト間で次のレプリ ケーシ ョ ンが成功した後に有効になり ます。 たと

えば、 マシン A で DataExchange Manager を実行しており、 マシン B に対するスケジュールを作成したと仮定し

ます。 このスケジュールは、 次回サイ ト  A が サイ ト  B とレプ リ ケートする と きに有効になり ます。

注意   通常、 Real-Time Backup を使用する場合、 データは第 1 サイ トからパートナー サイ トへレプ リ ケート

されます。 Real-Time Backup の使用時は、 スケジュールの設定をパートナー サイ トから、 またはパートナー

サイ トが選択された状態で行わないで ください。 これを実行する と、 レプ リ ケート されるパートナー サイ ト

がネッ ト ワーク内の別のサイ トに変わってしまい、 ほかのスケジュールが正し く動作しなくなる可能性があ

り ます。

サイ トの ［スケジュール］ タブ

サイ トの ［スケジュール］ タブを使用する と、 サイ トのレプリ ケーシ ョ ン スケジュールを表示、 作成、 削除また

は変更するこ とができます。 レプリ ケーシ ョ ンを発生させない時間をスケジュールするこ と もできます。 サイ ト

の ［スケジュール］ タブには、 ［データベース］ > ［サイ ト ］ をク リ ッ ク してアクセスできます。
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図 2  サイ トの ［スケジュール］ タブ

第 1 サイ トのスケジュールは第 1 サイ トに登録されているすべてのサイ トに適用されます。 各サイ トに対し必要

とするだけのスケジュールを作成するこ とができます。

サイ ト情報の管理

DataExchange Manager を使用する と、単一サイ トからレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク内のすべてのサイ トに関す

る情報を管理するこ とができます （単一サイ トでは適切な認証を得ているこ とを前提と しています）。デフォルト

で、DataExchange Manager にシステム管理者と して定義されたユーザーはすべてのサイ ト を見るこ とができます。

システム管理者ではないユーザーは自身のサイ トのみを見るこ とができます。 

リモート  サイ トの管理は、自身のサイ ト と同様に行います。 ただし、 リモート  サイ トに対して行った変更は、 ま

ずレプ リ ケーシ ョ ン システム データベースのローカル コピーに保存されるので、 その変更は自身のサイ トが管

理対象のリモート  サイ ト とレプ リ ケートするまで有効になり ません。 リモート  サイ ト を管理するには、自身のサ

イ トでそのリモート  サイ ト を登録しておく必要があ り ます。

サイ ト一覧

サイ ト一覧には、 レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク内で管理者権限を持っているすべてのサイ ト が含まれていま

す。 このサイ ト一覧は、 ［データベース］ > ［サイ ト ］ を選択する と表示されます。 サイ ト一覧の最初のエン ト リ

は常に ［すべてのサイ ト ］ です。 ［すべてのサイ ト ］ エン ト リの下にその他のサイ トが リ ス ト されます。 
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図 3  サイ ト一覧

サイ トの ［情報］ タブ

サイ トの ［情報］ タブでは、 そのサイ トの管理責任者への連絡情報など、 サイ トに関する情報を表示または変更

するこ とができます。サイ トの ［情報］ タブには、［データベース］ > ［サイ ト ］ をク リ ッ ク してアクセスできます。

図 4  サイ トの ［情報］ タブ

レプリケーシ ョ ン ネッ トワークからのサイ トの削除

［情報］ タブには ［レプリケーシ ョ ン ネッ トワークからサイ ト を削除する］ オプシ ョ ンがあ り ます。 このオプシ ョ

ンは、 レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークからサイ ト を削除する、 あるいは以前削除したサイ ト を復元する という操

作の ト グルと して機能します。 このオプシ ョ ンはデータベース  ファ イル自体を削除するわけではあ り ません。そ

のサイ トがレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークに属さないこ とを示すものです。

通常、 このオプシ ョ ンは長期にわたってデータベースをレプ リ ケーシ ョ ンから除外する場合に使用し ます。

「DataExchange 監視ツールの使用」 を参照して ください。

レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上のその他のサイ トは、レプリ ケーシ ョ ンが実行されるまでサイ トが削除された

こ と を認識し ません。 レプ リ ケーシ ョ ンが行われる まで、 そのサイ ト が削除されたこ と を知っているのは、

DataExchange Manager にログオンしているサイ トのみです。 わかりやすくするために例を示します。

DataExchange Manager ではログオン時に特定のデータベースに接続する必要があ り ます。 DataExchange Manager
へのログオン時、 MyDataBase を選択したと仮定します。 ログオンしたら、 Partner_Site_2 とい うサイ ト を削除し

ます。 この時点では MyDataBase のレプリ ケーシ ョ ン テーブルにのみこの削除情報が格納されます。 レプ リ ケー

シ ョ ン ネッ ト ワーク内のほかのサイ トにはこの情報はレプリ ケート されていません。

［レプ リ ケーシ ョ ンの開始］ ダイアログを開き、 ソース  データベースと して MyDataBase を選択した場合、 レプ リ

ケートするサイ トの一覧に Partner_Site_2 サイ ト  は含まれていません。ただし、同じレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワー

ク上の別のサイ ト （たとえば Partner_Site_1） を選択した場合は、 まだレプ リ ケート していないので Partner_Site_2
がレプ リ ケー ト するサイ ト の一覧に含まれています。 レプ リ ケー ト 後には、 レプ リ ケー ト するサイ ト 一覧に

Partner_Site_2 はあ り ません。
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レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークからサイ ト を削除 （復元） した後に実行される最初のレプリ ケーシ ョ ンでは、 そ

のサイ ト に対してエラーになる こ とに注意して ください。 最初のレプ リ ケーシ ョ ン以降は、 レプ リ ケーシ ョ ン

ネッ ト ワーク上のすべてのサイ トがそのサイ トの状態 （削除または復元） を認識しているため、 このエラーは発

生しな くな り ます。

ユーザーの管理

DataExchange Manager では、 System Administrators と  Everyone という  2 つのユーザー グループが提供されていま

す。 DataExchange Manager では、 ユーザー情報やメンバーシップ グループの表示、 変更、 追加、 および削除が行

えます。

各グループには DataExchange Manager 内およびレプ リ ケーシ ョ ン プロジェク ト内で許可される特定の権限が含

まれます。 

デフォルトで、 DataExchange Manager の System Administrator ユーザー名は ADMIN です。 この ADMIN ユーザー

のパスワードは、 デフォルトで 「password」 です。 どちら も大文字小文字を区別します。 ユーザーを追加する場

合、 そのユーザーは自動的に Everyone 権限グループに追加されます。 

次の表では System Administrators （System Admins に省略） と  Everyone のデフォルトの権限を比較しています。

タブ付きダイアログおよびユーザー一覧

2 つのタブを持つダイアログでは、それぞれユーザー情報とグループ メ ンバーシップを指定するこ とができます。

このタブ付きのダイアログにアクセスするには、 ［データベース］ > ［ユーザー］ をク リ ッ ク します。

ユーザー一覧はタブ付きダイアログの左側に表示されます。 これは DataExchange Manager にアクセスできるユー

ザーの一覧です。 デフォルトで、 管理者ではないユーザーには自身を表示する権限しかあ り ません。

表 3 デフォルトのグループ間の権限比較

DataExchange Manager とレプリケーシ ョ ン ネッ トワーク内の権限 System Admins Everyone

DataExchange Manager ユーザーの追加が可能 ○

すべてのユーザーの表示が可能 ○

グループまたはユーザー情報の変更が可能 ○

すべてのサイ トのレプ リ ケーシ ョ ン スケジュールの表示、 またはスケジュールの

追加、 変更、 削除が可能

○

自身のサイ トのみのレプリ ケーシ ョ ン スケジュールの表示、 またはスケジュール

の追加、 変更、 削除が可能

○

自身のユーザー情報のみ変更が可能 ○

すべてのサイ ト情報の変更が可能 ○

自身のサイ ト情報のみ変更が可能 ○
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図 5  ユーザー一覧の場所およびタブ付きのダイアログ

デフォルトで、データベース  プロジェク トに追加された新しいユーザーは自動的に Everyone グループのメンバー

になり ます。ユーザーのメンバーシップを  Everyone グループから別のものに変更するには、ユーザーのグループ

メンバーシップを変更する必要があ り ます。 「ユーザーのグループ メ ンバーシップを変更するには」 を参照して

ください。

ユーザー情報のタブ

このタブでは名前、 住所、 ログオン名およびパスワードなどのユーザー情報を指定するこ とができます。

図 6  ユーザー情報のタブ

ユーザー メンバーシップのタブ

このタブでは、 定義済みの権限グループにおけるユーザーのメンバーシップを制御します。



113

図 7  ユーザー メンバーシップのタブ

管理者向けの機能およびデータ  アクセス機能の多くを実行できるかど うかは、所属する権限グループによって制

御されます。

権限の管理

DataExchange Manager では、DataExchange Manager で使用可能な権限グループのみが表示できます。DataExchange
の権限グループは System Administrators と  Everyone です。権限グループの一覧にアクセスするには、［データベー

ス］ > ［権限グループ］ をク リ ッ ク します。

図 8  権限グループの一覧

ユーザーの権限は、そのユーザーが属する権限グループに基づいて決定されます。新しいユーザーを追加する際、

そのユーザーが所属する適切な権限グループも決定する必要があ り ます。デフォルトで、 レプリ ケーシ ョ ン プロ

ジェク トに追加された新しいユーザーは自動的に Everyone 権限グループのメンバーになり ます。 
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DataExchange Manager GUI のビジュアル リファレンス

この ト ピッ クでは、DataExchange Manager のグラフ ィカル ユーザー インターフェイスのオブジェク トについて説

明します。 

メイン ウィンドウ

次のスク リーン シ ョ ッ トは GUI のメ イン ウ ィンド ウを示しています。 その次の表は、 ウ ィンド ウの各部分の説

明です。

図 9  DataExchange Manager メイン ウィンドウ

GUI のオブジェク ト 説明 関連情報

タイ トル バー ユーティ リ ティの名前を表示します。

［操作］ メニュー 次のコマンドを提供します。

• 再接続

• 更新

• 終了

［再接続］ コマンド

または

 アイコン

ログオン ダイアログを表示します。 このダイアログで

は、データベースから切断して別のユーザーと して再接

続した り、 別のデータベースに接続する こ とができま

す。

「DataExchange Manager にログオン

するには」

「別のユーザー と し て ロ グオンす

る、 または別のデータベースへ接続

するには」

［更新］ コマンド

または

 アイコン

DataExchange Manager の別のインスタンスで行われた

変更を、現在作業中のインスタンスに適用して表示する

こ とができます。 

「DataExchange Manager の表示を リ

フレッシュするには」

［終了］ コマンド DataExchange Manager の実行を終了します。 

［データベース］ メニュー 次のコマンドを提供します。

• サイ ト

• ユーザー

• 権限グループ
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［サイ ト ］ コマンド

または

 アイコン

サイ ト  ビューに切り替えます。 リ ス ト  ペインにはサイ

トの一覧が表示され、 タブ付きダイアログ ペインには

タブ付きダイアログが表示されます。

「レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールの

管理」

「サイ ト情報の管理」

「サイ ト情報に関する作業」

［ユーザー］ コマンド

または

 アイコン

ユーザー ビューに切り替えます。 リ ス ト  ペインには

ユーザー一覧が表示され、 タブ付きダイアログ ペイン

にはタブ付きダイアログが表示されます。

「ユーザーに関する作業」

［権限グループ］ コマンド

または

 アイコン

権限グループ ビューに切り替えます。 権限グループの

一覧がリ ス ト  ペインに表示されます。

「権限の管理」

［オプシ ョ ン］ コマンド DataExchange Manager 用のログ オプシ ョ ンを指定する

ダイアログが表示されます。

「DataExchange Manager のログ オプ

シ ョ ンを設定するには」

［ヘルプ］ メニュー 次のコマンドを提供します。

• ヘルプ ト ピッ ク

• バージ ョ ン情報

ヘルプ ト ピッ ク DataExchange Manager のヘルプ ト ピ ッ クを一覧表示し

ます。

「ヘルプを表示するには」

バージ ョ ン情報 DataExchange Manager の名前と バージ ョ ン、 および

DataExchange 著作権情報を表示します。

「ヘルプを表示するには」

リ ス ト  ペイン 選択したビューに応じて、 以下の一覧が表示されます。

• レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク内のアクテ ィブなサ

イ ト

• DataExchange Manager ユーザー

• 権限グループ

「サイ ト情報に関する作業」

「ユーザーに関する作業」

タブ付きのダイアログ ペ
イン

選択したビューに応じて、 以下が表示されます。

• サイ トに関する作業を行う タブ付きダイアログ

• ユーザーに関する作業を行う タブ付きダイアログ

「サイ ト情報に関する作業」

「ユーザーに関する作業」

ビュー インジケーター 現在のビューを示します。

• サイ ト

• ユーザー

• 権限

「サイ ト情報に関する作業」

「ユーザーに関する作業」

ロ グオン データベース

インジケーター

DataExchange Manager が現在接続しているデータベー

スを識別します。

「DataExchange Manager にログオン

するには」

「別のユーザー と し て ロ グオンす

る、 または別のデータベースへ接続

するには」

ユーザー インジケーター 現在 DataExchange Manager にア ク セス し ているユー

ザーを識別します。

「ユーザーに関する作業」

GUI のオブジェク ト 説明 関連情報
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DataExchange Manager での作業

この ト ピッ クでは、 DataExchange Manager を使用して実行する作業について説明します。

 「一般的な作業」

 「スケジュールの作業」

 「サイ ト情報に関する作業」

 「ユーザーに関する作業」

一般的な作業

全般的な作業は、 このツールの使用全体に適用されます。

 「Control Center （ZenCC） から  DataExchange Manager を起動するには」

 「コマンド  プロンプ トから  DataExchange Manager を起動するには」

 「DataExchange Manager にログオンするには」

 「別のユーザーと してログオンする、 または別のデータベースへ接続するには」

 「ログオン パスワードを変更するには」

 「DataExchange Manager のログ オプシ ョ ンを設定するには」

 「DataExchange Manager の表示を リ フレッシュするには」

 「ヘルプを表示するには」

 Control Center （ZenCC） から  DataExchange Manager を起動するには

1 ZenCC をまだ実行していない場合は起動します

2 ［DataExchange］ > ［Manager］ を選択します。

 コマンド  プロンプ トから  DataExchange Manager を起動するには

1 コマンド  プロンプ ト を開き、 「da」 と入力して Enter キーを押します。

DataExchange Manager の実行可能ファイルは da.exe です。この実行可能ファイルはコマンド  ライン オプシ ョ

ンもサポート しています。 コマンド  プロンプ トで、 「da /h」 と入力してヘルプ テキス ト を表示し、 使用可能

なオプシ ョ ンを見てください。

 DataExchange Manager にログオンするには

ユーティ リ ティ を使用できるよ うにするには、 まず DataExchange Manager にログオンする必要があ り ます。 ユー

ティ リ ティの起動時にログオン ダイアログが表示されます。

1 ［データベース］ 選択リ ス トの中から、 接続したいアクティブ化済みのデータベースを選択します。

2 ［ログオン名］ フ ィールドには有効なユーザー名を入力します。 デフォルトのログオン名は 「ADMIN」 （すべ

て大文字） です。

3 ［パスワード］ フ ィールドには有効なパスワードを入力します。 デフォルトのパスワードは 「password」 （す

べて小文字） です。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

メモ  データベースへの接続試行が 3 回失敗する と、 DataExchange Manager は終了します。

別のユーザーとしてログオンする、 または別のデータベースへ接続するには

以下の手順は、 既に DataExchange Manager にログオンしているこ とを前提と しています。
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1 ［操作］ > ［再接続］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

［キャンセル］ をク リ ッ クする と、 DataExchange Manager に戻り ます。 ただし、 ログオン操作に失敗した

場合は ［キャンセル］ をク リ ッ ク して DataExchange Manager を終了します。

 ログオン パスワードを変更するには

必要な権限 ： この作業を行うには、 System Administrator 権限グループのメンバーである必要があ り ます。

1 ［データベース］ > ［ユーザー］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

2 ユーザー一覧で、 パスワードを変更したいユーザーをク リ ッ ク します。

3 ［情報］ タブをク リ ッ ク します。

4 ［パスワードの変更］ をク リ ッ ク します。

5 ［新しいパスワード］ フ ィールド と ［パスワードの確認］ フ ィールドに新しいパスワードを入力します。

メモ  パスワードの先頭および末尾に空白がある とその空白は削除されます。

6 ［OK］ をク リ ッ ク して ［情報］ タブに戻り ます。

7 ［適用］ をク リ ッ ク して変更を保存します。

 DataExchange Manager のログ オプシ ョ ンを設定するには

1 メニュー バーで ［オプシ ョ ン］ をク リ ッ ク します。

2 ログ オプシ ョ ンのダイアログでオプシ ョ ンを指定します。

次の図は ［オプシ ョ ン］ ダイアログを表しています。 ダイアログ内の項目をク リ ッ クする と、 下の表の詳細

情報を確認できます。 

オプシ ョ ン 説明

エラー ログ ファイルへのエラーのログのオン / オフを切り替えます。デフォルトはオンです。 エラーには、次

のよ うに先頭列に E の文字が示されます。

E 0142 1109-16:33:26 ログインに失敗しました。ユーザー名/パスワードの組み合わせが不正です。 

情報 ログ ファ イルへの情報メ ッセージのログのオン / オフを切り替えます。 デフォルトはオンです。 情報

メ ッセージには、 次のよ うに先頭列に I の文字が示されます。

I 019c 1109-14:06:36 Zen Replication Administrator
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 DataExchange Manager の表示をリフレッシュするには

DataExchange Manager のインスタンスを 2 つ実行していた場合、 一方のインスタンスから、 ユーザーの追加やス

ケジュールの変更など、 データベースに対して変更を行った場合、 その変更は リ アルタ イムにも う 一方の

DataExchange Manager のインスタンスに反映されないこ とがあ り ます。

ト レース ログ ファイルへの ト レース情報のログのオン / オフを切り替えます。この情報は関数呼び出しごとに ト

レースされます。 ト レース情報には、 次のよ うに先頭列に T の文字が示されます。

T 0172 1109-16:33:26 0 << MessageEvent (0ms) 

注意 ： 特に DataExchange Manager で多数のタスクを実行している場合などは、 （30 分を超えるよ う な）

長時間 ［ ト レース］ オプシ ョ ンを使用しないよ うにして ください。 ト レースは関数呼び出しが行われる

たびにログ ファ イルへ出力します。 ログ ファ イルのサイズは短時間でも非常に大き くな り ます。 一般

的に、 ［ ト レース］ オプシ ョ ンを使用するのはテクニカル サポート担当者からの要請があった場合のみ

です。

警告 da.log ファイルへの警告のログのオン / オフを切り替えます。 デフォルトはオンです。 警告には、 次の

よ うに先頭列に W の文字が示されます。

W 0142 1109-14:07:05 サイ ト  000000 が見つかり ませんでした 

デバッグ ログ ファイルへのデバッグ情報のログのオン / オフを切り替えます。デバッグには、次のよ うに先頭列

に D の文字が示されます。

D 013f 1109-14:06:37 DRE から受信した応答 :

1:SUCCESS:PD2PQQ85001,TrackerPROJ (net) - Tracker

PD2PQQ85002,TrackerPROJ (net) – TrackerPrtnr

PD2PQQ86001,tracker-project 

int-tut-network) - IntTut_First_Site

PD2PQQ86002,tracker-project

int-tut-network) - IntTut_Partner_Site

PD2PQQ86003,tracker-project 

(int-tut-network) - drelogtest 

詳細なログ このオプシ ョ ンはデバッグにのみ適用されます （ ［デバッグ］ オプシ ョ ンのチェッ クをオンにしてくだ

さい）。詳細なログでは、 ソース  プログラム名とそのプログラム内の行番号が出力されます。たとえば、

次の例では cmdsend とい うプログラムがレプ リ ケーシ ョ ン エンジンから応答を受け取ったこ とを示し

ています （ソース  コードの行番号 308）。 

D 013f 1109-14:06:37 cmdsend 308 DRE から受信した応答 :

1:SUCCESS:PD2PQQ85001,TrackerPROJ (net) – Tracker 

メモ ：詳細モードでリ ス ト された各プログラムのなかには、物理ス ト レージ上の単独ファ イルと して存

在しないものもあるかもしれません。詳細モードで示すプログラムは、 コンパイル済みの実行可能ファ

イルまたはダイナミ ッ ク  リ ンク  ライブラ リの一部です。

最大ログ サイズ この値は新しい履歴ログ ファ イル （lo1、 lo2 など） を実行する と きに決定します。 ［保持する最大ログ

数］ を参照して ください。

保持する最大ロ

グ数

この値には履歴ログ ファイルの保持数を設定します。 デフォルトは 5 です。 ログ ファ イルが最大サイ

ズに達する と、 ファ イルは次の履歴ファ イル名に再割り当てされます。 

たとえば、da.log とい う ログ ファ イルがその最大サイズに達する と、da.LO1 が作成されます。da.log は、

この時点で空になり、新しいエン ト リーの収集を開始します。再度そのファ イルが最大サイズに達する

と、 da.LO1 が da.LO2 に変更され、 新しい da.LO1 が da.log から作成されます。 これで da.log は再び空

のファ イルとな り ます。 ［保持する最大ログ数］ の設定は、 LO1、 LO2、 LO3 などのよ うに残しておく履

歴の限度を決定します。

ログ ファ イル名 ロ グ フ ァ イルの名前と 場所を設定し ます。 デフ ォル ト は C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\
Logfiles です。 このパス名を変更するこ とができます。

オプシ ョ ン 説明
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たとえば、 一方の Manager のインスタンスで特定のユーザーに対し変更を行ったと します。 この変更をも う一方

の Manager で見るには、 対象ユーザーの ［情報］ タブを選択し、 その表示を リ フレッシュする必要があ り ます。

1 メニュー バーで ［操作］ > ［更新］ をク リ ッ クするか、 F5 キーを押す、 あるいは  をク リ ッ ク します。

 ヘルプを表示するには

1 ［ヘルプ］ をク リ ッ ク し、 必要なヘルプのタイプをク リ ッ ク します。

 ヘルプ ト ピック－ DataExchange Manager のヘルプ ト ピッ クを一覧表示します。

 バージョ ン情報－ DataExchange Manager の名前とバージ ョ ン、および DataExchange 著作権情報を表示し

ます。

F1 キーを押した場合にも このヘルプ ト ピッ クの一覧にアクセスするこ とができます。

スケジュールの作業

スケジュールの作業はレプリ ケーシ ョ ンの自動化に適用します。

 「レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールを作成するには」

 「レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールを変更するには」

 「レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールを削除するには」

 レプリケーシ ョ ン スケジュールを作成するには

必要な権限 ： この作業を行うには、 System Administrator 権限グループのメンバーである必要があ り ます。

1 ［データベース］ > ［サイ ト ］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

2 サイ トの一覧で、 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールを設定したいサイ ト をク リ ッ ク します。

［すべてのサイ ト ］ に対してスケジュールを設定するこ とはできません。

3 ［スケジュール］ タブをク リ ッ ク します。

4 タブ内で ［追加］ ボタンをク リ ッ ク します。

5 新規作成するスケジュールの名前を入力します。

6 レプリ ケーシ ョ ンを実行する曜日、 日にち （毎月）、 特定の日を指定します。

7 レプリ ケーシ ョ ンを実行する時間帯を 24 時間形式で指定します。

範囲は 00:00 から  23:59 です。

8 スケジュールによって実行される操作を指定します。

9 ［適用］ をク リ ッ ク して変更を保存します。

10 変更を有効にするためにレプリ ケーシ ョ ンが必要であるこ とが通知されるので、 ［OK］ をク リ ッ ク して承認

します。

オプシ ョ ン 説明

指定分数おきにレプ リ ケー ト

する

レプリ ケーシ ョ ン スケジュールを実行する間隔 （分数） です。 この値がゼロの場合、 前の

セッシ ョ ンが完了する と直ちに別のレプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンが開始されます。

レプリ ケート しない レプリ ケーシ ョ ン スケジュールを無効にします。

少な く と も指定分数おきにレ

プ リ ケーシ ョ ンがないこ と を

通知する

通知エージェン ト に関する説明と このオプシ ョ ンがどのよ うにエージェン ト に適用され

るかについては、 「dxagent」 を参照してください。

通知オプシ ョ ンの最大値は、 継続的にレプ リ ケーシ ョ ンを行う場合はゼロに、 あるいは

［指定分数おきにレプリケートする］ オプシ ョ ンの値よ り も最低 1 分は大きい値にする必

要があ り ます。
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 レプリケーシ ョ ン スケジュールを変更するには

必要な権限 ： この作業を行うには、 System Administrator 権限グループのメンバーである必要があ り ます。

1 ［データベース］ > ［サイ ト ］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

2 サイ トの一覧で、 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールを設定したいサイ ト をク リ ッ ク します。

［すべてのサイ ト ］ に対してスケジュールを設定するこ とはできません。

3 ［スケジュール］ タブをク リ ッ ク します。

4 サイ ト名一覧で、 スケジュールを変更したいサイ ト をク リ ッ ク します。

5 「レプ リ ケーシ ョ ン スケジュールを作成するには」 で説明されている手順 6 から  9 を行います。

 レプリケーシ ョ ン スケジュールを削除するには

必要な権限 ： この作業を行うには、 System Administrator 権限グループのメンバーである必要があ り ます。

1 ［データベース］ > ［サイ ト ］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

2 サイ ト名一覧で、 スケジュールを削除したいサイ ト をク リ ッ ク します。

3 ［スケジュール］ タブをク リ ッ ク します。

4 タブ内で ［削除］ ボタンをク リ ッ ク します。

5 削除の確認で ［はい］ をク リ ッ ク します。

サイ ト情報に関する作業

サイ ト情報の作業は、サイ トに関する連絡情報の設定やレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークからサイ ト を削除する操

作に適用されます。

 「サイ ト情報を変更するには」

 「レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークからサイ ト を削除する、 またはサイ ト を復元するには」

サイ ト情報を変更するには

必要な権限 ： この作業を行うには、 System Administrator 権限グループのメンバーである必要があ り ます。

1 ［データベース］ > ［サイ ト ］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

2 サイ ト名一覧で、 スケジュールを削除したいサイ ト をク リ ッ ク します。

3 ［情報］ タブをク リ ッ ク します。

4 サイ トの連絡先情報を指定します。

レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークからサイ ト を削除する、 あるいは以前削除したサイ ト を復元する場合は、次

に示す作業を行います。

5 ［適用］ をク リ ッ ク して変更を保存します。

 レプリケーシ ョ ン ネッ トワークからサイ ト を削除する、 またはサイ ト を復元するには

1 ［データベース］ > ［サイ ト ］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

2 サイ ト名一覧から操作対象のサイ ト をク リ ッ ク します。

3 ［情報］ タブをク リ ッ ク します。

4 次のいずれかを実行します。

 サイ ト をレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークから削除するには ［レプリケーシ ョ ン ネッ トワークからサイ

ト を削除する］ のチェッ クをオンにします。

 削除されているサイ ト をレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーへ復元するには ［レプリケーシ ョ ン ネッ トワー

クからサイ ト を削除する］ のチェッ クをオフにします。
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メモ  ［レプリケーシ ョ ン ネッ トワークからサイ ト を削除する］ オプシ ョ ンは、 その操作を実行するこ とを

要求しているわけではあ り ません。このオプシ ョ ンのチェッ クをオンまたはオフにするだけでかまいません。

ただし、 削除または復元を有効にするためには、 レプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンを実行する必要があ り ます。

ユーザーに関する作業

ユーザーに関する作業は、ユーザーやメンバーシップ グループの追加や削除およびユーザー情報の変更に適用さ

れます。

 「新しいユーザーを追加するには」

 「ユーザー情報を変更するには」

 「ユーザーを削除するには」

 「ユーザーのグループ メ ンバーシップを変更するには」

新しいユーザーを追加するには

必要な権限 ： この作業を行うには、 System Administrator 権限グループのメンバーである必要があ り ます。

1 ［データベース］ > ［ユーザー］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

2 ［情報］ タブをク リ ッ ク します。

3 ［情報］ タブ内で ［追加］ ボタンをク リ ッ ク します。

4 各エン ト リ  フ ィールドに適切なユーザー情報を入力します。 ［姓名 （姓）］、 ［姓名 （名）］、 ［ログオン名］ お

よび ［パスワードの設定］ の項目は必須入力です。

ログオン名は自動的に大文字に変更され、 先頭および末尾に空白があった場合その空白は削除されるこ とに

注意して ください。

5 ［パスワードの変更］ をク リ ッ ク します。

6 ［新しいパスワード］ フ ィールドにパスワードを入力します。 ［パスワードの確認］ フ ィールドには同じパス

ワードをも う一度入力します。

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

パスワードの先頭および末尾に空白がある とその空白は削除されるこ とに注意してください。

8 ［適用］ をク リ ッ ク して変更を保存します。

ユーザー情報を変更するには

必要な権限 ： ユーザー情報 （自分以外） を編集するには、 System Administrator 権限グループのメンバーである必

要があ り ます。 自身のユーザー情報についてはすべてのユーザーが変更できます。

1 ［データベース］ > ［ユーザー］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

2 ユーザー一覧から操作対象のユーザーをク リ ッ ク します。

3 ［情報］ タブをク リ ッ ク します。

4 適宜、 ユーザー情報を変更します。

パスワードを変更したい場合は、 「ログオン パスワードを変更するには」 を参照してください。

5 ［適用］ をク リ ッ ク して変更を保存します。

ユーザーを削除するには

必要な権限 ： この作業を行うには、 System Administrator 権限グループのメンバーである必要があ り ます。

1 ［データベース］ > ［ユーザー］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。
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2 ユーザー一覧から操作対象のユーザーをク リ ッ ク します。

3 ［情報］ タブをク リ ッ ク します。

4 ［削除］ をク リ ッ ク します。

デフォルトの管理者ユーザー ADMIN は削除できません。

ユーザーのグループ メンバーシップを変更するには

必要な権限 ： この作業を行うには、 System Administrator 権限グループのメンバーである必要があ り ます。

1 ［データベース］ > ［ユーザー］ をク リ ッ クするか、 あるいは  をク リ ッ ク します。

2 ユーザー一覧から操作対象のユーザーをク リ ッ ク します。

3 ［メンバーシップ］ タブをク リ ッ ク します。

4 ［ワーク  セッ ト ］ ペインで、 権限グループが属するワーク  セッ ト をク リ ッ ク します。  

選択されたワーク  セッ トの権限グループは、 ［非所属メンバー］ と ［所属メンバー］ とい う  2 つのリ ス トに

区分けされます。選択したユーザーは［所属メンバー］ リ ス トにエン ト リ されているグループのメンバーです。

5 変更対象の権限グループをク リ ッ ク し、 リ ス ト の間にある矢印ボタンを使ってそのグループを ［所属メ ン

バー］ または ［非所属メンバー］ へ移動します。

たとえば次の図では、 ユーザーを System Administrators グループに追加する場合は、 ［非所属メンバー］ リ ス

トにある  "System Administrators" をク リ ッ ク し、  をク リ ッ ク します。

6 ［適用］ をク リ ッ ク して変更を保存します。
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12DataExchange 監視ツールの使用

DataExchange 監視ツールの概要 

DataExchange を使用する と、 レプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンの構成、 レプリ ケーシ ョ ンの開始、 レプリ ケーシ ョ ン

の監視、 およびそれを記録する こ とができます。 これらの操作を実行するツールはレプ リ ケーシ ョ ン進行状況

ビューアーと ログ ビューアーです。 この画面へは Control Center （ZenCC） からアクセスできます。

これらのビューアーについて、 以下の項目で説明します。

 「レプ リ ケーシ ョ ン エンジンおよびサービスの確認」

 「進行状況ビューアーおよびログ ビューアーからのレプ リ ケーシ ョ ンの開始」

 「DRE ログにおけるレプリ ケーシ ョ ン動作の記録」
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レプリケーシ ョ ン エンジンおよびサービスの確認 

 エンジンおよびサービスの状態を表示するには

1 Control Center （ZenCC） で ［レプリケーシ ョ ン－接続されました］ ノードを右ク リ ッ ク し、 ［エンジンとサー

ビスの状態の表示］ を選択します。

2 次の図のよ うな ［エンジンとサービスの状態］ ダイアログが開きます。

このダイアログに表示されている情報は単なる参照情報であるため、 これを編集するこ とはできません。

データベースの状態を表示するには

1 ZenCC で特定のデータベースの下にあるレプリ ケーシ ョ ン ノードを右ク リ ッ ク し、 ［データベース状態の表

示］ を選択します。

データベースが既にアクティブになっている場合、 次のダイアログが表示されます。

ダイアログのフ ィールドはすべて読み取り専用です。

状態のタイプは以下のとおりです。
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 DNA：これは、データベースがレプ リ ケーシ ョ ン システム データベース  Database Network Analysis（DNA）

であ る こ と を示し ています。 こ のデータベースは PD00000x のよ う なデータ  ソース名を持ち、

DataExchange をインス トールしたと きに作成されます。

注意   このデータベースを削除しないでください。 DataExchange が機能しな くな り ます。

 ピュア ： これは、 データベースにレプリ ケーシ ョ ン制御テーブルが含まれていないこ とを示します。 つ

ま り、 データベースがまだアクティブにされておらず、 テンプレートでない状態です。

 テンプレート ： これは、 データベースがレプリ ケーシ ョ ン テンプレートであるこ とを示します。

2 ［閉じる］ をク リ ッ ク して、 作業を終了します。
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進行状況ビューアーおよびログ ビューアーからのレプリケーシ ョ ンの
開始 

レプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンを手作業で開始するこ とができます。 ［レプ リ ケーシ ョ ンの開始］ ダイアログ ボッ

クスで、 レプリ ケートするデータベース、 レプリ ケーシ ョ ンの種類、 およびレプリ ケートの対象とするサイ ト を

選択するこ とができます。 この ト ピッ クでは、 以下の項目について説明します。

 「レプ リ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンを開始する」

 「［レプ リ ケーシ ョ ンの開始］ ダイアログ ボッ クスを理解する」

レプリケーシ ョ ン セッシ ョ ンを開始する

 レプリケーシ ョ ンを開始するには 

1 ZenCC で Zen エクスプローラーの ［レプリケーシ ョ ン － 接続されました］ ノードを右ク リ ッ ク して、 以下

のどちらかを選択します。

 ［レプリケーシ ョ ンの開始］

 ［統計およびログ ビュー］ を選択して、 レプリ ケーシ ョ ン進行状況ビューアーと ログ ビューアーを開き

ます。 次に、 ツールバー上の ［レプリケーシ ョ ンの開始］ アイコン  をク リ ッ ク します。 

2 ［レプリケーシ ョ ンの開始］ ダイアログの ［ソース データベース］ ド ロ ップダウン リ ス トからデータベース

を選択します。

3 行いたいレプリ ケーシ ョ ンの種類をク リ ッ ク します。 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

 ソース データベースと選択したサイ トの間でデータをレプリケートする

このオプシ ョ ンは、 ソース  データベースと選択したサイ トの間でデータをレプリ ケート します。 このデ

フォルト設定によって、 レプ リ ケーシ ョ ン エンジンは指定されたマシン間でデータをレプ リ ケート し、

すべてのデータの競合を解決します。 デフォルトの競合制御が使用されるか （最新の変更が有効と され

ます）、 イベン ト  ハンド ラー コールバッ ク  DLL （アクティブ化時に設定した場合） が使用されます。
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 ソース データベースのデータを基に、 選択したサイ トの全データを削除および置換する

このオプシ ョ ンは、選択したサイ トのすべてのデータを削除し、 ソース  データベースのデータで置換し

ます。 レプリ ケートするサイ トの一覧でチェッ ク したサイ トのすべてのデータが削除されます。 ソース

データベースのデータがそれらのデータに置き換わり ます。 ソース  データベースは、 1 つまたは複数の

サイ トのデータを削除または置換するのに使用できます。 競合の解決は行われません。

 選択したサイ トのデータを基に、 ソース データベースの全データを削除および置換する

このオプシ ョ ンは、 ローカル サイ ト （ソース  データベース） のすべてのデータを削除し、選択したサイ

トのデータで置き換えます。 選択したサイ トは 1 つしか指定できません （1 対 1 の場合）。 競合の解決は

行われません。

4 ソース  データベースとレプリ ケート したいサイ ト をチェッ ク します。レプリ ケーシ ョ ンに参加させた く ない

サイ トのチェッ クはオフにします。

5 ［レプリケート ］ をク リ ッ ク します。

メモ  パートナー サイ トのアクティブ化の方法によっては、 レプリ ケートするサイ トの一覧に矛盾があるよ

うに思われるこ とがあ り ます。

［レプリケーシ ョ ンの開始］ ダイアログ ボックスを理解する

パートナー サイ トのアクティブ化の方法によっては、レプリ ケートするサイ トの一覧に矛盾があるよ うに思われ

るこ とがあ り ます。たとえば、パートナー サイ ト  PS1 を作成して第 1 サイ ト と初期レプリ ケーシ ョ ンを行います

（デフォルトの動作）。次に、パートナー サイ ト  PS2 を作成しても、第 1 サイ ト と初期レプリ ケーシ ョ ンを行わな

かったと します。

［レプ リ ケーシ ョ ンの開始］ ダイアログでソース  データベースと して第 1 サイ ト または PS1 を選択した場合、PS2
はレプリ ケートするサイ ト と して表示されません。 「パートナー サイ トに何が起きたのだろ う？」 とい う疑問が

わきます。 PS2 はなぜ一覧にないのでし ょ う？

一覧に表示されないのは、 レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークに関する情報 （ネッ ト ワーク上のサイ ト など） もレプ

リ ケート されてしまったためです。 PS2 をソース  データベースと して選択した場合、 レプリ ケートするサイ ト と

して最初のレプリケーシ ョ ン サイ トの選択が表示されます。 第 1 サイ ト と レプ リ ケート を行った後、 PS2 は第 1
サイ ト と  PS1 の一覧に表示されます。

この一覧の整合性を確実に保つ最も簡単な方法は、各パートナー サイ ト をアクティブ化したと きに第 1 サイ ト と

の初期レプリ ケーシ ョ ンを行う こ とです。パートナー サイ トは、第 1 サイ ト と レプ リ ケートするまではほかのサ

イ ト と レプ リ ケートできません。
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DRE ログにおけるレプリケーシ ョ ン動作の記録

DataExchange レプリ ケーシ ョ ン エンジン （DRE） はその動作を dre.log ファ イルに記録します。 このファ イルの

デフォルトの場所は C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles です。 ZenCC の ［データベース］ ブランチ

下にある ［レプ リ ケーシ ョ ン］ アイコンを右ク リ ッ ク し、 ［統計およびログ ビュー］ を選択する と、 このファ イ

ルにあるレプリ ケーシ ョ ン動作を確認するこ とができます。テキス ト  エディ ターを使用してログ ファ イルを直接

開く こ と もできます。

必要に応じて、 dre.log のメ ッセージにユーザーが指定したデータベース、 レプリ ケーシ ョ ン プロジェク ト 、 レプ

リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク、 およびレプ リ ケーシ ョ ン リ リースの名前が含まれます。 ローカル データベースは

データ  ソース名 （DSN） で参照されます。 リモート  サイ トは表示名およびサイ ト番号で参照されます。 リモート

サイ トは一般的にローカル サイ ト と同じデータベース名を持ちます。

すべてのレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上の各サイ トには番号が振られます。第 1 サイ トが 1,000,000 とな り、そ

の後の各サイ トでは値が 1 ずつ大き くな り ます。これらの番号は base 36 番号と して表示されます。dre.log は base
36 サイ ト番号を使用する唯一のログです。

dre.log 内のメ ッセージの種類は、 以下のよ うに、 エン ト リの先頭列の文字によって示されます。

 D － デバッグ

 E － エラー

 I － 情報

 T － ト レース

 W － 警告

ログ レベルの設定およびそれらの意味については、 「DataExchange Manager での作業」 で説明します。
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13基本的なト ラブルシューテ ィング

一般的な問題の識別と解決方法

以下の項目で、 レプリ ケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンを実装したこ とで遭遇するかもしれない、最も一般的に発生す

る問題のト ラブルシューティングと解決のための情報を提供します。

 「 ト ラブルシューティングのリ ソース」

 「 ト ラブルシューティングの方法」

 「複数の第 1 サイ ト 」

 「アンインス トール」

 「ネッ ト ワーク通信」

 「データベース  エンジン」

 「レプ リ ケーシ ョ ン エンジン」

 「ログ ファ イル」

 「データ  レプリ ケーシ ョ ン」

 「データの競合」

 「通知エージェン ト 」
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ト ラブルシューテ ィングのリソース

次の表に、 問題解決に役立つリ ソースを示します。 

機能 / コンポーネン ト 機能 詳細

DataExchange ログ ファイル レプリ ケーシ ョ ン処理中の情報を記録します。 「ログ ファイル」 を参

照して ください。

DataExchange のテーブル同期

とチェッ クのユーティ リ ティ

データ  テーブル内のすべてのレコードについて、 レプ リ ケーシ ョ ン

制御テーブルに対応するレコードがあるこ とを確認します。

「dxsynctables」 を参照

してください。

Zen System Analyzer DataExchange のアクテ ィブなエンジンのインス トールとネッ ト ワー

ク通信をテス ト します。

「ネ ッ ト ワーク通信」

を参照してください。 
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ト ラブルシューテ ィングの方法

問題を解決する前に、 まず原因を究明する必要があ り ます。以下のチェッ ク リ ス トでは DataExchange における問

題を診断するのに役立つ項目を挙げます。

 DataExchange で複数の第 1 サイ ト を構成していませんか？ 

 DataExchange は正し くアンインス トールしましたか？ 

 ネッ ト ワークは正し く機能していますか？ 

 データベース  エンジンは起動していますか？ 

 レプリ ケーシ ョ ン エンジンは起動していますか？ 

 データは正し く レプリ ケート されていますか？ 

 通知エージェン トは電子メールを送信していますか？ 

 ログ ファ イルにエラーが含まれていますか？ 

引き続き、 各チェッ ク リ ス ト項目の詳細についてお読みください。
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複数の第 1 サイ ト

1 つのレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークに対して複数の第 1 サイ ト を設定する と、 予期しない結果を招く こ とがあ

り ます。 レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークごとに 1 つの第 1 サイ トのみをインス トールするよ うにしてください。



133

アンインストール

C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication 下にあるデータベースをアクティブ化していた場合、まずこれらを非アク

ティブ化し、次にテンプレート  リ ムーバ ウ ィザードを使用してレプリ ケーシ ョ ン テンプレート を削除します。テ

ンプレート を削除する前にデータベースを非アクテ ィブ化しなかった場合、 アンインス トール処理ではデータ

ベース  ファ イルと関連するレプリ ケーシ ョ ン ファ イルをそのまま残します。残されたファイルは何の問題も起こ

しませんが、 これらを削除するこ とによって物理ス ト レージを再生するこ とができます。 必要であれば、 これら

のファイルを直接手作業で削除するこ と もできます。また、データベースに関連付けられた DSN を削除するこ と

も忘れないでください。
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ネッ トワーク通信

Zen System Analyzer （ZenSA） は、 Zen データベース  エンジンに含まれる診断ユーティ リ ティです。 ZenSA はス

タンドアロンの診断ツールと して使用し、 ネッ ト ワークの問題を解決するのに役立ちます。

ZenSA を使用したネッ トワーク  ト ラブルシューティング

 ZenSA を起動するには

1 ［スタート ］ メニューから  Zen System Analyzer を選択します。

2 DataExchange のネッ ト ワーク通信の問題を解決するには、 ZenSA の ［System Analyzer オプシ ョ ン］ ダイア

ログで ［アクテ ィブ インストールをテストする］ を選択します。

メモ  ZenSA の機能と使用方法については、『Zen User's Guide』 で説明しています。DataExchange では、ZenSA

はネッ ト ワークの問題を解決するためにのみ使用します。ZenSA にはほかにも  Zen データベース  エンジン向

けの用途があ り ますが、 それらは DataExchange には適用されません。
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データベース エンジン

レプリ ケーシ ョ ンを実行するためには Zen データベース  エンジンが起動している必要があ り ます。

 Zen サーバー エンジンが起動しているかどうかを調べるには

1 Windows のコン ト ロール パネルを開きます。

2 ［管理ツール］、 ［サービス］ の順に選択します。

3 一覧をスクロールして次のサービスのいずれかを探します。

 Actian Zen Enterprise Server

 Actian Zen Cloud Server

Zen データベース  エンジンが正し く機能するには、 サービスが開始されている必要があ り ます。

［状態］ 列は、 そのサービスが現在実行中かど うかを示します。 ［スタート アップの種類］ 列は、 そのサービ

スがシステムの起動時に自動的に開始されるか、 手動で開始されるかを示します。

4 サービスが開始していない場合、 そのサービスを右ク リ ッ ク し、 ［開始］ を選択します。
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レプリケーシ ョ ン エンジン

レプ リ ケーシ ョ ンを実行するためには、 DataExchange レプ リ ケーシ ョ ン エンジンが起動している必要があ り ま

す。 試用版ライセンスの期限が切れた場合などは、 エンジンが起動しな くな り ます。 

Zen License Administrator ユーティ リ ティ を使用して、 DataExchange の期限なしライセンスがあるか、 または試用

版ライセンスの期限が切れていないかを確認します。 『Zen User's Guide』 で License Administrator に関する ト ピッ

クを参照して ください。 

 Zen サーバーでレプリケーシ ョ ン エンジンが起動しているかどうかを調べるには

1 コン ト ロール パネルからサービスにアクセスします。

2 サービスの一覧をスクロールして Actian Zen Replication サービスを探します。

DataExchange レプリ ケーシ ョ ン エンジンが正し く機能するには、このサービスが開始されている必要があ り

ます。

［状態］ 列は、 そのサービスが現在実行中かど うかを示します。 ［スタート アップの種類］ 列は、 そのサービ

スがシステムの起動時に自動的に開始されるか、 手動で開始されるかを示します。

3 サービスが開始していない場合、 そのサービスを右ク リ ッ ク し、 ［開始］ を選択します。
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ログ ファイル

DataExchange ではイベン トのログを記録するこ とができます。 DataExchange 監視ツール、 DataExchange Manager、
および DataExchange レプ リ ケーシ ョ ン エンジンの動作を捕捉するこ とができます。さ らに、DataExchange はメ ッ

セージ ログと インス トール ログも保持します。

ログはすべてテキス ト  ファ イルで、 最新のログ ファ イルの拡張子は .log とな り ます。 ログ ファ イルは情報、 警

告、 エラー、 およびデバッグについてのデータを組み合わせて作成します。 詳細なメ ッセージ （簡潔なメ ッセー

ジに対し） を選択するこ とができます。 詳細なメ ッセージにはプログラム名とプログラム内での行番号が含まれ

ていて、 デバッグの際に役立ちます。 詳細なメ ッセージは、 デバッグ ログ レベルのみに適用されます。

DataExchange レプリ ケーシ ョ ン エンジン （DRE） はその動作を dre.log ファ イルに記録します。 このファ イルの

デフォルトの場所は C:\ProgramData\Actian\Zen\Replication\LogFiles です。 ZenCC の ［データベース］ ブランチ

下にある ［レプ リ ケーシ ョ ン］ アイコンを右ク リ ッ ク し、 ［統計およびログ ビュー］ を選択する と、 このファ イ

ルにあるレプリ ケーシ ョ ン動作を確認するこ とができます。テキス ト  エディ ターを使用してログ ファ イルを直接

開く こ と もできます。

DataExchange Manager を使用して、 さまざまなログ ファ イル オプシ ョ ンを設定するこ とができます。 ログのデ

フォルトの場所を変更するこ と もできます。 また、デフォルトのログ サイズや履歴と して保持するファイルのデ

フォルトの数も変更できます。 手順については、 「DataExchange Manager での作業」 を参照してください。

ログ ファイルのサイズ

ログ ファ イルの最大サイズにゼロ （制限なし） を設定する と、 ログ ファ イルは物理ス ト レージが許す限りのサイ

ズに増大します。 ト ラブルシューティング時以外は、 最大ログ サイズにゼロを設定しないこ とをお勧めします。

その場合でも、 長期間 （一般的に 4 時間以上） に渡って 「制限なし」 を使用するこ とは避けてください。 たとえ

ば、DRE ログのサイズは実行中のログの種類 （デバッグ ログなど）、レプ リ ケーシ ョ ンの頻度、およびレプリ ケー

シ ョ ンを行うサイ トの数によっては急速に増大します。

dre.log の場合、 ログ ファ イルが最大サイズに達する と、 ファ イルは次の履歴ファ イル名に再割り当てされます。

たとえば、 dre.log が最大サイズに達したと き、 このファ イルは dre.LO1 とい う名前に変更され、 新しい dre.log
ファ イルが作成されます。 この時点で dre.log は空で、再びデータの収集を開始します。再度ファイルが最大サイ

ズに達する と、 dre.LO1 の名前が dre.LO2 に変更され、 dre.log が dre.LO1 に変更されます。 そして、新しい dre.log
ファ イルは空のファイルとな り、データの収集を始めるこ とができます。［保持する最大ログ数］ の設定は、LO1、
LO2、 LO3 などのよ うに残しておく履歴の限度を決定します。

その他の DataExchange コンポーネン トは、 ユーティ リ テ ィ またはサービスが実行される と自動的に新しいログ

ファイルを開始します。 ユーティ リ ティが起動されるたびに、 それに関連するファイル名 .log ファ イルは、 ファ

イル名 .LO1 ファ イルにコピーされます。 ユーティ リ ティは、 空になったファイル名 .log ファ イルにログの記録

を開始します。 前にも説明したよ うに、 ［保持する最大ログ数］ の設定で保存数が制御されます。

DataExchange Manager および DataExchange 監視ツールには、ログの設定を変更するこ とができるロギング ダイア

ログがあ り ます。

ログ ファイルの説明

次の表で、 さまざまなログ ファ イルの内容について説明します。

ログ ファイル

（.log）
説明

da スケジュールやユーザーのアクセス権などを変更したと きに DataExchange Manager によって更新されま

す。

DX_Dnewsite レプ リ ケーシ ョ ン インス トール ログ。 このログは、 DataExchange をインス トールしたと きに作成され、

レプ リ ケーシ ョ ン  DNA データベースの設定に関する情報を含みます。
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 セッシ ョ ン ログの削除間隔を変更するには

メモ  Windows のレジス ト リ を誤って編集する と、 レジス ト リの損傷を招き、 それが原因でコンピューター

を起動できな くなるなどの望まし くない結果を引き起こすこ とがあ り ます。 レジス ト リの編集に自信がない

場合は、 経験豊富な技術者に依頼して ください。 Actian Corporation はレジス ト リの破損に対して責任を負い

ません。 編集する前にバッ クアップを作成しておく こ とをお勧めします。 

1 regedit ユーティ リ ティ を起動します。

2 レジス ト リ  エディ ター ウ ィンド ウで、 次のレジス ト リ  キーを見つけます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Pervasive Software\Pervasive Replication\SessionExpiry

dre レプ リ ケーシ ョ ンの状態の詳細情報が含まれます。 これは最もよ く更新されるログ ファ イルです。 レプ

リ ケーシ ョ ン エンジンは、 レプ リ ケーシ ョ ンが発生する と、 このログを更新します。

ログ ファ イルの最大サイズはデフォルトで 2 MB です。 このログ ファ イルのサイズは、 最大 5 MB まで

に制限してください。 テキス ト  エディ ターによっては、 10 MB を超えるファイルを開けないこ とがあ り

ます。

レプ リ ケーシ ョ ン  エンジンが DRE ログを次の履歴バージ ョ ンに再割り当て （たとえば dre.log を dre.lo1
に） する と きに、 一部のログ メ ッセージが失われるこ とがあ り ます。 この欠損は、 履歴バージ ョ ンが割

り当てられる際のレプリ ケーシ ョ ン動作によって異なり ますが、一般的には非常に少なく抑えられるか、

あるいはまったく起こ り ません。

DX_Dregdtk 第 1 サイ ト をインス トールする と作成されます。 このログには、 ラ イセンスの登録に関する情報が含ま

れます。

dxact あるサイ ト をアクティブにしたと きに、 アクティブ化ユーティ リ ティによって更新されます。

dxdeact あるサイ ト を非アクティブにしたと きに、 非アクティブ化ユーティ リ ティによって更新されます。

dxdeploy dxdeploy ユーティ リティによって更新されます。「DXdeploy を XML 記述子ファ イルと一緒に使用したレ

プリ ケーシ ョ ン配置」 の体験例も参照して ください。 こ こでは、 情報が dxdeploy.log に記録されます。

dxevent レプ リ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ン  イベン ト  コールバッ クを扱う  dxevent.dll によって更新されます。 

dxsynctables データ  ファ イルと レプ リ ケーシ ョ ン  データ制御ファ イルの同期を と る  dxsynctables ユーティ リ テ ィに

よって更新されます。

<DX プレフ ィ ッ ク

ス >Install
インス トールに関連する情報を記録するために作成されます。 このログ ファイルは、 インス トールが失

敗した場合に特に役立ちます。 ファ イル名は DataExchange_vnn_64_Install.log です。

mer DataExchange が MKDE への呼び出しを行う間にエラーが発生する と記録されます。 このログは通常、 空

です。 データが正し く レプ リ ケート されていない疑いがある場合は、 このログを調べてください。

msg レプ リ ケート されたサイ トやレプ リ ケーシ ョ ンが成功したかど うかを示す、 レプ リ ケーシ ョ ン  セッシ ョ

ンに関する メ ッセージを リ ス ト します。 このログはレプ リ ケーシ ョ ン エンジンによって記録されます。

dre ログの方がよ り詳細な情報を記録します。

reh 情報が記録されるのは、 レプ リ ケーシ ョ ン  イベン ト  ハンド ラーが制御テーブルの更新で問題に遭遇した

場合のみです。 データが正し く レプ リ ケート されていない疑いがある場合は、 このログを調べて くださ

い。

sess#### 特定のレプリ ケーシ ョ ン  セッシ ョ ンに関する情報が含まれます。 #### は 4 桁の数字を表します。 このロ

グは、 レプ リ ケーシ ョ ンのスケジュールを設定してから、 次にレプ リ ケートが行われた際に作成されま

す。 このログは、 レプ リ ケーシ ョ ン エンジンを停止した場合と、 一定期間ごとに削除されます。 削除を

行う間隔はレジス ト リ設定で指定します。 

ログ ファイル

（.log）
説明
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3 このキーの REG_DWORD をダブルク リ ッ ク します。

4 ［DWORD 値の編集］ ダイアログの ［値のデータ］ フ ィールドで、 分数の数字を変更します （このデフォル

トは 5 です）。

5 ［OK］ をク リ ッ ク して、 レジス ト リ  エディ ターを終了します。
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データ  レプリケーシ ョ ン

こ こでは、 データのレプリ ケーシ ョ ンに関連する ト ピッ クを取り上げます。

スケジュール操作による間違った警告

スケジュールを削除、 変更または無効にした場合、 その他のレプリ ケーシ ョ ン サイ トはこれを認識しません。 こ

れはレプリ ケーシ ョ ンが発生しないためです。 その他のサイ トの通知エージェン トは引き続きスケジューリ ング

サイ トに接触を試みます。 スケジューリ ング サイ トが停止している、 あるいはサイ トに到達できない場合、 エー

ジェン トは失敗の警告を送信します。スケジュールはも う適用されていないため、この警告は正し くあ り ません。

このよ うな間違った警告を防ぐためには、 スケジュールを削除、 変更または無効にした後にレプリ ケーシ ョ ンを

手作業で初期化して ください。 このレプリ ケーシ ョ ンによって、 確実にスケジュールの変更がレプリ ケート され

ます。 レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク全体がレプリ ケーシ ョ ンを必要と しなくなった場合は、ネッ ト ワーク上の

すべてのレプリ ケーシ ョ ン サイ ト を非アクティブ化する という方法もあ り ます。

正しい警告ではあるが間違ったレプリケーシ ョ ン スケジュールに基づいたもの

スケジュールを リモートから変更した場合、 このよ うな状況が起こ り ます。 たとえば、 サイ ト  B で DataExchange
Manager を起動し、これを使用してサイ ト  A のスケジュールを変更します。サイ ト  A のレプリ ケーシ ョ ン エンジ

ンは、 再起動されない限り新しい設定を使用しません。 しかし、 通知エージェン トは再起動なしで新しいスケ

ジュールを使用します。 エージェン トは、 レプリ ケーシ ョ ンのスケジュールが間違っているこ とを適切に通知し

ます。

このよ うな状況を回避するには、 スケジュールを リモートから変更しないでください。

動的に作成したテーブルがレプリケート されない

動的に作成したテーブルがレプリ ケート されない場合は、 dCNF テーブル内のファイルのマッチング パターンが

正しいかど う か調べて く ださい。 DataExchange には、 フ ァ イルのマッチング パターンを調べるのに役立つ、

Dxdynpath というユーティ リ ティが用意されています。 「dxdynpath」 を参照して ください。

相対パスは、 DataExchange が認識できるデータ辞書ファイル （DDF） を含むホーム ディ レク ト リに対する相対パ

スであるこ とに注意して ください。

メモ  dxdynpath は、 Real-Time Backup Edition のみで使用されます。

SQL ト リガーとレプリケーシ ョ ン

SQL ト リ ガーとは、 INSERT、 UPDATE、 または DELETE によってテーブル内のデータが変更される と きに自動

的に実行されるス ト アド  プロシージャの一種です。ス ト アド  プロシージャは、あらかじめ定義されデータベース

辞書に保存されている  SQL ステート メン トです。

レプリ ケーシ ョ ンは従属テーブルを更新する前にベース  テーブルを更新します。 この順序によ り、外部キーのリ

レーシ ョ ンシップが正し く維持されます。 たとえば、サンプル データベース  Tracker の場合では Region テーブル

が Employee テーブルの前に更新されます。

例と して、 ベース  テーブル A と従属テーブル B （テーブル B は外部キーで A と関連付けられている） がある と

仮定します。 テーブル B にレコードが追加された場合にテーブル A を更新する ト リガーを作成します。

パートナー サイ ト  1 では、新しいレコードをテーブル B に追加し、 これによ り ト リガーが実行されます。テーブ

ル A はパートナー サイ ト  1 で更新されました。 次にパートナー サイ ト  1 を別のサイ ト とレプ リ ケート します。

その他のサイ トでは、 レプリ ケーシ ョ ンがテーブル A を更新し、新しいレコードをテーブル B に追加します。 こ

れによ りテーブル B のト リガーが実行され、 再度テーブル A の更新を試みます。 レプ リ ケーシ ョ ン エンジンは

既にテーブル A のレコードをパートナー サイ ト  1 で行われた変更で更新してしまっているので、この動作は好ま

し くあ り ません。
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ト リ ガーとレプリ ケーシ ョ ンに関する明確な規則はあ り ません。 一般的に、 レプリ ケート されるデータベースの

一部である各ト リガーについて注意深く考慮する必要があ り ます。 ト リ ガーの機能とレプリ ケーシ ョ ンの動作に

ついて明確にするこ とによ り、 期待した結果を確実に得るこ とができます。

パートナー サイ トのアクテ ィブ化時のデータの競合

デザイン時にレプリ ケーシ ョ ンのために準備したテンプレート  データは、アクティブ化で準備されたデータ とは

異なるマーク （タイムスタンプとその他の内部方式） が付けられています。 レプリ ケーシ ョ ン エンジンはこの違

いをレプリ ケーシ ョ ン中に解決します。 まれに、第 1 サイ ト をアクティブ化した方法とパートナー サイ ト をアク

ティブ化した方法の間でデータの競合が起こるこ とがあ り ます。

インデックス セグメン ト

ページ サイズが 4096 バイ トのデータ  ファ イルでは、ファ イル当たりのインデッ クス  セグメン ト数は 119 に制限

されます。 真のヌルがサポート されるインデッ クスの設定されたヌル値を許可する列には 2 つのセグメン トから

成るインデッ クスが必要なため、 1 つのテーブルではインデッ クス付きのヌル値を許可する列 （Btrieve ファ イル

では、 インデッ クス付きでヌル値を許可する真のヌル フ ィールド） は 59 個までしか持てません。 ページ サイズ

が小さ くなる と、 この制限も小さ くな り ます。

Zen で、 ファ イル作成モードを 7.x に設定し、 TRUENULLCREATE をデフォルト値のオンに設定して作成された

ファ イルはすべて、 真のヌルをサポート します。 以前のファ イル形式で作成されたファ イル、 あるいは PSQL 7
を使用するか TRUENULLCREATE をオフに設定して作成されたファ イルは、 真のヌルをサポートせず、 この制

限を受けません。

TRUENULLCREATE の詳細については、 『SQL Engine Reference』 を参照して ください。
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データの競合

レプリ ケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンの中核は、競合が起きたと きにそれを検出して解決するこ とです。競合の最良

の解決方法は、 予防です。 デザインによって競合を回避します。 これらに加え、 DataExchange にはデフォルトの

Last-in-wins （最新操作の優先） ポ リ シーがあ り ます。 制御テーブルのタイムスタンプを保持し、 レプ リ ケーシ ョ

ン サイ トの時計と同期化するこ とによ り、 レコードがいつ追加、更新および削除されたかの正確な情報が保持さ

れます。 競合が発生する と、 レプ リ ケーシ ョ ン エンジンが競合のポリシーを実施 （かつ競合をログに記録） する

責務を果たします。

さ らに、 DataExchange は独自の競合解決方法を定義できるインターフェイスも提供します。 どのよ うな業務規則

に対しても適切な競合解決をデザインし、 イベン ト  ハンド ラー DLL を介して解決方法を提供するこ とができま

す。 DLL はレプリ ケーシ ョ ン エンジンの機能を置き換えるかまたは拡張します。

競合の種類

データの競合は DataExchange によっていくつかの種類に分けられます。 競合はそれぞれログ ファ イル dre.log に
記録されます。 ログのエン ト リ を読んで、 競合があれば必要な操作を決定して ください。 ログには以下のよ うな

メ ッセージが記録されます。 ログには競合の種類、 関連するレコードのキー、 および競合を解決した方法が含ま

れます。

競合が起きる とレコードは上書きされ、 常に最新のレコードが使用されます。 この動作を変更するためには、 レ

プリ ケーシ ョ ン エンジンに独自にカスタマイズしたイベン ト  ハンド ラー DLL を登録する必要があ り ます。

W 0130 0321-17:44:04 競合 ： タイプ I ： テーブル Customer のレコード 2 は両方のサイ トで変更
されました （キー ： 123）
W 0130 0321-17:44:04 タイプ I の競合が解決されました ： レコード 2 はパートナーで更新されます
（テーブル Customer, キー ： 123）

レコードが更新されなかったサイ トのログ ファ イルには、上の例のよ うにパートナー サイ トでレコードが更新さ

れたこ とを示すメ ッセージが含まれます。 レコードが上書きされたサイ トのメ ッセージは次のよ うなもので、 変

更前のデータ値と変更後のデータ値を示します （この例ではラス ト  ネーム Yin が Yan に置き換えられました）。

I 0130 0321-17:44:04 ローカル フ ィールド Customer.LastName はリモート値によって置き換え
られました。
I 0130 0321-17:44:04 変更前 ： Yin
I 0130 0321-17:44:04 変更後 ： Yan

タイプ I の競合

タイプ I の競合は、 最後のレプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ン以降にレコードが両方のサイ トで更新されたと きに発生

します。 これが発生した場合、 新しいレコードがレプリ ケート され、 次のメ ッセージに似たログ メ ッセージが生

成されます。

W 0130 0321-17:44:04 タイプ I の競合が解決されました ： レコード 2 はパートナーで更新されます
（テーブル Customer, キー ： 123）

この種の競合のバリエーシ ョ ンと して、 以下のよ うなシナリオと関連するログ メ ッセージがあ り ます。

 ローカル サイ トにはよ り新しいレコードがあ り、 開始プログラムはローカル サイ トにあ り ます。

W 01f8 08-17 19:09:41 競合 ： タイプ I ： Employee テーブルのレコードは両サイ トで変更されてい
ます GIDSysKey ： 632940095990000027 GIDSiteID ： 0 イベン ト  ハンド ラーによって無効にされな
ければ、 DRE は最新の （パートナー） レコードを選択します。

 ローカル サイ トにはよ り新しいレコードがあ り、 開始プログラムはパートナー サイ トにあ り ます。

W 055c 08-17 19:00:51 競合 ： タイプ I ： Employee テーブルのレコードは両サイ トで変更されてい
ます GIDSysKey ： 632940095990000028 GIDSiteID ： 0 イベン ト  ハンド ラーによって無効にされな
ければ、 DRE は最新の （ローカル） レコードを選択します。

 パートナー サイ トにはよ り新しいレコードがあ り、 開始プログラムはローカル サイ トにあ り ます。
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W 0518 08-17 19:14:25 競合 ： タイプ I ： Employee テーブルのレコードは両サイ トで変更されてい
ます GIDSysKey ： 632940095990000029 GIDSiteID ： 0 イベン ト  ハンド ラーによって無効にされな
ければ、 DRE は最新の （ローカル） レコードを選択します。

 パートナー サイ トにはよ り新しいレコードがあ り、 開始プログラムはパートナー サイ トにあ り ます。

W 0954 08-17 19:05:23 競合 ： タイプ I ： Employee テーブルのレコードは両サイ トで変更されてい
ます GIDSysKey ： 632940095990000030 GIDSiteID ： 0 イベン ト  ハンド ラーによって無効にされな
ければ、 DRE は最新の （パートナー） レコードを選択します。

タイプ V の競合

タイプ V の競合は、各サイ トのスタート  データにエラーがある場合に発生します（データベース  アプリ ケーシ ョ

ンがアクティブ化されたと きにデータベース内に既に存在するデータ）。

スタート  データが 1 つのサイ トに存在しても う一方には存在しない場合、スタート  データはも う一方のサイ トに

レプリ ケート されます。ただし、既存のスタート  データが異なる場合はタイプ V の競合はログに記録されてレプ

リ ケーシ ョ ンが停止します。

W 0130 0321-17:44:04 競合 ： タイプ V ： テーブル Customer レコード 2 のスタート  データが 2 
つのサイ トで異なり ます － 競合を手動で解決する必要があ り ます。

タイプ VI および VIa の競合

1 つのサイ トで追加または更新されたレコード と、別のサイ トで削除されたレコードの競合は、 タイプ VI の競合

と して扱われます。 競合処理の間、 すべてのレコードが 1 つのサイ トで更新 （またはレコードが追加） されてい

て、 そのレコードが別のサイ トで削除されている場合、 タイプ VIa の競合がログに記録され、 最新の操作が優先

されます。 レコードが更新されていない場合、 削除操作が常に優先されます。 このタイプ VI の競合は、 レコー

ドが削除されたサイ トでそのレコードを再度追加するための十分な情報がないため、 このよ うな方法で解決する

必要があ り ます。 考えられるシナリオと関連するログ メ ッセージについて、 以下に説明します。

 レコードはローカルで更新または追加され、 パートナー サイ トで削除されました

W 0130 0321-17:44:04 競合： タイプ VI ： ローカルで更新したテーブル Customer のレコードがパー
トナー サイ トで削除されました （キー ： 123）
作成日 ： 2000/05/10 12:26:45
削除日 ： 2000/05/11 11:18:23
このレコードはローカルで削除されます。
W 0130 0321-17:44:04 競合 ： タイプ VIa ： 新し く挿入したテーブル Customer のレコードがパート
ナー サイ トで削除されました （キー ： 123）
作成日 ： 2000/05/10 12:26:45
削除日 ： 2000/05/11 11:18:23
このレコードは転送されます。

 レコードはパートナー サイ トで更新または追加され、 ローカルで削除されました

W 0a78 08-17 13:05:13 競合： タイプ VI：テーブル t1 のレコードがパートナー サイ トで削除され、
ローカルで更新されました。 GIDSysKey ： 632939880130000000 GIDSiteID ： 0 このレコードはロー
カルで削除されます。

競合解決の成功

レプ リ ケーシ ョ ン サイ クル中に競合の解決に成功した場合、 レプ リ ケーシ ョ ン ログ ファ イルに次のよ うなメ ッ

セージが記録されます。

0082 0818-10:47:36 000030 との Tracker のレプリ ケーシ ョ ンは 2 個の競合を解決して正常に終
了しました。

主キーの競合の解決

主キーの競合を解決する最良の方法は、 ソース  データベースの主キーを一意のキーと してデザインするこ とで

す。一意の主キーを持たない既存のデータベースをレプリ ケーシ ョ ンに使用している場合、 Control Center を使用

して主キーを指定するこ とができます。
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主キーの競合は、 同じ主キーを持つ 2 つの異なるアクティブなデータベースに 2 つの行が挿入されたと きに発生

します。それぞれの行は潜在的に関連のあるデータのため、 レプリ ケーシ ョ ン エンジンはレプリ ケーシ ョ ンを停

止してこれらの行を変更しません。

主キーの競合が検出されたシステム上の dre.log ファ イルに以下のエラーが記録されます。 たとえば、 サンプル

データベース  Tracker の Region テーブルで主キーの競合が検出されたと します。

E 01cb 1108-11:42:21 sqlhelp 852 ODBC エラー -1: (S1000) '[Pervasive][ODBC Client 
Interface][LNA][Pervasive][ODBC Engine Interface][Data Record Manager] レコードに
は重複値を持つキー フ ィールドが含まれています (Btrieve エラー 5)' <-4994>
E 01cb 1108-11:42:21 dbutil 629 ODBC ステート メン トに失敗しました ：関数 Execute からの 
-1 ：
E 01cb 1108-11:42:21 dbutil 636 ODBC ステート メン ト ： INSERT INTO "Region" 
("RegionID","NameStr") VALUES (?,?)
E 01cb 1108-11:42:21 dsectbl 927 テーブル Region にキー ： 8 を持つ新しいレコードを挿入で
きません。
E 01cb 1108-11:42:21 dresyncs5368 FSM: ｛22: ODBC エラーが発生しました｝ : パートナーの
データ一覧の、 次の PD2PQQ88002.Region レコードを格納できません ( キー ： PDCID(1000010))

このシステムとレプリ ケート を試みたシステムはすべてこのエラーで失敗します。

E 01e8 1108-11:36:40 dresyncs1542 パートナー レプリ ケーシ ョ ン エンジンからエラーを受信し
ました : 'Region の更新に失敗しました '
レプリ ケーシ ョ ンは停止されました

主キーの競合を修復するには、 手作業が必要です。 これらの競合している行の 1 つを新しい一意の値に変更する

必要があ り ます。 それに引き続きレプリ ケーシ ョ ン セッシ ョ ンを開始する必要があ り ます。

たとえば、上の例では、主キー 8 で競合が発生しています。したがって、関連のあるデータベースの 1 つで主キー

をそのテーブルでの一意なキーである  9 に変更します。次に、その 2 つのシステムを一緒にレプリ ケート します。

このレプ リ ケーシ ョ ン中に、 レプ リ ケーシ ョ ン制御テーブルがク リーンアップされて主キーの競合が訂正され、

dre.log ファ イルには警告メ ッセージと して次のよ う なメ ッセージが書き込まれます。 このメ ッセージの目的は、

主キーの競合の解決に成功したこ とを知らせるこ とです。

W 01b7 1107-17:12:56 dsectbl 893 主キーの競合はレプリ ケーシ ョ ン制御テーブルで修正されまし
た。 テーブル : PDCRegion、 列 : CRegionID キー値 : 8

これによ り、データベース内のデータに関しては何が起きているのでし ょ うか？この処理を段階的に見た Region
テーブルの内容を示します。

まず、 各サイ トに同じキー値を持つ行が挿入されました。

レプリ ケート を行い、 主キーの競合が発生しました。 レプリ ケーシ ョ ンは停止してどのテーブルも更新されませ

んでした。

サイ ト  1 サイ ト  2

RegionID NameStr RegionID NameStr

8 Site1Data 8 Site2Data

サイ ト  1 サイ ト  2

RegionID NameStr RegionID NameStr

8 Site1Data 8 Site2Data
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1 つのサイ ト を新しい一意の値で更新します。

新しい変更をレプリ ケート します。

これで両サイ ト共に矛盾のないデータのコピーがレプリ ケート され、 どのデータも失われませんでした。

サイ ト  1 サイ ト  2

RegionID NameStr RegionID NameStr

9 Site1Data 8 Site2Data

サイ ト  1 サイ ト  2

RegionID NameStr RegionID NameStr

8 Site2Data 8 Site2Data

9 Site1Data 9 Site1Data
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通知エージェン ト

通知エージェン トは、 マシンに Zen サーバー製品が含まれている場合にのみインス トールされます。 通知エー

ジェン トが電子メールを送信しない場合は、 以下の点を調べてください。

 エージェン トがサービスと して起動しているかど うか

 エージェン トが正し く設定されているかど うか （「dxagent」 を参照してください）

 エージェン トが通信に使用する  SMTP ポートで認証や暗号化を必要と しないかど うか

 エージェン ト を使用する各レプリ ケーシ ョ ン マシンが SMTP サーバーに対するアクセス権を持っているか

ど うか

 SMTP サーバーが、 エージェン ト を実行している各レプリ ケーシ ョ ン サイ トから電子メールを受け取るよ う

に設定されているかど うか

通知エージェン トが起動しているかどうかを調べるには

1 Windows のコン ト ロール パネルを開きます。

2 ［管理ツール］、 ［サービス］ の順に選択します。

3 サービスの一覧で Actian DX Agent を探します。

通知エージェン トが正し く機能するには、 このサービスが開始している必要があ り ます。

［状態］ 列は、 そのサービスが現在実行中かど うかを示します。 ［スタート アップの種類］ 列は、 そのサービ

スがシステムの起動時に自動的に開始されるか、 手動で開始されるかを示します。

4 サービスが開始していない場合、 そのサービスを右ク リ ッ ク し、 ［開始］ を選択します。

メール サーバーのテスト

SMTP メール サーバーも正し く機能している必要があ り ます。必要に応じ、 SMTP メール サーバーが電子メール

を正し く送受信しているかど うかを調べてください。お使いの SMTP サーバー ソフ ト ウェアのマニュアルを参照

するか、 ベンダーの Web サイ トでテス ト用のプロシージャをチェッ ク します。
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14使用できるデータ型

DataExchange データ型

サポート されるデータ型について、 以下の項目で説明します。

 「データ型」

 「データ型に関する注意事項」
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データ型

次の表に DataExchange で使用できる  Zen データ型を一覧表示します。 

データ型 DataExchange での実装 レプリケーシ ョ ンの主キーとして使用できる

Bit bool いいえ

Tinyint Byte はい

Utinyint Byte はい

Decimal numeric はい

Numeric1 numeric いいえ

Bigint1 numeric いいえ

Ubigint1 numeric いいえ

Currency1 numeric いいえ

Longvarbinary blob いいえ

Binary blob いいえ

Longvarchar blob いいえ

Char2 string はい

Varchar3 string はい

Integer long はい

Uinteger long はい

BigIdentity4 long はい

Identity4 long はい

Smallint short はい

Usmallint short はい

Smallidentity short はい

Float double はい

Real double はい

Double double はい

Autotimestamp timestamp はい

Date timestamp はい

Time timestamp はい

Timestamp timestamp はい

Timestamp(n) timestamp はい
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Timestamp2 timestamp はい

1 部分的にサポート されているデータ型です。 『SQL Engine Reference』 の付録 「データ型」 を参照して ください。 
2 文字数の制限は 255 文字までです。
3 文字数の制限は 254 文字までです。
4 DataExchange では、レプリ ケーシ ョ ンの主キーと して BigIdentity および Identity がサポート されていますが、一意のインデッ

クスの一部と して使用するこ とはお勧めできません。

データ型 DataExchange での実装 レプリケーシ ョ ンの主キーとして使用できる
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データ型に関する注意事項

この ト ピッ クでは DataExchange のデータ型の使用に関する特別な情報を示します。

DECIMAL

DECIMAL は DataExchange では NUMERIC と して実装され、 レプリ ケーシ ョ ンの主キーと して使用できます。

NUMERIC、 BIGINT、 UBIGINT および CURRENCY

NUMERIC と して実装されるその他のデータ型はレプ リ ケーシ ョ ンの主キーと して使用することはできません。

これらには、 NUMERIC、 BIGINT、 UBIGINT および CURRENCY があ り ます。

CHAR

CHAR データ型の制限は、 半角で 255 文字までです。

VARCHAR

VARCHAR データ型の制限は、 半角で 254 文字までです。

IDENTITY

DataExchange では主キーに IDENTITY データ型を使用するこ とができますが、一意のインデッ クスの一部分と し

ては使用しないよ うにして ください。
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15予約済みのテーブル名

DataExchange 予約済みの語とテーブル名

DataExchange 予約語は、 レプリ ケーシ ョ ン エンジンが処理する特別な意味を持つキーワードです。 これらの語は

アプリ ケーシ ョ ンでデータベース名やテーブル名と して使用するこ とはできません。 次の表では、 DataExchange
で使用されるレプリ ケーシ ョ ン システムのテーブル名を示します。 

PDC レプリケーシ ョ ン テーブル

こ こで示したシステム テーブル名のほかに、 DataExchange ではレプ リ ケーシ ョ ン対象とするデータベースの各

ユーザー テーブルに対し、 それぞれ一意のレプリ ケーシ ョ ン テーブルを作成します。 DataExchange で作成され

たレプ リ ケーシ ョ ン ユーザー テーブルには、 元のファ イル名の先頭に "PDC" を追加した名前が付けられます。

たとえば、 Billing.mkd とい う名前のファ イルには対となる  PDCBilling.mkd とい う名前のレプリ ケーシ ョ ン ファ

イルがあ り ます。 DataExchange では 「PDC ファイル名」 とい う名前付け規則を使用してレプ リ ケーシ ョ ン時に

ファイルを追跡します。

異なるフォルダーに同じ名前のテーブルがある場合、DataExchange ではログ ファ イルに対して使用するよ うな名

前付け規則を用いて一意のファイル名を作成します。 たとえば、 Billing.mkd という名前の 2 つのファイルが別々

のディ レク ト リに置かれる場合、 これらのファイルにはそれぞれ PDCBilling.mkd と  PDCBilling0.mkd とい う名前

が付けられます。

DataExchange では、 選択したユーザー テーブルから作成されたレプ リ ケーシ ョ ン テーブルには一意の名前を付

けます。 Zen ではテーブル名の文字数を 20 文字に制限しています。 DataExchange でレプリ ケーシ ョ ン テーブル

を作成する際には、 これらの要件を順守します。

ActivateInfo dActHist dActSite

dActTbl dCmd dCmdSite

dCnf dFKey dFragF

dFragI dGrp dIDB

dIDBDef dKey dLang

dMsg dMsgLang dPKey

dPrm dPrmGrp dPrmTyp

dQueue dSched dSchema

dSet dSFSite dSite

dSiteExt dSiteLnk dSiteSet

dSort dTblChg dTrn

dUsr dUsrGrp dUsrPrf

dVer dWSTS
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メモ  レプリ ケーシ ョ ンのために配置されるデータベースの中に、 PDC で始まるテーブル名が含まれていて

もかまいません。 ただし、 そのテーブルをレプリ ケーシ ョ ン テンプレートに追加する場合、 テーブルがレプ

リ ケーシ ョ ン システム内部のファイルではないこ とを確認するよ う、 DataExchange から求められます。

その他の制限 

DataExchange は、 Zen における暗黙の制限および条件とほぼ適合しています。 ODBC エンジン インターフェイス

に示されている制限とは異なる  DataExchange の制限で、 既知のものを次に示します。 

ODBC エンジン インターフェイスの制限の詳しい説明については、 ODBC ドキュ メン ト を参照してください。

機能 DataExchange の制限または条件

データベース  テーブル数 4,800 （1 レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク当たり）
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16DataExchange のサイレン ト  インス
トール

アプリ ケーシ ョ ンの一部と しての DataExchange のインス トール

このユーザー ガイ ドには、ダウンロード したアーカイブまたは CD から  DataExchange を対話形式でインス トール

する方法が説明されています。 ただし、 DataExchange を、 開発したアプリ ケーシ ョ ンのインス トール処理に組み

込んでインス トールするこ と もできます。 DataExchange のインス トールは非対話型で、 ユーザーに入力を要求し

ません。 これをサイレン ト  インス トールと呼びます。

『Installation Toolkit Handbook』 マニュアルで、 Zen の組み込みに関する ト ピッ ク も参照してください。

サイレン ト  インストールの実行方法

以下の手順では、 第 1 サイ ト またはパートナー サイ トでサイレン ト  インス トールを実行する方法を説明します。

メモ  すべての Zen ユーティ リ ティ、 および Zen を使用するすべてのアプリ ケーシ ョ ンは、 サイレン ト  イン

ス トールを実行する前に必ず閉じておいてください。

 DataExchange をサイレン ト  インストールするには

1 ダウンロード した DataExchange または CD から、 すべてのファイルを一時ディレク ト リにコピーします。

DataExchange がインス トールされていないシステムを使用します。

2 コマンド  プロンプ ト を開き、 プログラム ファ イルをコピーしたディ レク ト リの場所へ移動します。

3 次のよ うに、 製品キーを指定して DataExchange のインス トーラー コマンドを実行します。

Install_DataExchange.exe /s /v" /qn PVSW_DX_LICENSE_KEY=key"

こ こで、 key は DataExchange の製品キーです。

製品キーについては、 AG-TECH ライセンス証書をご覧ください。

サイレン ト  インス トールはユーザーとの対話形式ではないので、インス トールが正常終了したこ とを通知す

る メ ッセージは表示されません。 しかし、 イ ンス ト ールが完了すれば、 Zen のプログ ラ ム グループに

DataExchange が自動的に追加されるのでご確認ください。

カスタム インストール

Zen の PTKSetup.ini と同様、DataExchange には DXSetup.ini があ り、カスタム インス トール用に変更できるデフォ

ルトの設定が含まれています。 このファイルは、 インス トーラーで使用される  .msi ファ イルと同じディ レク ト リ

にあ り ます。
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17用語集

レプリ ケーシ ョ ンの用語

DataExchange Manager

レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク内の作業、 ユーザー、 およびサイ ト を管理するためのグラフ ィカル ユーザー イ
ンターフェイスです。 DataExchange Manager では以下の作業を行う こ とができます。

 レプリ ケーシ ョ ン スケジュールの管理

 サイ ト情報の管理

 ローカルまたはリモート  サイ トの管理

DNA

Database Network Analysis。 レプ リ ケーシ ョ ン システム データベース。

ODBC

Open Data Base Connectivity。さまざまなデータ  ソースに接続するために使用される標準プログラ ミ ング インター

フェイス。 DataExchange は ODBC を使用して、 ODBC がサポートするすべてのデータベースに接続します。

アクセラレイテ ィ ド

Btrieve 7.x、 8.x、 9.5、 および 13.0 では、 データ  ファ イルの更新時の応答時間がノーマル モードに比べて短縮さ

れたファイル オープン モードを示します。 ただし、 アクセラレイティ ド  モードでは、 MicroKernel ログ機能を使

用できません。 このため、MicroKernel は、アクセラレイティ ド  モードで開いたファイルに対する ト ランザクシ ョ

ン一貫性保持やア ト ミ シティを保証できません。

Btrieve 6.x を使用している場合、 アクセラレイティ ド  モードはノーマル モード と同じです。 ただし、 アクセラレ

イティ ド  モードでデータ  ファ イルを開く と、ファ イルに ト ランザクシ ョナルと してフラグを付ける効果がなくな

り ます。

アクテ ィブ化

レプリ ケーシ ョ ン用の新規データベースを作成するか、 または既存のデータベースを有効にし、 そのデータベー

スをサイ トに属するものと確定する処理。 

アクテ ィブ化されたデータベース

別のサイ トのデータベース とデータのレプリ ケート を行う こ とができる、 特定のサイ トのデータベース。 ほかの

サイ トは同じレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークのメンバーである必要があ り ます。アクティブ化されたデータベー

スは、レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークを構成するサイ トに関する情報を持つレプリ ケーシ ョ ン テンプレートのコ

ピーを保持しています。

暗号化

暗号化は、 内容を知られないよ うにメ ッセージの外観を変えて内容を隠すこ とです。 暗号化されたメ ッセージは

暗号文と呼び、 元のメ ッセージおよび復号されたメ ッセージは平文 （プレーンテキス ト ） と呼びます。
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インプレースのアクテ ィブ化

レプリ ケーシ ョ ン テンプレート を使用するか、テンプレートからエクスポート したデザインを使用するこ とによ

る、 既存のデータベースのアクティブ化。

グローバル一意識別子

レプリ ケーシ ョ ンの間、 複数のサイ トが同じテーブルに新しいレコードを多数作成したと しても、 ネッ ト ワーク

全体で一意であるこ とが保証されているレコード  ID。

サイ ト

TCP/IP ネッ ト ワークで ODBC インターフェイスを介してほかのサイ ト とデータベース情報をレプ リ ケートおよ

び同期化できる、 レプリ ケーシ ョ ンが有効なデータベース。 ローカルのレプリ ケーシ ョ ンが有効なデータベース

は、 アクセスするユーザー数や格納されているデータ量に関係なく、 それぞれ 1 つのサイ トです。 サイ トは次の

ものを指します。

 それ自体のローカル データベースを持つ 1 台のコンピューター

 ローカル ネッ ト ワークで共有されているローカル データベース

 数百または数千のユーザーが使用する大規模なク ライアン ト - サーバー型データベース

サブスクリプシ ョ ン

レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上でほかのサイ ト とレプ リ ケートするためのサイ トの認証。

制御テーブル

データベース内のレプリ ケート されたテーブルは、 それに関連付けられた制御テーブルを持ちます。 制御テーブ

ルは対応するユーザー テーブルの各レコードのためのレコードを格納しています。 また、 レコードの作成日、 レ

コードの最終更新日などの関連情報を格納します。 レプリ ケートする各テーブルに制御テーブルを作成するこ と

によ り、 Zen はレプリ ケーシ ョ ンを有効にするために既存のテーブルに何も変更を加えなくてよいこ とを保証し

ます。

第 1 サイ ト

すべてのレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークには第 1 サイ トがあ り ます。これはレプリ ケーシ ョ ンで最初にアクティ

ブ化されるサイ トです。第 1 サイ トは、 レプリ ケーシ ョ ン可能なサイ ト などのレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク全

体の情報を保持しています。 また、 データベース全体のコピーも保持しています。 レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワー

ク内のその他のサイ トはパートナー サイ トです。

テンプレート

「レプ リ ケーシ ョ ン テンプレート 」 を参照してください。

ネッ トワーク

ネッ ト ワークは、 互いにレプリ ケートするこ とができるサイ トの集合です。 ネッ ト ワーク と呼ぶ別個の環境を複

数作成するこ とができます。 それぞれのネッ ト ワークでは異なるバージ ョ ンのデータベースを実行するこ とがで

きます。 たとえば、 Production ネッ ト ワークでバージ ョ ン 1.0 を、 Test ネッ ト ワークではバージ ョ ン 2.0 を、 それ

ぞれ別個の異なるデータで実行するこ とができます。

パートナー サイ ト

レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク内の第 1 サイ ト以外のすべてのサイ トです。
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ピアツーピア

レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク構成の 1 つで、 すべてのノードはそのサイズ、 データ量、 場所に関係なく、 ネッ

ト ワーク内のほかのサイ トに対し完全に同等なものと して動作します。各ノードはレプリ ケーシ ョ ン エンジンを

使用してレプリ ケーシ ョ ンをスケジュールおよび管理し、 レプリ ケーシ ョ ン処理の負荷を共有します。 ピアツー

ピアは、 デフォルトのレプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク構成です。

プロジェク ト

1 つのプロジェク トはレプ リ ケート される  1 つのデータベースを表します。 異なるデータベースを有効にするた

びに、 新しいプロジェク ト を指定する必要があ り ます。 プロジェク トは多数のネッ ト ワークおよびリ リースを保

持します。

変更の取得 / 変更の適用

変更の取得 / 変更の適用メカニズムは、 レプリ ケーシ ョ ンの主要なサブシステムで、 レプリ ケート されたデータ

ベースへの変更の追跡および伝播に使用されます。変更の取得は、データベース  アプリ ケーシ ョ ンの実行と並行

して起こ り ますが、 変更の適用はデータベースの同期化中に起こ り ます。 DataExchange の変更の取得メカニズム

はログを基にしていません。 最も新しい変更のみを格納する制御テーブルに基づいています。 これはデータベー

スの現在の状態を反映するものであ り、 ログに基づいたメカニズムのよ うな以前の状態の履歴ではあ り ません。

リフレッシュ

一定方向のデータの流れを伴う同期化のモードで使用される用語で、 一般的にレプ リ ケーシ ョ ン と呼ばれるデ

フォルトの双方向のデータの流れを伴う ものの対義語です。 リ フレッシュは、 主となるサイ ト を指定するこ とに

よる競合解決を手動で無効にするのに使用されます。たとえば、「refresh local」 操作は指定されたサイ トのデータ

ですべてのローカル データを上書きします。

リ リース

リ リースはデータベース  スキーマの変更を表します。したがって、データベース  スキーマを変更するたびに新し

いリ リースを作成する必要があ り ます。レプリ ケーシ ョ ン プロジェク トは複数のネッ ト ワークおよびリ リースを

保持します。

レプリケーシ ョ ン

デフォルトのデータベース同期化モードで、 競合解決規則に基づいた 2 つ以上のサイ ト間の双方向のデータの流

れによって生じます。

レプリケーシ ョ ン エンジン

レプ リ ケーシ ョ ン処理を管理するコンポーネン ト。 すべてのレプリ ケーシ ョ ンはバッ クグラウンドで実行され、

ユーザーが指定したスケジュールに従って完全に自動化するこ とができます。

Zen Control Center には、 以下の処理を実行できるレプ リ ケーシ ョ ン エンジンへのユーザー インターフェイスが

あ り ます。

 レプリ ケーシ ョ ン サイ トの リモート管理

 レプリ ケーシ ョ ン ノードの現在の状況の表示

 レプリ ケーシ ョ ン動作の履歴の問い合わせ

 レプリ ケーシ ョ ン状況と情報のマルチ ビューの提供

 レプリ ケーシ ョ ン メ ッセージ / ログのフ ィルタ リ ング
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レプリケーシ ョ ン テンプレート

ユーザーのデータベース  テーブル、レプリ ケーシ ョ ン制御テーブル、システム テーブルおよびオプシ ョ ンでユー

ザー データを含むデータベースのコピー。

レプリケーシ ョ ン ネッ トワーク

互いにレプリ ケートできるサイ トの集合。レプリ ケーシ ョ ン ネッ ト ワークは複数のリ リースを保持するこ とがで

きます。

ローカル テーブル

レプリ ケート されないテーブル。 各サイ トは別個のローカル ファ イルを保持するこ とができます。
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